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序章 
 

～都市計画ȉǤǪーȂȔンƝƤ～ 
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Ĩ 策定の背景Ɲ目的 

 

 本市ƣ最初ƣ都市計画ȉǤǪーȂȔンƤ 1999（平成 11）年Ơ策定ƌ、2008（平成 20）年Ơ改定ƌ

ƔƷƣƜ、ƒƣ後、2017（平成 29）年Ơ現在ƣ都市計画ȉǤǪーȂȔンƜあǀ「龍ǜ崎市都市計画

ȉǤǪーȂȔン 2017」Ǉ策定ƌ、ƳƖƚƄƿǇ進ƶƛƂƳƌƔ。 

 ƈƣ間、少子高齢化社会ƹ想定Ǉ上回ǀ速度Ɯ進行ƌƛいǀ人口減少ƣ問題、地球温暖化等ƣ環

境問題ƹƒǁƠ起因ƎǀƝ考えƾǁǀ大規模降雨災害ƣ発生、ǓǸȖǙー資源ƹ食料資源ƣ高騰、

安定確保ƣ課題Ɵƞ社会経済情勢Ʒ大ƂƄ変化ƌƛƂƛいƳƎ。 

 ƳƔ、新型ǞȘǵǑǏȖǤ感染症ƣ流行Ƥ、ǱȗワーǚǇƤƍƶƝƌƔǲǣǪȖ化ƣ進展Ɵƞ、

社会経済ƹ人々ƣ生活・働Ƃ方等ƭƣ意識Ơ変革ǇƷƔƾƌƳƌƔ。近年、ƈƣƽうƟ加速度的Ơ

変化Ǝǀ社会経済・市民生活等Ơ柔軟Ơ対応ƌƔƳƖƚƄƿƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 ƊƾƠ、茨城県策定ƣ「竜ヶ崎・牛久都市計画区域ȉǤǪーȂȔン」ƣ改定（2021（令和 3）年）

ƹ、本市ƣ最上位計画ƝƟƿƳƎ「龍ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030」ƣ策定（2022（令和 4）年）

Ɓ行わǁƔƈƝƀƾ、ƈǁƾƣ新ƔƟ上位計画Ɲƣ整合Ʒ必要ƠƟƿƳƎ。 

 以上ƣƈƝƀƾ、新ƔƟ龍ǜ崎市都市計画ȉǤǪーȂȔン（以下、「本ȂȔン」Ɲいう。）ƣ策定Ǉ

行いƳƎ。 

 

ĩ 役割 

 

 都市計画ȉǤǪーȂȔンƤ、ƳƖƣ将来像ƹƒƣ実現ƣƔƶƣ方針ǇわƀƿƹƎƄ示ƌ、市民ƹ

事業者等Ɲƣ間ƜƒǁƾǇ共有ƎǀƈƝƠƽƿ、協働ƠƽǀƳƖƚƄƿǇ進ƶƛいƄƈƝǇ目指Ǝ

ƷƣƜƎ。 

 今日ƣƳƖƚƄƿƠſいƛƤ、都市整備Ơ関Ǝǀ分野ƕƆƜƤƟƄ、様々Ɵ分野Ɲ連携ƌƟƁƾ、

進ƶƛいƄƈƝƁ重要ƝƟƘƛƂƛいƳƎ。 

 以上ƣƈƝƀƾ、本ȂȔンƣ役割Ǉ以下ƣīƙƝƌƳƎ。 

  

Ғ龍ǜ崎市ƣ将来像ǇわƀƿƹƎƄ示ƌƳƎ。 

ғ市決定ƣ都市計画ǇƤƍƶƝƎǀ、ƳƖƚƄƿƠ関Ǝǀ方針ƹ根拠Ǉ示ƌƳƎ。 

Ҕ都市整備Ơ関Ǝǀ関連分野Ɲƣ整合ƹ連携Ǉ図ǀƔƶƣ方針Ǉ示ƌƳƎ。 

ҕ協働ƠƽǀƳƖƚƄƿǇ推進ƎǀƔƶƣ方針Ǉ示ƌƳƎ。 
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Ī 位置付け 

 

 都市計画法第 18条ƣ 2 Ơ基ƚƂ策定Ǝǀ本ȂȔンƤ、茨城県Ɓ定ƶǀ「都市計画区域ƣ整備、開

発及び保全ƣ方針」（竜ヶ崎・牛久都市計画区域ȉǤǪーȂȔン）及び本市ƣ最上位計画ƝƟǀ「龍

ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030」Ơ則ƌƙƙ、ƒƣ他関連Ǝǀ諸計画Ɲƣ整合Ǉ図ƿƟƁƾ策定Ǝ

ǀ本市ƣƳƖƚƄƿƠ関Ǝǀ基本的Ɵ方針ƜƎ。 

 ƳƔ、2019（平成 31）年Ơ策定ƌƔ「龍ǜ崎市立地適正化計画」Ƥ、都市計画ȉǤǪーȂȔンƣ

一部Ɲƌƛ居住能ƹ都市能ƣ誘導Ơ特化ƌƔƳƖƚƄƿƣ方針Ǉ示ƌƔƷƣƜあƿ、都市計画

ȉǤǪーȂȔンƝƝƷƠƳƖƚƄƿǇ進ƶƛいƄƷƣƝƟƿƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

茨城県 

・「茨城県都市計画ȉǤǪーȂȔン」 

・「竜ヶ崎・牛久都市計画区域ȉǤǪーȂȔン」 

（都市計画区域ƣ整備・開発及び保全ƣ方針） 

・龍ǜ崎市最上位計画「龍ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030」 

・龍ǜ崎市国土強靭化計画 

【関連計画】 

・龍ǜ崎市緑ƣƳƖƚƄƿȂȔン 

・龍ǜ崎市地域公共交通計画 

・龍ǜ崎市空家等対策計画 

・龍ǜ崎市第 2次環境基本計画 

・龍ǜ崎市ƳƖƟƀ再生ȂȔン 

・龍ǜ崎市農業振興地域整備計画 

・龍ǜ崎市公共施設等総合管理計画 

 等 

龍ǜ崎市都市計画ȉǤǪーȂȔン 

龍ǜ崎市立地適正化計画 

都市計画 

ƣ 

決定・変更 

個別ƣ課題

等Ơƙいƛ

ƣ検討 

ƳƖƚƄƿ

ƣȖーȖ 

検討 

即Ǝ 

即Ǝ 

整合 
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ī 計画期間 

 

 本ȂȔンƤ、2025（令和 7）年ƀƾ概Ƣ 15 年後Ǉ見据えƔ計画ƝƌƳƎ。ƈǁƤ、本市ƣ最上位

計画ƣ計画期間Ɲƣ整合性Ǉ考慮ƌƔƷƣƜƎ。 

 ƌƔƁƘƛ、目標年度Ƥ 2039（令和 21）年度ƝƟƿƳƎ。 

 ƳƔ、最上位計画ƣ策定状況ƹ、社会経済情勢ƣ変化ƟƞǇ踏Ƴえ、必要Ơ応ƍƛ見直ƌǇ行い

ƳƎ。 

 

年度 
2023 

R5 

2024 

R6 

2025 

R7 

2026 

R8 

2027 

R9 

2028 

R10 

2029 

R11 

2030 

R12 

 

最上位計画 

 

        

 

本ȂȔン 

 

        

 

年度 
2031 

R13 

2032 

R14 

2033 

R15 

2034 

R16 

2035 

R17 

2036 

R18 

2037 

R19 

2038 

R20 

2039 

R21 

 

最上位計画 

 

         

 

本ȂȔン 

 

         

 

  

龍ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030 

次期最上位計画 

前期基本計画 後期基本計画 
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Ĭ プランの構成 

 

本ȂȔンƣ構成Ǉ以下Ơ示ƌƳƎ。 

 

 

  

序章 都市計画ȉǤǪーȂȔンƝƤ 

☆ 都市計画ȉǤǪーȂȔンƣ役割・位置付ƆǇ示ƌƳƎ。 

第Ĩ章 龍ǜ崎市ƣ概況 

☆ 本市ƣ特性ƹ、環境ƣ変化Ɵƞƣ概況Ǉ示ƌƳƎ。 

第ĩ章 全体構想 

☆ 本市ƣ概況ƹ上位計画等Ǉ踏Ƴえ、ƳƖƚƄƿƣ基本姿勢ƹ 

将来都市像ƟƞƠƙいƛ、基本的Ɵ考え方Ǉ示ƌƳƎ。 

ƈǁƀƾƣ都市ƚƄƿƣ考え方 

将来都市像     目標人口 

都市ƚƄƿƣ 

基本理念Ɲ目標 
将来都市構造 土地利ዿƣ方針 

第Ī章 目標別構想 

ҒƎƮƛƣ人ƠƹƊƌい住ƳいƝ地域Ɓあǀ都市ƚƄƿ 

ғ災害Ơ強ƄƌƟƹƀƟ都市ƚƄƿ 

Ҕ地域資源Ǉ活ƀƌƔƠƃわいƝ多様Ɵ働Ƅ場Ɓあǀ都市ƚƄƿ 

ҕ水Ɲ緑・歴史Ơ囲Ƴǁƛ生活ƜƂǀ都市ƚƄƿ 

Җ誰ƷƁ快適Ơ移動ƜƂǀ都市ƚƄƿ 

第ī章 地域別構想 

地域ƉƝƣ現況・課題Ǉ整理ƌ、各地域ƣ特徴Ǉ活ƀƌƟƁƾ、分野ƉƝƣ方

針Ǉ示ƌƳƎ。 

第Ĭ章 都市計画ȉǤǪーȂȔンƣ実現Ơ向Ɔƛ 

都市計画ȉǤǪーȂȔンƣ実現Ơ向ƆƔ基本的Ɵ考え方ƹ取組ƟƞǇ示ƌƳ

Ǝ。 
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第Ĩ章 
 

～龍ǜ崎市ƣ概況～ 
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Ĩ 龍ケ崎市の成ƿ立ち 

（Ĩ）広域的立地条件 

 本市Ƥ、茨城県ƣ南部Ơ位置ƌ、都心ƀƾ約 45 ㎞、茨城

県庁ƀƾ約 53 ㎞ƣ距離ƠあƿƳƎ。面積Ƥ 7,859ha、人口

約 7.6 万人（2023（令和Ĭ）年 11月Ĩ日現在）ƣ都市ƜƎ。

ƳƔ、首都圏Ơſいƛ計画的Ɵ市街地ƣ整備Ǉ図ǀƈƝǇ

目的ƝƌƔ首都圏整備法Ơ基ƚƄ近郊整備地帯Ơ指定Ɗǁ

ƛいƳƎ。 

市域ƣ北部Ƥ牛久市、東部Ƥ稲敷市、南部Ƥ利根町及び河

内町Ɲ接ƌ、西部Ƥ小貝川ƹ牛久沼Ǉ隔ƛƛ、取手市ƹƙƄ

ƥ市、ƙƄƥƴƾい市Ɲ接ƌƛいƳƎ。 

 

（ĩ）地形 

本市Ƥ、広い常陸台地ƣ南端Ơあǀ筑波・稲敷台地Ɲ南部

ƣ猿島・北相馬台地、ƒƌƛƈǁƾƣ台地Ơ挟ƳǁƔ、利根

川・小貝川ƣ流ǁǀ平野ƀƾƟƿƳƎ。 

台地部ƣ標高Ƥ 15ｍ～28ｍ程度Ɯ、ƀƟƿ締ƳƘƔ砂質

層Ɯ表面ƠȘーȋǇ載ƐƛいƳƎ。平野部Ƥ鬼怒川ƟƞƁ

運ǈƜƂƔ軟弱Ɵ沖積層Ɯ、市南東部、東部ƠƀƆƛƟƕƾ

ƀƠ低ƄƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、平野部Ǉ中心Ơ小貝川ǇƤƍ

ƶƝƎǀĮƙƣ一級河川ƝĪƙƣ準ዿ河川Ɓ流ǁƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

（Ī）歴史 

 市南部ƣ北方町ƣ台地ƹ、若柴町ƀƾ別所・羽原・大塚町

ƠƀƆƛƣ台地ƀƾƤ、縄文時代以降ƣ遺跡Ɓ出土ƌƛſ

ƿ、郷土ƣ祖先Ɯあǀ人々Ƥ、ƳƏƈƣ台地部Ơ住ƴ着いƔ

Ɲ思わǁƳƎ。江戸時代ƠƤ農業開発Ɓ進ƴ、広大Ɵ土地Ɓ

開墾Ɗǁƛ新ƌい農村Ɓ増加ƌƳƌƔ。ƒƣ後明治時代Ơ

入ƿ、1889（明治 22）年町村施行Ơƽƿ、Ĩ町ĭ村ƝƟƿ、

旧龍ǜ崎町Ƥ近隣農村Ǉ商圏ƝƎǀ商業都市Ɲƌƛ、茨城

県南地域ƣ中心都市ƝƟƿƳƌƔ。 

  

◆広域図 

◆地形図 

【龍ケ崎市を流ǁǀ主Ɵ河川】 

◇ 一級河川：谷田川、小貝川、新利根川、大正堀川、 

羽原川、破竹川、小野川 

◇ 準ዿ河川：横田川、西大塚川、八代川 

出典：国土地理院ǲーǪƽƿ作成 

◆工業団地開発Ơƽƿ発掘ƊǁƔ仲原遺跡 

出典：仲原遺跡発掘調査報告書 



10 

 

（ī）都市構造 

 本市Ƥ、昔ƀƾƣ中心地Ɯあǀ龍ǜ崎市街地Ɲ、JR 龍ǜ崎市駅Ǉ中心Ɲƌƛ栄えƛƂƔ佐貫市街

地、住宅都市整備公団（現：独立行政法人都市再生構）ƣ施行Ơƽƿ整備ƊǁƔ、北竜台市街地及

び龍ヶ岡市街地、工業系市街地ƜあǀƙƄƥƣ里工業団地Ɲƒƣ周辺地区ƀƾ成ƿ立ƘƛいƳƎ。

ƒǁƓǁƣ住宅系市街地ƜƤ、日常生活Ǉ送ǀうえƜ必要Ɵ、商業・ǠーǾǤ施設Ɓ確保ƊǁǀƝ

ƝƷƠ、関東鉄道竜ヶ崎線ƹ、路線ǻǤ、ǞȊȐǶǱǎǻǤ等ƣ公共交通関、県道ƹ都市計画道路

等ƣ主要幹線道路Ơƽƿ結ƥǁƛſƿ、多極ǸǮǳワーǚ型ƣ都市構造ƝƟƘƛいƳƎ。 

 

  ◆ǸǮǳワーǚ図 
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ĩ ƳちƚƄƿの歩ƴ 
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Ī 龍ケ崎市の特徴 

（Ĩ）人口・世帯ƣ動態 

本市ƣ人口Ƥ、2010（平成 22）年 10 月ƣ 80,334 人ǇǿーǚƠ減少ƌƛいƳƎƁ、老年人口（65

歳以上ƣ人口）Ƥ一貫ƌƛ増加ƌƛいƳƎ。2020（令和ĩ）年ƣ国勢調査ƜƤ、年少人口（15 歳未

満ƣ人口）Ɓ 8,264 人（11.0％）、生産年齢人口（15～64歳人口）Ɓ 44,619 人（59.5％）、老年人口

Ɓ 22,113人（29.5％）ƝƟƘƛいƳƎ。 

 ƳƔ、外国人ƣ人口Ɓ急速Ơ増加ƌƛſƿ、今後Ʒ労働力不足Ǉ背景Ơ、外国人人口ƣ増加Ɓ予

測ƊǁƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆龍ǜ崎市ƣ人口（Ī区分別）Ɲ世帯数ƣ推移 ※合計Ƥ年齢不詳Ǉ含Ƶ 

出典：国勢調査 

9,714 10,200 11,177 11,384 12,659 12,828 11,954 11,118 9,590 8,264 

27,525 28,699 
32,498 

39,530 

48,668 
54,361 54,485 53,540 
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48,857 
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10,431 11,801 13,593 
17,121 

22,244 
26,186 27,799 30,092 30,472 32,158 
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0.0%

1.0%

2.0%
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020
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外国人登録者数 外国人比率

出典：国勢調査 

◆外国人登録者数推移 
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 人口密度Ɯ見ǀƝ、基本的Ơīƙƣ住宅系市街地Ơ人口Ɓ集中ƌƛſƿ、ƒǁ以外ƣ既存集落Ɵ

ƞƠƳƥƾƠ人口Ɓ点在ƌƛいƳƎ。 

 ƳƔ、高齢化率Ɯ見ǀƝ、市街地内ƜƤ、北竜台市街地ƣ一部、龍ǜ崎市街地ƟƞƠſいƛ、高齢

化率Ɓ高Ƅ、市街地外ƣ既存集落Ƥ全体的Ơ高齢化率Ɓ高ƄƟƘƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国勢調査 出典：国勢調査 

◆人口密度ȌǮǢȐ（令和ĩ年） ◆高齢化率ȌǮǢȐ（令和ĩ年） 
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（ĩ）自然Ɲ調和Ǝǀ住宅都市 

 Ғ都心ƣȄǮǴǪǑンƝƌƛ発展 

本市Ƥ、JR 常磐線Ǉ利ዿƎǀƝ龍ǜ崎市駅ƀƾ上野駅ƳƜ約 50 分Ɯ行ƄƈƝƁƜƂƳƎ。ƈ

ƣƔƶ、東ੜ都区部等ƭƣ通勤者ƣȄǮǴǪǑンƝƌƛ発展ƌƛƂƳƌƔ。現在Ƥ、人口減少ƹ

高齢化Ơƽƿ、東ੜ都区部ƭƣ通勤者割合Ƥ、以前ƽƿ減少傾向ƠあƿƳƎ。通学者ƠſいƛƤ、

東ੜ都区部ƣ大学ƭƣ通学需要ƀƾƀ、引Ƃ続Ƃ高い割合Ǉ示ƌƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ғ住ƴƽい住宅環境 

 本ȂȔン策定Ơ向ƆƔǍンǜーǳ調査ƜƤ、約Į割ƣ市民Ɓ「ᇿƾƌƹƎい」ƷƌƄƤ「ƞƖƾƀ

Ɲ言えƥᇿƾƌƹƎい」Ɲ回答ƌƛいƳƎ。ƈǁƤ、前計画策定時ƣ調査Ɲ概Ƣ同様ƣ結果ƝƟƘ

ƛいƳƎ（2016（平成 28）年調査：71.6％）。 

 生活環境ƣ満足度ƣ高い項目ƝƌƛƤ、「生鮮食料品Ɵƞ最寄品ƣ買い物ƣƌƹƎƊ」ƹ「自然ƣ

豊ƀƊƹ美ƌƊ」ƣ項目Ɓ高ƄƟƘƛいƳƎ。 

  

◆市外通勤ƣ動態（令和ĩ年） 

◆ 住Ƴいƣ環境ǇᇿƾƌƹƎいƝ感ƍƛいǀ市民ƣ割合 ◆ 居住地域ƣ生活環境Ơ関Ǝǀ満足度調査Ɯ、満足度

Ɓ高ƀƘƔ上位 5 項目 

出典：国勢調査 

項目 点数（※）

生鮮食料品Ɵƞ最寄品ƣ買い物ƣƌƹƎƊ 3.49／5

自然ƣ豊ƀƊƹ美ƌƊ 3.48／5

大規模公園ƣ充実度 3.29／5

街並ƴƟƞƣ景観ƣ美ƌƊ 3.25／5

下水道ƹ生活排水施設ƣ整備 3.24／5

※回答選択肢Ǉ「満足」（5 点）、「ƹƹ満足」（4 点）、 

「普通」（3 点）、「ƹƹ不満」（2 点）、「不満」（1 点） 

ƝƌƔ場合ƣ平均値 

出典：市民Ǎンǜーǳ 

◆市外通学ƣ動態（令和ĩ年） 
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（Ī）産業ƣ動向 

Ғ産業別就業者数 

 本市ƣ就業者数Ƥ、減少傾向ƠあƿƳ

Ǝ。ƳƔ、直近ƣ産業別就業者数Ƥ第Ī次

産業、第ĩ次産業、第Ĩ次産業ƣ順Ơ多Ƅ

ƟƘƛいƳƎ。 

 

 

 

ғ産業別就業者割合 

 全体ƣ就業者ƣうƖ、最Ʒ割合Ɓ高いƣƁ製造業ƝƟƘƛſƿ、全体ƣ約ĩ割Ǉ占ƶƛいƳƎ。

次いƜ「卸売業，小売業」、「医療，福祉」ƣ順Ơ多ƄƟƘƛſƿ、ƈǁƾĪƙƣ産業Ɯ全体ƣ約Ĭ

割Ǉ占ƶƛいƳƎ。 

  

◆産業別就業者数推移 

◆産業別就業者割合 

出典：国勢調査 

出典：国勢調査 

805 863 812 

9,534 9,555 9,212 

25,260 
23,852 

23,089 

2,124 1,854 
1,011 

37,723 

36,124 
34,124 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成22年 平成27年 令和ĩ年

第一次産業 第二次産業 第三次産業 分類不能ƣ産業 総数

（人） 

分類 産業 令和ĩ年 （％）

農業，林業 810 2.4%

漁業 2 0.0%

812 2.4%

鉱業，採石業，砂利採取業 3 0.0%

建設業 2,358 6.9%

製造業 6,851 20.1%

9,212 27.0%

電気・ǗǤ・熱供給・水道業 193 0.6%

情報通信業 902 2.6%

運輸業，郵便業 1,800 5.3%

卸売業，小売業 5,344 15.7%

金融業，保険業 592 1.7%

不動産業，物品賃貸業 636 1.9%

学術研究，専門・技術ǠーǾǤ業 1,299 3.8%

宿泊業，飲食ǠーǾǤ業 1,652 4.8%

生活関連ǠーǾǤ業，娯楽業 1,577 4.6%

教育，学習支援業 1,588 4.7%

医療，福祉 3,976 11.7%

複合ǠーǾǤ事業 284 0.8%

ǠーǾǤ業（他Ơ分類ƊǁƟいƷƣ） 1,957 5.7%

公務（他Ơ分類ƊǁǀƷƣǇ除Ƅ） 1,289 3.8%

23,089 67.7%

1,011 3.0%

34,124 100.0%

分類不能ƣ産業

総数

第一次産業

第一次産業

第二次産業

第二次産業

第三次産業

第三次産業

単位（人） 
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（ī）豊ƀƟ自然環境 

 本市ƠƤ、牛久沼ƹ小貝川、旧小貝川、蛇沼、中沼Ɵƞƣ

水辺環境、台地部ƣ平地林ƹ段丘ƣ斜面緑地、平野部Ơ広Ɓ

ǀ田園Ɵƞ多彩Ɵ水ƹ緑ƣ資源Ɓ存在ƌƳƎ。農地ƹ樹林

地、河川Ɵƞƣ自然的Ɵ土地利ዿƤ市域ƣ約ĭ割Ǉ占ƶƛ

いƳƎ。ƳƔ、本市ƣ地形Ƥ、台地Ɲ平野、谷津Ɯ構成Ɗǁ

ƛſƿ、起伏Ơ富ǈƕ豊ƀƟ自然環境Ǉ形成ƌƛいƳƎ。ƈ

ƣƔƶ、多種多様Ɵ動植物ƣ生息地ƝƟƘƛſƿ、牛久沼Ơ

Ƥ、白鳥ƹ水鳥Ɓ飛来・生育Ǝǀほƀ、ǑǵǙƹワǖǠǙ等

ƣ多様Ɵ動植物Ʒ生息ƌƛいƳƎ。 

 

（Ĭ）持続可能Ɵ地域公共交通ƣ運行 

 本市ƣ公共交通Ƥ、民営ƣ公共交通Ɲƌƛ、鉄道、路線ǻǤ、一般ǪǚǢーƁ運行ƌ、ƒǁƾǇ補

完Ǝǀ形Ɯ、ǞȊȐǶǱǎǻǤ及び乗合ǪǚǢーƁ運行ƌƛいƳƎ。 

 ȍーǪȕǧーǢȒンƣ進展ƹ人口減少等ƣ影響ƀƾ、公共交通ƣ利ዿ者Ƥ減少傾向Ơあƿ、ƳƔ、

過大Ɵ運行経費ƣ問題Ɵƞ、ƊƳƋƳƟ課題Ɓあǀ中、本市ƜƤ、持続可能Ɵ公共交通ƣ実現Ơ向

Ɔ、多様ƟǶーǥƠ対応ƜƂǀ新ƔƟ交通ǢǤǱȋ導入Ǉ行うƟƞ、地域公共交通ƣ最適化Ǉ目指

ƌƛいƳƎ。 

  ◆JR 龍ǜ崎市駅Ĩ日平均乗降客数 

◆龍ǜ崎市ǞȊȐǶǱǎǻǤ乗車実績ƣ推移 ◆路線ǻǤƣ利ዿ者数ƣ推移 （人） （人） 

（人） 

9,569 9,371 9,216 6,725 6,752 7,078 7,263 

3,426 3,453 3,312 

1,899 2,248 2,758 3,054 

12,995 12,824 12,529 

8,625 9,000 
9,837 10,318 

0

5,000

10,000

15,000

2017年度 2019年度 2021年度 2023年度

定期 定期外

1,357 1,255 1,223 
918 952 

1,136 1,151 

1,062 
1,058 1,014 

636 705 
798 840 

2,420 2,313 2,237 

1,554 
1,657 

1,934 1,991 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2017年度 2019年度 2021年度 2023年度

定期 定期外

◆関東鉄道竜ヶ崎駅Ĩ日平均乗車人員 （人） 

191,939 192,745 197,776 

161,703 
178,898 

211,917 213,820 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2017年度 2019年度 2021年度 2023年度

166,264 

149,940 150,292 

127,062 

141,553 

120,769 

150,020 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2017年度 2019年度 2021年度 2023年度

出典：JR 東日本 HP 出典：関東鉄道（株） 

出典：龍ǜ崎市都市計画課 出典：龍ǜ崎市都市計画課 

◆牛久沼 
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（ĭ）生活環境ƣ安全性ƹ快適性 

 Ғ発生Ɓ想定Ɗǁǀ大地震 

 関東地方Ƥ世界ƜƷ有数Ɵ地震頻発地帯ƝƟƘƛいƳƎ。

ƈƣƔƶ、茨城県南部ƜƤ、大地震ƣ発生Ɓ高確率Ɯ起ƈǀ

ƈƝƁ予想Ɗǁƛſƿ、国立研究開発法人防災科学技術研

究所ƣ調査（2023 年基準）Ơƽǁƥ、今後 30年間Ơ一定ƣ

震度以上ƣ揺ǁƠ見舞わǁǀ確率Ƥ、震度 5 弱Ɯ 100％、震

度 5 強Ɯ 98.4％、震度 6弱Ɯ 68.8％、震度 6強Ɯ 19.7％Ɲ

ƟƘƛいƳƎ。 

 

 ғ風水害 

 本市南半分ƣ平野部Ƥ、昔ƀƾ水害Ơ悩ƳƊǁƛƂƔ地

域Ɯ、1742（寛保ĩ）年以降、小貝川ƠſƆǀ堤防決壊Ơƽ

ǀ洪水Ƥ 14 回起ƈƘƔƝいう記録ƁあƿƳƎƁ、ƈƣうƖ

右岸側（取手市側）ƣ決壊Ƥ 1950年ƣ 1度ƕƆƜ、多ƄƤ

本市側Ɯ発生ƌƛいƳƎ。 

 ƳƔ、2023（令和 5）年 6月ƠƤ、梅雨前線及び台風第ĩ

号ƣ大雨Ơƽƿ、谷田川ƣ一部Ɯあǀ牛久沼Ơſいƛ、越水

被害Ɓ発生ƌƳƌƔ。 

地球温暖化等ƣ影響Ơƽǀ気候変動Ɓ進行Ǝǀ中、今後

Ʒ大雨Ơƽǀ災害ƣ発生Ɓ危惧ƊǁƳƎ。 

  

◆東日本大震災被災状況 

◆関東大震災Ơƽǀ住家全壊 

◆小貝川ƣ堤防決壊箇所 

出典：上記Ī点全ƛ龍ǜ崎市国土強靭化計画 
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ī 龍ケ崎市の土地利ዿ 

（Ĩ）都市計画ƣ状況 

   →現在ƣ都市計画図Ǉ掲載 
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（ĩ）土地利ዿƣ状況 

 本市Ƥ、市全域Ɓ都市計画区域Ơ指定Ɗǁƛſƿ、総面積ƣうƖ自然的土地利ዿƤ約 6 割、都市

的土地利ዿƤ約 4 割ƝƟƘƛいƳƎ。都市的土地利ዿƣうƖ、市街化区域ƠƙいƛƤዿ途地域Ɓ指

定Ɗǁƛſƿ、ƒƣ大部分Ɓ住居系ƣዿ途地域ƝƟƘƛいƳƎ。 

  

第一種低層住居専ዿ地域

26.6 

第二種低層住居専ዿ地域

0.6 

第一種中高層

住居専ዿ地域

17.4 

第二種中高層

住居専ዿ地域

11.5 

第一種住居地域

13.6 

第二種住居地域

11.5 

準住居地域 0.9 

近隣商業地域 5.2 

商業地域 0.8 

準工業地域 2.8 

工業専ዿ地域

9.1 

田 33.8

畑 7.5

その他（自然的）

22.1

住宅系 13.4

商業系 2.2

工業系 2.7

その他（都市的）

18.3

都市的土地利ዿ
36.6%

自然的土地利ዿ
63.4%

◆本市ƣ土地利ዿ状況（単位：％） 

出典：都市計画基礎調査 

◆ዿ途地域ƣ指定状況（単位：％） 

出典：龍ǜ崎ƣ都市計画 
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Ĭ 本市の都市計画を取ƿ巻Ƅ状況 

（Ĩ）人口減少社会Ɲ都市構造 

 現在ƣ都市構造Ƥ、高度経済成長期ƀƾ整備Ɗǁ

ƛƂƔ自動車ƣ利ዿǇ前提ƝƌƔ都市構造ƝƟƘƛ

ſƿ、ƒƣ発展ƝƝƷƠ郊外ƭƝ拡大ƌƛいƂƳƌ

Ɣ。ƈƣƽうƟ肥大ƌƔ都市構造ƜƤ、現在ƣ人口

減少社会Ơſいƛ、都市Ǉ維持ƌƛいƄƈƝƁ難ƌ

ƄƟƘƛƂƛいƳƎ。ƳƔ、財政状況ƹ環境負荷ƣ

観点ƀƾƷ、都市ƣ持続可能性Ǉ高ƶƛいƄƈƝƁ

求ƶƾǁƛいƳƎ。ƒƣƔƶ、ƈǁƳƜƠ築ƀǁƔ

社会ǏンȀȔ等ƣ既存ǤǳǮǚǇ適切Ơ活ዿƎǀƝ

ƝƷƠ、公共交通ƣ利便性Ǉ高ƶǀƟƞ、ǞンǼǚ

ǳ・ȂȔǤ・ǸǮǳワーǚƣ都市構造Ǉ構築ƌƛい

ƄƈƝƁ推奨ƊǁƛいƳƎ。 

 

 

（ĩ）公共施設及びǏンȀȔƣ老朽化 

 我Ɓ国ƜƤ、高度経済成長期以降Ơ集中的Ơ整備

ƊǁƔ公共施設及びǏンȀȔ（以下、「公共施設等」

Ɲいう。）Ɓ一斉Ơ老朽化ƌƛいƄƈƝƁ危惧Ɗǁƛ

いƳƎ。ƒƣƔƶ、公共施設等ǇȉǸǣȌンǳƌ、全

体最適化Ɲ持続可能Ɵ財政運営ƣ両立Ǉ目指ƎƈƝ

Ǉ目的Ơ、公共施設等ƣ再編成Ǉ進ƶǀƈƝƁ求ƶ

ƾǁƛいƳƎ。 

 

（Ī）都市ƣǤȈンǣ化～空家・空地ƣ問題～ 

 本格的Ɵ人口減少社会Ơ突入ƌ、近年ƜƤ、市街地Ơ

ſいƛƷ、人口減少Ɓ生ƍƛいƳƎ。ƒƣƽうƟ場所Ɯ

Ƥ、空家ƹ空地Ɓ増加ƌ、都市ƣ密度Ɓ低下ƌƛいƄ「都

市ƣǤȈンǣ化」Ɲ呼ƥǁǀ状態ƝƟƘƛſƿ、様々Ɵ

問題Ɓ内包ƊǁƛいƳƎ。例えƥ、市街地ƣ一部Ơ空家、

空地Ɓ増えƔƝƌƛƷ、ƒƣ場所Ơ対Ǝǀ都市的ǠーǾ

Ǥ（道路整備、上下水道ƹ電気、消防救急ƣ供給等）Ƥ

誰ƀƁ住ǈƜいǀ限ƿƤ続ƆƟƆǁƥƟƿƳƐǈƁ、ƒ

ƣ提供効率Ƥ悪ƄƟǀほƀ、収益性ƣ落ƖƔ民間ǠーǾ

ǤƁ撤退ƌƛいƄƈƝƝƟƿƳƎ。ƈうƟǀƝ、ƳƎƳ

Ǝ利便性Ɓ損ƟわǁǀƈƝƝƟƿ、ƊƾƠǤȈンǣ化Ɓ

進行ƎǀƝいƘƔ悪循環ƝƟƿƳƎ。 

出典：国土交通省 

出典：龍ǜ崎市公共施設等総合管理計画 

◆全国ƣ総住宅数・空家及び空家率ƣ推移 

出典：住宅・土地統計調査 
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（ī）都市ƣǻȕǍȀȕー化 

 我Ɓ国ƜƤ急速Ɵ高齢化ƹ障Ɓい者ƣ社会参画ƣ会確保ƣ観点ƀƾ、ƒƣ前提Ɲƌƛ高齢者、

障Ɓい者等ƣ移動又Ƥ施設ƣ利ዿƠ係ǀ身体ƣ負担軽減Ǉ目的Ơ、移動等ƣ円滑化Ǉ図ǀƈƝƁ急

務ƝƟƘƛいƳƎ。ƈƣƔƶ、2006（平成 18）年Ơ、「高齢者、障Ɓい者等ƣ移動等ƣ円滑化ƣ促進

Ơ関Ǝǀ法律」（ǻȕǍȀȕー法）Ɓ制定ƊǁƳƌƔ。ƒƣƔƶ「ƞƈƜƷ、ƕǁƜƷ、自由Ơ、使

いƹƎƄ」ƝいうȑǶǻーǠȖǲǡǏンƣ考え方Ơ基ƚƂ、ƎƮƛƣ利ዿ者Ơ利ዿƌƹƎい施設及

び車両等ƣ整備Ǉ進ƶƛいƄƈƝƁ重要ƝƟƘƛいƳƎ。 

 

（Ĭ）良好Ɵ景観ƣ形成 

 近年、美ƌい街並ƴƟƞ、良好Ɵ景観形成Ơ関Ǝǀ意識Ɓ高ƳƿƙƙあƿƳƎ。我々Ɓ生活ǇƎ

ǀうえƜ、ƒƣ活動ƣ場ƜあǀƳƖƁ心休Ƴǀ空間ƜあǀƈƝƤ当然望ƳǁǀƷƣƜƎ。優ǁƔ景

観Ǉ持ƙƳƖƤ、生活Ơ潤いǇ与え、ƳƖƣǏȌーǣǇ高ƶǀƟƞ、ƳƖƣ愛着ƹ誇ƿƠƙƟƁƿ

ƳƎ。ƒƣƔƶ、ƒƣ土地ƠƪƊわƌい形Ɯ質ƣ高い空間ƚƄƿǇ目指ƌƛいƄƈƝƁ求ƶƾǁƛ

いƳƎ。 

 

（ĭ）深刻化Ǝǀ地球環境問題・ǓǸȖǙー問題 

 日本ƣ年平均気温Ƥ、様々Ɵ変動Ǉ繰ƿ返ƌƟƁ

ƾ上昇ƌƛſƿ、長期的ƠƤ 100年あƔƿ 1.30℃ƣ

割合Ɯ上昇ƌƛいƳƎ。地球温暖化Ơƽǀ気候変動

ƣ影響Ơƽƿ、強力Ɵ台風Ɓ発生ƎǀƟƞ、様々Ɵ

問題Ǉ引Ƃ起ƈƌƛいƳƎ。ƳƔ、新興国Ǉ中心Ɲ

ƌƔǓǸȖǙー需要ƣ急増、大雨・干ƥƙƹȘǢǍ

ƣǑǚȔǏǵ侵攻Ɵƞƣ影響Ơƽǀ食料資源獲得競

争ƣ激化Ɵƞ、地球環境・ǓǸȖǙー問題Ɓ顕著化

ƌƛいƳƎ。 

 ƒƣƔƶ、ǓǸȖǙー消費ƹ二酸化炭素排出削減

ƣƔƶƣ取組ƴƁƽƿ一層求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：気象庁 HP 

【ǞȔȋ】COP28 

温室効果ǗǤƣ排出削減目標ƹ気候変動ƭƣ対策Ơƙいƛ議論Ɗǁǀ「国連気候変動枠組条

約締結国会議」ƣ 28回目ƣ会議Ɯあǀ「COP28」Ɓ 2023（令和 5）年Ơ開催ƊǁƳƌƔ。ƈƣ

中Ɯ、COP21 Ǽȕ協定Ɯ掲ƇƾǁƔ世界ƣ平均気温上昇Ǉ 1.5度以内Ơ抑えǀ目標ƳƜ大ƂƟ

隔ƔƿƁあƿ、更Ɵǀ行動Ɲ支援Ɓ必要ƜあǀƝƊǁƳƌƔ。 
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（Į）持続可能Ɵ地域社会ƣ構築 

 持続可能Ɵ開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）Ƥ 2015（平成 27）年Ơ開催Ɗǁ

Ɣ国連主催ƣ「持続可能Ɵ開発ǠȊǮǳ」Ɯ定ƶƾǁƳƌƔ。具体的ƠƤ、「持続可能Ɵ開発ƣƔƶ

ƣ 2030 Ǎǣǒンǫ」Ɓ採択Ɗǁ、「誰一人取ƿ残ƊƟい」持続可能Ɯ多様性Ɲ包摂性ƣあǀ社会ƣ

実現Ǉ 2030 年ƳƜƠ達成ƎǀƈƝǇ目指ƎƝƌ、「17 ƣ目標」Ɲ「169 ƣǪーǝǮǳ（具体目標）」

Ɓ示ƊǁƳƌƔ。都市計画ƠſいƛƷ、ƈǁƾƣ目標ƝǪーǝǮǳǇ踏ƳえƔ取ƿ組ƴƁ重要ƝƟ

ƘƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（į）ǛȕーンǏンȀȔƣ推進 

 ǛȕーンǏンȀȔƝƤ、社会資本整備ƹ土地

利ዿ等ƣǺーǴ・ǨȀǳ両面Ơſいƛ、自然環境

Ɓ有Ǝǀ多様Ɵ能（生物ƣ生息ƣ場ƣ提供、良

好Ɵ景観形成、気温上昇ƣ抑制等）Ǉ活ዿƌ、持

続可能Ɯ魅力あǀ国土・都市ƣ地域ƚƄƿǇ進

ƶǀ取組ƜƎ。ǛȕーンǏンȀȔƣ推進Ƥ、多Ƅ

ƣ社会的課題ƣ解決ƠƙƟƁǀ可能性Ǉ有ƌƛ

いƳƎ。 

 

 

（İ）ǲǣǪȖǳȔンǤȀǔーȌーǢȒン（DX）ƣ推進 

 ǲǣǪȖǳȔンǤȀǔーȌーǢȒン（DX：Digital Transformation）ƝƤ、「進化ƌƔǲǣǪȖ技

術ƠƽƘƛ、我々ƣ生活Ǉƽƿ良いƷƣƭƝ変革Ǝǀ」ƈƝƝ定義Ɗǁ、様々Ɵ場面Ɯ見聞ƂƊǁ

ǀƽうƠƟƿƳƌƔ。ƳƖƚƄƿƣ分野ƜƤ、防災・減災ƣƔƶƣ 3DǢȊȐȗーǢȒンȍǲȖƣ作

成ƹ、移動ƣ最適化Ǉ目的ƝƌƔ「AIǕンǲȉンǴ交通」ƟƞƁ挙ƇƾǁƳƎ。 

ƈうƌƔ技術革新ƣ変化Ơ対ƌƛ柔軟Ơ対応ƌ、市民ƣ生活Ơ活ƀƌƛいƄƔƶƣ都市ƚƄƿƁ

求ƶƾǁƛいƳƎ。 

出典：国際連合広報ǦンǪーHP 

出典：国土交通省 HP 
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Ĩ こǁƀƾの都市ƚƄƿの考え方 

 我Ɓ国ƜƤ、2015（平成 27）年Ơ閣議決定ƊǁƔ、第二次国土形成計画Ơ基ƚƂ、「対流促進型国

土ƣ形成」Ǉ目指ƌ、重層的ƀƙ強靭Ɵ「ǞンǼǚǳ＋ǸǮǳワーǚ」Ǉ掲Ƈƛ、ƈǁƠ即ƌƔ、国

土ƣ利ዿ、整備及び保全Ơ関Ǝǀ総合的Ɵ施策Ɓ、地方創生ƹ防災・減災、国土強靭化ƣ取組等Ɲ相

ƳƘƛ展開ƊǁƛƂƳƌƔ。ƒƣ後、現在ƳƜƠ国土Ǉƶƅǀ社会経済状況Ƥ、未曽有ƣ人口減少・

少子高齢化、巨大災害ȕǤǚƹ気候変動、ǞȘǵ禍Ǉ経Ɣᇿƾƌ方・働Ƃ方ƣ変化Ɵƞ、時代ƣ転換

期ƝƷ言えǀ局面ƠあƿƳƎ。 

 ƈうƌƔ背景Ǉ受Ɔ、2023（令和Ĭ）年Ơ第三次国土形成計画Ɓ閣議決定Ɗǁ、我Ɓ国ƣ将来Ǉ担

う若者世代Ǉ始ƶƝƌƛ人々Ɓ未来Ơ希望Ǉ持ƛǀ国土ƣ将来ǾǣȒンƁ新ƔƠ示ƊǁƳƌƔ。 

 ƈƣ中Ɯ、目指Ǝ国土ƣ姿Ɲƌƛ、「新時代Ơ地域力ǇƙƟƅ国土～列島Ǉ支えǀ新ƔƟ地域ȉǸ

ǣȌンǳƣ構築～」Ɓ掲Ƈƾǁƛſƿ、国土構造ƣ基本構想Ɲƌƛ「ǢーȋȗǤƟ拠点連結型国土」

ƣ構築Ǉ目指ƎƈƝƁ示ƊǁƳƌƔ。ƈうƌƔ目指Ǝ国土ƣ形成Ǉ通ƍƛ、「活力あǀ国土ƚƄƿ」、

「安全・安心Ɵ国土ƚƄƿ」、「個性豊ƀƟ国土ƚƄƿ」Ǉ行い、地方ƭƣ人ƣ流ǁƣ創出・拡大Ǉ目

指ƎƝƊǁƛいƳƎ。 

地域ƣ整備Ơ関Ǝǀ基本的Ɵ施策ƠƙいƛƜƤ、第一Ơ「ǲǣǪȖƝȕǍȖƁ融合ƌƔ地域生活

圏ƣ形成」Ɓ掲Ƈƾǁƛſƿ、「ǲǣǪȖ田園都市国家構想」ƣ地域ƠſƆǀ体現Ɓ必要ƜあǀƝƊ

ǁƛいƳƎ。次Ơ、「人中心ƣǞンǼǚǳƟ多世代交流ƳƖƚƄƿ」Ɓ掲Ƈƾǁƛſƿ、前計画Ơ引

Ƃ続Ƃ、都市ƣǞンǼǚǳ化Ɲ交通ǸǮǳワーǚƣ確保ǇƊƾƠ深化・発展ƊƐǀƈƝƁ明記Ɗǁ

ƛいƳƎ。ƒƣ他、気候変動Ơƽǀ温暖化ƭƣ対応、都市ƣǻȕǍȀȕー化、住生活ƣ質ƣ向上Ɲᇿ

ƾƌƣ安全・安心ƣ確保等Ɓ記載ƊǁƛいƳƎ。 
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茨城県Ơƽƿ策定ƊǁƔ「竜ヶ崎・牛久都市計画区域ȉǤǪーȂȔン」ƜƤ、自然Ɲ都市Ɓ調和ƌ

Ɣ魅力的Ɵ生活環境ƣ形成Ɲ、安定ƌƔ水田農業経営ƣ確立ƹ多様ƟǍǛȕǾǣǸǤǇ展開Ǝǀƈ

ƝƝƝƷƠ、都市ƣǞンǼǚǳ化Ɲ交通ǸǮǳワーǚƣ確立Ơƽƿ、人口減少下ƠſƆǀ持続可能

Ɵ都市ƚƄƿƝ災害Ơ強い強靭Ɵ都市Ǉ目指ƎƝƊǁƛいƳƎ。 

本市ƣ最上位計画Ɯあǀ「龍ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030」ƜƤ、今後ƣ人口減少ƹ高齢化ƣ

進行Ơ的確Ơ対応ƌƟƁƾ、持続可能Ɵ都市ƚƄƿǇ進ƶƛいƄƔƶ、各市街地Ơ拠点地区ƣ形成

Ǉ進ƶǀƝƝƷƠ、各市街地間ƣǸǮǳワーǚ性ƣ向上Ǉ図ǀƈƝƠƽƿ必要Ɵ能Ǉ補完ƌ合う

多極ǸǮǳワーǚ型ǞンǼǚǳǢǱǎƣ形成Ǉ目指ƎƈƝƝƌƛいƳƎ。 

ƳƖƚƄƿƣ視点Ǉ包括ƌƟƁƾ、災害ƭƣ取組Ơƙいƛ定ƶƔ「龍ǜ崎市国土強靭化計画」Ɯ

Ƥ、人命保護、市及び地域社会ƣ能維持、財産Ɲ公共施設ƣ被害最小化、迅速Ɵ復旧復興ƟƞǇ基

本目標Ɲƌ、自然災害Ǉ考慮ƌƔ土地利ዿ等ǇƤƍƶƝƌƔ様々Ɵ施策Ɓ記載ƊǁƛいƳƎ。 

本ȂȔンƜƤ、災害対策ƹǲǣǪȖ化Ɵƞƣ社会的潮流ƹ、関連Ǝǀ上位計画等Ǉ踏ƳえƟƁƾ、

国Ɓ示Ǝ「多極ǸǮǳワーǚ型ǞンǼǚǳǢǱǎ」ƣ考えƠ基ƚƂ、本市ƣ諸問題ƹ地理的特性Ơ

合わƐƔ独自ƣ都市ƚƄƿǇ推進ƌƛいƂƳƎ。 

  

◆「多極ǸǮǳワーǚ型ǞンǼǚǳǢǱǎ」ƣǏȌーǣ 

出典：国土交通省資料 

https://www.mlit.go.jp/common/001091253.pdf 
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ĩ 将来都市像Ɲ目標人口 

（Ĩ）将来都市像 

 「龍ǜ崎ƴƾい創造ǾǣȒン for2030」（以下、「最上位計画」Ɲいう。）ƣ将来像「Creation～Ɲ

ƷƠ創ǀƳƖ・龍ǜ崎」Ǉ、本ȂȔンƣ将来都市像ƝƌƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ĩ）目標人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本ȂȔンƤ、最上位計画Ɲƒƣ将来ǾǣȒンǇ一Ơƌ、都市計画ƣ側面ƀƾ最上位計画Ǉ補完Ǝ

ǀ計画Ɲƌƛ、一体的Ơ推進ƎǀƔƶ、目標人口ƠƙいƛƷ整合Ǉ図ƿ、計画期間終期Ɯあǀ 2040

年ƣ目標人口Ǉ 66,000人ƝƎǀƈƝƝƌƳƎ。 
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2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年
茨城県人口ビジョン準拠 市独自推計 国立社会保障・人口問題研究所推計

（人） 

◆将来人口推計 

（※）茨城県人口ǾǣȒン準拠、市独自推計ƠƙいƛƤ、最上位計画策定時ƣ推計ƠƟƿƳƎ。 
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Ī 都市ƚƄƿの基本理念Ɲ目標 

（Ĩ）都市ƚƄƿƣ基本理念 

 ～「安全ƹ安心」Ɲ「住ƴƽƊ」Ǉ実感ƜƂǀ都市ƚƄƿ～ 

 〇ƎƮƛƣ市民Ɓ安全ƹ安心Ǉਜ਼受ƜƂǀ環境基盤ƚƄƿ 

 〇超高齢化社会Ɲ人口減少Ǉ見据えƔ、多極ǸǮǳワーǚ型ǞンǼǚǳǢǱǎƣ構築 

 〇都市的快適性Ɲ自然的快適性ƣ調和ƁƝǁƔƳƖƚƄƿ 

 

（ĩ）都市ƚƄƿƣ目標 

基本理念Ǉ踏Ƴえ、将来都市像Ǉ実現ƎǀƔƶ、都市計画ƣ観点ƀƾĬƙƣ都市ƚƄƿƣ目標Ǉ

掲ƇƳƎ。 
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【目標Ĩ】ƎƮƛƣ人ƠƹƊƌい住ƳいƝ地域Ɓあǀ都市ƚƄƿ（住宅地ƣ分野） 

 多様Ɵ住宅ǤǳǮǚƹ生活利便性ƣ高ƊǇ活ƀƌ、子ƞƷƀƾſ年寄ƿƳƜ幅広い層ƣ多様ƟȔ

ǏȀǤǪǏȖƁ実現ƜƂǀ住Ƴい・住環境ƚƄƿǇ目指ƌƳƎ。 

 

【目標ĩ】災害Ơ強ƄƌƟƹƀƟ都市ƚƄƿ（防災ƣ分野） 

 行政Ɲ地域Ɓ一体ƝƟƘƛ「自助・共助・公助」ƣ視点ƣƷƝ、震災ƹ風水害Ɵƞƣ発生時Ơ被害

Ǉ少ƌƜƷ減ƾƎ防災・減災ƣƳƖƚƄƿǇ、関係関Ɲ連携ƌƟƁƾǺーǴ・ǨȀǳƣ両面ƀƾ

取ƿ組ƴƳƎ。 

 

【目標Ī】地域資源Ǉ活ƀƌƔƠƃわいƝ多様Ɵ働Ƅ場Ɓあǀ都市ƚƄƿ（Ơƃわい・産業ƣ分野） 

 本市ƣ産業Ǉ支えƛƂƔ商工業ƹ農業、恵ƳǁƔ自然環境等ƣ地域資源Ǉ活ƀƌƟƁƾ更ƟǀƠ

ƃわいƹ活力Ǉ生ƴ出ƌ、産業ƣ活性化ƠƙƟƁǀ土地利ዿƹ市街地ƣ整備Ǉ進ƶƳƎ。 

 

【目標ī】水Ɲ緑・歴史Ơ囲Ƴǁƛ生活ƜƂǀ都市ƚƄƿ（水・緑・歴史ƣ分野） 

 本市ƣ多彩Ɵ水Ɲ緑・歴史ƣ資源Ǉ守ƿ、活ƀƌƟƁƾ潤い豊ƀƜ快適Ɵ都市ƚƄƿǇ行うƝƝ

ƷƠ、地域ƣ活性化ƹƠƃわいƣ創出Ǉ目的ƝƌƔ拠点ƝƟǀǛȕーンǏンȀȔƣ構築Ǉ目指ƌƳ

Ǝ。 

 

【目標Ĭ】誰ƷƁ快適Ơ移動ƜƂǀ都市ƚƄƿ（道路・交通ƣ分野） 

 広域的Ɵ交通ǸǮǳワーǚƣ整備Ɲ連携ƌ、道路交通環境ƣ整備・改善Ǉ計画的Ơ進ƶƳƎ。Ƴ

Ɣ、先端技術Ǉ取ƿ入ǁƟƁƾ、住民・交通事業者・行政Ɓ一体ƝƟƘƔ利便性Ɓ高Ƅ持続可能Ɵ公

共交通ƣ構築Ǉ目指ƌƳƎ。 
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ī 将来都市構造 

（Ĩ）広域構造 

 ƙƄƥǓǚǤȂȗǤ（TX）ƣ開通ƹ、首都圏中

央連絡自動車道（以下、「圏央道」）ƣ整備Ơ伴い、

県南地域ƣ都市構造Ɓ大ƂƄ変化ƌƛƂƛいƳ

Ǝ。TX 沿線地域ƜƤ新ƔƟ宅地開発Ɓ行わǁ、

人口Ɓ増加ƌƛſƿ、ƳƔ圏央道 IC周辺ƣ整備

Ɓ促進Ɗǁƛいǀ地域ƠſいƛƷ、工業系ƣ企

業立地Ɓ進ƶƾǁƛいƳƎ。一方Ɯ、古Ƅƀƾ栄

えƛƂƔ本市ƟƞƤ成熟段階ƣ状況ƠあƿƳƎ

Ɓ、東ੜ都心ƹ成田国際空港Ơ近接ƌƛいǀƝ

いう位置的Ɵ強ƴƹ、新ƔƟ道路整備Ơƽǀ圏

央道 IC ƭƣǍǚǦǤ性向上ƟƞǇ活ƀƌƛ、持

続可能Ɵ都市圏ƣ形成Ǉ目指ƌƳƎ。 

 

 

（ĩ）骨格構造 

 Ғ基本的Ɵ考え方 

 ƈǁƳƜƣ都市ƚƄƿƣ経緯ƹ成果Ǉ踏Ƴえ、各種都市施設ƹ自然環境Ɵƞ、本市ƣ都市空間ƣ

骨格Ǉ継承ƌ、拠点ƹ軸Ǉ強化ƌƟƁƾ都市能ƣ更Ɵǀ充実ƹ快適Ɵ環境ƚƄƿǇ進ƶƳƎ。本

市ƣīƙƣ住宅系市街地、龍ǜ崎市街地、佐貫市街地、北竜台市街地及び龍ヶ岡市街地ƣ中心地区

Ǉ地域生活拠点Ɲ位置付Ɔ、地域ƣ特性Ơ応ƍƔ必要Ɵ能ƣ集積ƹ各拠点間ƣ連携Ǉ図ƿ、地域

生活拠点Ǉ中心ƝƌƔƒǁƓǁƣ生活圏Ǉ形成ƎǀƈƝƜ、多極ǸǮǳワーǚ型ƣ都市ƚƄƿǇ推

進ƌƳƎ。 

ƊƾƠ、龍ǜ崎市街地及び佐貫市街地ƣ地域生活拠点Ǉ市全体ƣ都市拠点Ɲ位置付Ɔ、魅力的Ɯ

能性ƣ高い拠点地区ƣ形成Ǉ推進ƌƳƎ。 

ƳƔ、ƙƄƥƣ里工業団地Ɲƒƣ周辺Ǉ産業拠点Ɲ位置付Ɔ、既存工業団地ƣ操業環境ƣ維持・

活性化Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、地域経済Ǉ牽引Ǝǀ産業集積Ǉ進ƶǀƔƶ、拠点ƠƪƊわƌい土地利ዿ

Ǉ目指ƌƳƎ。 

ƒƌƛ、牛久沼周辺ƹ大規模公園Ɯあǀ、龍ヶ岡公園、北竜台公園、森林公園等Ǉ交流拠点Ɲ位置

付Ɔ、市民ƣ憩いƣ場Ɲƌƛƣ利ዿƣƴƟƾƏ、関係人口ƣ創出ƹ交流人口ƣ増加Ǉ目的ƝƌƔ拠

点Ɲƌƛƣ利活ዿǇ進ƶƳƎ。 

  

◆広域都市構造図 
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ғ拠点Ɲ軸 

本市Ɓ目指Ǝ都市ƣ骨格Ǉ、拠点・軸ƣĩƙƣ要素Ɯ示ƌƳƎ。 

н拠点 

◆地域生活拠点 日常生活Ơ必要Ɵ商業・ǠーǾǤ・ǞȊȐǶǱǎ等ƣ能ƣ集積Ǉ進ƶǀƝ

ƝƷƠ、周辺地域ƀƾƣǍǚǦǤ性ƣ向上Ǉ図ƿ、一体性Ǉ確保ƎǀƈƝƜ地

域生活拠点Ǉ中心ƝƌƔ生活圏ƣ形成Ǉ目指ƌƳƎ。 

◆都市拠点 〇龍ǜ崎市街地 

市全体Ǉ対象ƝƌƔ都市能ƣ充実Ǉ図ǀƝƝƷƠ、交通結節点Ɲƌƛƣ利

便性向上Ơ努ƶƳƎ。ƳƔ、集積Ǝǀ文化施設Ǉ活ƀƌ、交流能ƣ活性化Ǉ

図ƿƳƎ。 

〇佐貫市街地 

市ƣ玄関口Ɲƌƛ、交通結節点ƣ能強化Ǉ進ƶǀƝƝƷƠ、商業・ǠーǾ

Ǥ施設等ƣ集積Ǉ高ƶ、駅前空間ƠƪƊわƌい土地利ዿǇ促進ƌƳƎ。 

◆交流拠点 豊ƀƟ水辺環境ƹ魅力あǀ大規模公園ƣ特色Ǉ活ƀƌ、関係人口ƹ交流人口

ƣ増加・創出Ǉ目的ƝƌƔ交流能ƹ観光能ƣ活性化Ǉ図ƿƳƎ。 

◆産業拠点 既存工場ƣ操業環境ƣ向上Ǉ図ǀƝƝƷƠ、圏央道ƣī車線化ƹ県道美浦栄

線ǻǏǼǤƣ整備Ǉ契ƝƌƔ区域ƣ拡張等Ǉ検討ƌ、地域経済Ǉ牽引Ǝǀ企

業ƣ立地Ǉ推進ƌƳƎ。 

 

о軸 

◆広域鉄道軸 本市Ɲ東ੜ都心ƹ沿線都市Ǉ繋ƅ、JR常磐線Ǉ広域鉄道軸Ɲ位置付Ɔ、利便

性ƣ確保Ơ努ƶƳƎ。 

◆鉄道軸 龍ǜ崎市街地Ɲ佐貫市街地ƣ都市拠点間Ǉ結ƫ、関東鉄道竜ヶ崎線Ǉ鉄道軸

Ɲ位置付Ɔ、持続可能Ɵ公共交通ƣ維持・活性化Ơ努ƶƳƎ。 

◆広域幹線道路軸 自動車Ơƽǀ広域的Ɵ移動ƹ交流、物資ƣ運搬ƟƞǇ支えǀ広域幹線道路Ǉ

広域幹線道路軸Ɲ位置付Ɔ、道路ǸǮǳワーǚ環境ƣ整備促進Ơ努ƶƳƎ。 

◆幹線道路軸 広域幹線道路Ơ接続ƎǀƝƝƷƠ、市内ƣ各拠点間Ǉ結び付Ɔǀ主要Ɵ道路

Ǉ幹線道路軸Ɲ位置付Ɔ、道路ǸǮǳワーǚ環境ƣ整備促進Ơ努ƶƳƎ。 

◆水ƣ連Ɵƿ 牛久沼ƹ小貝川等、本市特有ƣ水辺空間Ǉ水ƣ連ƟƿƝƌ、自然Ɲ触ǁ合え

ǀ憩いƣ場ƹ交流ƣ場Ɲƌƛƣ利ዿǇ図ƿƳƎ。 

◆緑ƣ連Ɵƿ 本市特有ƣ台地部Ɲ平野部Ǉ分Ɔ、東西Ơ延びǀ斜面林ƹ台地上ƣ林地Ǉ緑

ƣ連ƟƿƝƌ、緑ƣ保全Ơ努ƶƳƎ。 

◆田園風景ƣ連Ɵƿ 本市ƣ平野部Ơ広Ɓǀ穀倉地帯Ǉ田園風景ƣ連ƟƿƝƌ、未来Ơ引Ƃ継ƅ貴

重Ɵ資源Ɲƌƛ保全Ǉ図ƿƳƎ。 
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◆都市構造図 
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Ĭ 土地利ዿの方針 

（Ĩ）基本的Ɵ考え方 

 土地利ዿƣ方針ƠſƆǀ基本的Ɵ考え方Ǉ以下Ơ示ƌƳƎ。 

Ғ多極ǸǮǳワーǚ

型ǞンǼǚǳǢǱ

ǎƣ形成 

今後ƣ人口減少ƹ少子高齢化ƣ進行Ơ的確Ơ対応ƌƟƁƾ、持続可能Ɵ都市

ƚƄƿǇ進ƶƛいƄƔƶ、各市街地ƣ地域生活拠点ƣ維持・活性化Ơ努ƶǀƝ

ƝƷƠ、ǸǮǳワーǚ性ƣ向上Ǉ図ƿ、必要Ɵ能Ǉ補完ƌ合う多極ǸǮǳワ

ーǚ型ǞンǼǚǳǢǱǎƣ形成Ǉ目指ƌƳƎ。 

ғ都市防災・減災Ơ

係ǀ土地利ዿ 

土地利ዿƣ現況Ɲ市街地ƣ形成過程等Ǉ踏Ƴえ、河川氾濫Ơƽǀ浸水想定区

域ƹ土砂災害等ƣ災害ȕǤǚƣ高い土地ƠſいƛƤ、ƒƣ災害ȕǤǚǇ考慮ƌ

ƟƁƾ、各地域ƣ状況Ơ応ƍƛ、新規立地ƣ抑制ƹ適切Ɵ土地利ዿƣ誘導等Ơ

努ƶǀƝƝƷƠ、既成市街地ƣ防災対策Ǉ強化ƌ、安全性ƣ向上Ơ努ƶƳƎ。 

Ҕ自然環境Ɲ調和ƌ

ƔȌȕǺȕƣあǀ

土地利ዿ 

無秩序Ɵ市街化Ǉ抑制ƎǀƝƝƷƠ、自然環境ƣ保全ƹ公園・緑地ƝいƘƔ

緑ƣ創出Ɵƞ、環境Ơ配慮ƌƔ土地利ዿƝ、各地域ƣ特性Ơ応ƍƔ質ƣ高い空

間Ǉ創造ƎǀƈƝƠƽƿ、都市的快適性Ɲ自然環境Ɓ調和ƌƔ本市独自ƣ土地

利ዿǇ目指ƌƳƎ。 

ҕ豊ƀƟᇿƾƌǇ支

えǀ自然的土地利

ዿƣ保全Ɲ活ዿ 

本市ƣ貴重Ɵ地域資源Ɯあǀ牛久沼ƹ小貝川等ƣ水辺環境、斜面緑地ƹ台地

上ƣ緑地ƠƙいƛƤ、ƒƣ保全Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、生活Ơ潤いƹ安ƾƃǇ与え

ǀ触ǁ合いƹ交流ƣ場Ɲƌƛƣ活ዿǇ目指ƌƳƎ。 

ƳƔ、農地ƠƙいƛƤ、豊ƀƟ農産物ƣ生産ƣ場Ɲƌƛ、ƊƾƠƤ良好Ɵ景

観Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、ƒƣ保全Ɲ活ዿǇ目指ƌƳƎ。 

Җ住環境Ɲ産業振興

ƣ調和ƌƔ都市的

土地利ዿƣ推進 

市街地ƠſƆǀ住宅・商業・工業Ɵƞƣ都市活動Ǉ支えǀ様々Ɵ土地利ዿƠ

ƙいƛ、ƒǁƓǁƣ調和Ơ配慮ƌƙƙ、活動目的Ơ応ƍƔ適切Ɵ土地利ዿƣ誘

導Ǉ図ƿƳƎ。ƳƔ、公共施設ƣ廃止等Ơƽƿ、土地利ዿƣ変更Ɓ必要ƝƟǀ

区域ƠƙいƛƤ、周辺環境Ơ配慮ƎǀƝƝƷƠ、地域ƣ活力向上Ơ寄与Ǝǀ土

地利ዿƭƣ転換Ǉ図ƿƳƎ。 

җ新ƔƟ社会状況ƣ

変化Ơ対応ƌƔ土

地利ዿ 

地域ƣ特性Ǉ活ƀƌƔ新ƔƟ技術開発等Ơƽǀ地域経済牽引事業ƹ特色あǀ

ǍǛȕǾǣǸǤƣ展開ƣほƀ、新ƔƟ住宅地ƣ供給等Ơ対応ƜƂǀƽう、都市

整備ƣ基本的Ɵ考え方Ɲƣ整合性Ơ十分留意ƌƟƁƾ、Ƃƶ細ƹƀƟ土地利ዿ

方策ƣ検討Ǉ進ƶƳƎ。 

Ҙ市街化調整区域既

存集落ƣ維持向上 

区域区分（線引Ƃ）前ƀƾ存在Ǝǀ既存集落ƠſいƛƤ、日常生活Ơ必要Ɵ

ǏンȀȔƟƞƣ生活基盤施設ƣ維持Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、地域生活拠点ƹ都市拠

点ƭƣ移動手段Ǉ確保ƌ、生活環境ƣ維持向上Ǉ目指ƌƳƎ。 
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（ĩ）土地利ዿ方針 

 基本的Ɵ考え方Ǉ踏Ƴえ、各ǓȕǍƣ方針Ǉ以下Ơ示ƌƳƎ。 

н住宅地 Ғ区画整理等Ơƽƿ整備ƊǁƔ住宅地 

区画整理等Ơƽƿ整備ƊǁƔ良好Ɵ住宅地ƠƙいƛƤ、引Ƃ続Ƃ、地区計画ƹ

各種協定等ƣ制度Ǉ活ዿƌ、ƻƝƿあǀ良好Ɵ居住環境ƣ維持・形成Ơ努ƶƳƎ。 

ғ古Ƅƀƾあǀ既成市街地 

龍ǜ崎市街地ƹ佐貫市街地Ɵƞƣ古Ƅƀƾ形成ƊǁƔ市街地ƠƙいƛƤ、住商

工ƣዿ途混在地域ƁあǀƈƝƀƾ、現在ƣ建物現況Ơ則ƌƔዿ途地域ƭƣ見直ƌ

Ǉ進ƶƳƎ。 

ƳƔ、密集市街地ƠƙいƛƤ、既存建物ƣ再建築時Ơ狭隘道路ƣ補助制度等Ǉ

活ዿƌ、前面道路ƣ幅員Ǉ確保ƎǀƟƞ、良好Ɵ住環境ƣ形成Ơ努ƶƳƎ。 

о商業・業務地 Ғ龍ǜ崎市街地 

 昔ƟƁƾƣ商店街Ǉ中心ƝƌƔ東西Ơ広Ɓǀ商業・業務地ƠƙいƛƤ、空地・

空店舗等ƣ活ዿǇ図ƿƟƁƾ、人々Ɓ訪ǁ、歩ƂƔƄƟǀƽうƟ温ƀƴƣあǀ市

街地Ǉ形成ƌƳƎ。 

ғ佐貫市街地 

 JR龍ǜ崎市駅周辺Ƥ、交通結節点Ɲƌƛƣ能強化Ǉ進ƶ、あƾƻǀ人Ɓ快適

Ơ移動ƜƂǀ市街地Ǉ形成ƎǀƝƝƷƠ、商業・ǠーǾǤ施設ƣ集積Ǉ高ƶǀƈ

ƝƜ、駅前Ơ相応ƌい土地利ዿǇ図ƿƳƎ。 

Ҕ北竜台市街地 

 事業者Ɲ連携ƌ、地域生活拠点ƠſƆǀ大規模商業施設ƣ維持活性化Ǉ図ƿ、

市街地ƣ顔Ɲƌƛƣ魅力向上Ơ努ƶƳƎ。 

ҕ龍ヶ岡市街地 

 地域生活拠点ƠſƆǀ商業・ǠーǾǤ施設ƹ病院、総合運動公園Ɵƞ、ƒǁƓ

ǁƁǱーȉ性ǇƷƘƔƻƝƿあǀ市街地Ǉ形成ƌƳƎ。 

п工業地 ҒƙƄƥƣ里工業団地 

 市ƣ産業拠点Ɯあǀ工業団地ƠƙいƛƤ、ƒƣ操業環境ƣ維持Ɲ利便性ƣ向上

Ǉ図ǀƝƝƷƠ、工業団地ƣ拡張Ơƙいƛ検討Ǉ行いƳƎ。 

ғƒƣ他ƣ工業地区 

既存工場ƣ操業環境ƣ維持・向上Ơ努ƶƳƎ。 

р集落地 集落地ƠſいƛƤ、日常生活Ơ必要ƟǏンȀȔ等ƣ生活基盤ƣ維持Ơ努ƶǀƝ

ƝƷƠ、最寄ƿƣ地域生活拠点ƭƣ移動手段Ǉ確保ƎǀƈƝƜ、人的交流ƹ生活

環境ƣ維持・向上Ǉ目指ƌƳƎ。 

с森林・緑地等  森林ƹ緑地等ƠƙいƛƤ、生物多様性ƣ保全ƹ地球温暖化ƣ防止Ơ加え、地域

住民Ɓ“ƻƝƿ”Ɲ“潤い”Ǉ感ƍǀǛȕーンǏンȀȔƝƌƛƣ保全Ơ努ƶƳƎ。 

т水辺  水辺Ƥ生物多様性ƣ維持Ơ配慮ƌƔ保全・育成Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、生活ƣ潤い

ƹ安ƾƃƠ資Ǝǀ場Ɲƌƛƣ活ዿǇ図ƿƳƎ。 
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у農地等  平野部Ơ広Ɓǀ水田ƹ台地部ƣ畑等ƣ農地Ƥ、豊ƀƟ農作物Ǉ生産ƎǀƕƆƜ

ƟƄ、良好Ɵ景観Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲ捉え、ƒƣ保全Ɲ活ዿǇ図ƿƳƎ。 

ф市街地縁辺部 

ǩーン 

市街地縁辺部ǩーンƠſいƛƤ、市街化区域Ɯƣ適地ƣ有無ƹ都市基盤ƣ整備

状況、周辺ƣ土地利ዿ状況等Ǉ踏ƳえƟƁƾ、地域ƣ活性化ƹ市街地ǩーンƣ都

市能ƣ補完等Ơ有効Ɵ場合ƠƤ都市計画制度等Ǉ活ዿƌ、制度等Ơ沿ƘƔ土地

利ዿǇ可能ƝƎǀ区域ƝƌƳƎ。 

х主要幹線道路 

沿道地区 

主要Ɵ幹線道路沿道ƣうƖ、既Ơ一定程度ƣ土地利ዿƁ図ƾǁƛいǀ沿道地区

Ơƙいƛ、主要幹線道路沿道地区Ǉ設定ƌ、都市基盤ƣ整備状況等Ǉ踏ƳえƟƁ

ƾ、周辺ƣ住環境ƭƣ影響ƹ交通処理等Ơ支障Ɓ出Ɵい範囲Ơſいƛ、適切Ɵ土

地利ዿƣ誘導Ǉ目指ƌƳƎ。 
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◆土地利ዿ構想図 
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Ĩ すべƛの人Ơやさしい住ƳいƝ地域Ɓあǀ都市ƚƄƿ 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

◆計画的Ơ整備ƊǁƔ住宅市街地 

 本市ƣ市街化区域ƣ約Į割Ƥ土地区画整理事業等Ɯ

整備Ɗǁ、道路ƹ公園等ƣ都市基盤Ɓ計画的Ơ配置Ɗ

ǁƔ良好Ɵ街並ƴƝƟƘƛいƳƎ。特Ơ「住宅・都市整

備公団」（現：独立行政法人都市再生構）Ơƽƿ整備

ƊǁƔ、北竜台市街地ƹ龍ヶ岡市街地Ƥ、第一種低層住

居専ዿ地域Ɓ大部分Ǉ占ƶǀƝƝƷƠ、地区計画ƹ建

築協定等ƣ指定区域Ʒ多Ƅ、緑豊ƀƜƻƝƿあǀ景観

Ɵƞ、良好Ɵ居住環境Ɓ形成ƊǁƛいƳƎ。 

 

 

 

 

◆生活環境施設ƣ整備 

 本市ƜƤ、計画的Ɵ市街地整備Ơ加え、良好Ɯ衛生的

Ɵ生活環境Ǉ確保ƎǀƔƶ、上下水道施設ƹƉƴ処理

施設等ƣ整備Ǉ進ƶƛƂƳƌƔ。 

 今後ƠſいƛƷ、水資源ƹƉƴƣȕǠǏǚȖƟƞ、循

環型社会ƣ構築Ơ向Ɔƛ、生活環境施設ƣ整備・維持管

理Ǉ適切Ơ進ƶƛいƄƈƝƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

 

◆空家対策 

 人口減少ƹ少子高齢化、人口ƣ都心回帰Ɵƞƣ社会

状況ƣ変化ƀƾ、全国的Ơ空家等ƣ増加Ɓ続いƛſƿ、

本市Ʒ例外ƜƤあƿƳƐǈ。ƈƣ問題ƣ解消Ơ向Ɔ、本

市ƜƤ、「空家等対策ƣ推進Ơ関Ǝǀ特別措置法」Ơ基

ƚƄ、「龍ǜ崎市空家等対策計画」ƣ策定ƹ、ƊƾƠ空

家等Ơ関Ǝǀ対策Ǉ総合的ƀƙ計画的Ơ実施ƎǀƔƶ

「空家対策室」Ǉ設置ƌ、対策Ǉ講ƍƛƂƳƌƔ。ƌƀ

ƌƟƁƾ今後Ʒ空家等Ƥ増加Ǝǀ見込ƴƜあƿ、更Ɵ

ǀ対策ƣ強化Ɓ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

  

都市計画決定区域 1,782ha
事業認可区域 1,656ha
整 備 面 積 1,519.59ha
整備率（水洗化率） 92.10%
処理区域内人口 64,592人
普及率 83.90%

◆土地区画整理事業等ƣ状況 

出典：龍ǜ崎市ƣ都市計画 

◆公共下水道ƣ都市計画決定状況（令和元年時点） 

出典：龍ǜ崎市公共下水道事業経営戦略 

◆地区別推定空家等件数及び分布割合等 

（平成 27.28 年度調査） 

出典：龍ǜ崎市空家等対策計画 

区画整理名 事業主体 種別
総面積
（ha）

換地処分公告

北竜台特定 住都公団 住宅系 326.5 H5.2.15
龍ヶ岡特定 住都公団 住宅系 344.8 H13.3.19
佐貫東特定 住都公団 住宅系 44.5 H5.5.17
愛戸 組合 住宅系 5.9 S45.10.11
出ƌ山 組合 住宅系 14.5 S49.10.3
姫宮 組合 住宅系 13.5 S50.2.3
佐貫浦 組合 住宅系 2.8 S49.10.7
野原 組合 住宅系 8.2 S55.3.17
中曽根 組合 住宅系 1.8 S55.5.26
上大徳 組合 住宅系 4.8 S56.8.31
光順田 組合 住宅系 16.0 S58.12.1
佐貫駅西第一 組合 住宅系 13.0 H14.10.18
佐貫駅西第二 組合 住宅系 2.4 H11.12.24
佐貫駅西第三 組合 住宅系 1.7 H11.12.24
川崎 組合 住宅系 4.6 H12.7.27

向陽台 住都公団 工業系 89.6
S63.3.18

（完了公告）

区画整理等面積

市街化区域ƠſƆǀ区画整理地割合

市街化区域面積 1,366ha

894.6ha

65.5%
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◆日常ƣ買い物ƣ利便性 

 商業ǠーǾǤƣ徒歩圏（800ｍ）人口ǖǻー率及び、

商業ǠーǾǤ利ዿ圏平均人口密度Ƥ、2015（平成 27）

年時点ƜƒǁƓǁ 62.6％、28.7 人/ha ƝƟƘƛſƿ、

全国平均値 5～10 万人都市平均値ƽƿƷ高ƄƟƘƛい

ƳƎ。ƌƀƌƟƁƾ、市街化区域内ƜƷǖǻーƊǁƛい

ƟいǓȕǍƁ存在ƌ、時間ƣ経過ƝƝƷƠ商業ǠーǾ

Ǥƣ利ዿ圏平均人口密度Ʒ低下ƌƛいƄ見込ƴƝƟƿ

ƳƎ。 

ƳƔ、市街化調整区域ƣ一部集落ƟƞƠſいƛƤ、身

近Ơ買い物環境ƁƟƄ、日常ƣ買い物Ɓ不便Ɵ場所Ɓ

あƿƳƎ。特Ơ高齢者Ƥ自動車Ǉ使えƟƄƟǀƝ行動

範囲Ɓ狭ƄƟǀ傾向Ơあƿ、日常ƣ買い物Ǉ支えǀ方

策Ɓ必要ƜƎ。 

 

◆ȉンǢȒン管理ƣ適正化 

 老朽化ƌ、修繕ƹ建ƛ替えƁ必要ƝƟǀȉンǢȒン

Ɓ増大ƎǀƝ予想ƊǁƛいƳƎ。ȉンǢȒンƤƒƣ規

模ƹ区分所有者ƣ合意形成ƣ難ƌƊƀƾ、適切Ɵ維持・

管理ƁƟƊǁƟƀƘƔ場合、周辺Ơ与えǀ影響Ʒ大Ƃ

Ƅ、再生Ơ向ƆƔ取組ƣ強化Ɓ喫緊ƣ課題ƝƊǁƛい

ƳƎ。 

 

◆子育ƛ世代ƣ定住促進 

 本市ƣ合計特殊出生率Ƥ、国ƹ茨城県ƽƿƷ低いȗ

ȄȖƜ推移ƌƛſƿ、子育ƛ支援ƣ充実Ơƽǀ子ƞƷ

Ǉ産ƴ育ƛǀ運ƣ醸成Ɓ急務ƝƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、

少子化Ɓ進Ƶ中Ɯ、子育ƛ世代Ɓ魅力Ǉ感ƍ、「住ƴƔ

い」「住ƴ続ƆƔい」Ɲ感ƍǀ環境ǇƙƄǀƈƝƁ、地

域ƣ持続的発展Ơ不可欠ƜƎ。加えƛ、市民Ǎンǜーǳ

ƀƾƷ子育ƛ世代ƣ定住促進Ơ関Ǝǀ高い関心Ɓ伺え

ƳƎ。 

  

棟数 戸数
龍ǜ崎市街地 1棟 99戸
佐貫市街地 15棟 977戸
北竜台市街地 41棟 1,061戸
龍ヶ岡市街地 2棟 49戸

【合計】 59棟 2,186戸

◆商業施設ƣ徒歩圏人口ǖǻー図 

出典：龍ǜ崎市立地適正化計画 

◆本市ƣ分譲ȉンǢȒンƣ数 

出典：税務課調Ʈ 

◆今後ƣƳƖƚƄƿƣ重要度 

出典：市民Ǎンǜーǳ 
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◆公共施設等ƣ再編 

 公共施設及びǏンȀȔƁ担う必要性ƣ高い能Ǉ

確保ƌƟƁƾ、公共施設等全体ƣ最適化Ɲ持続可能

Ɵ財政運営ƣ両立Ǉ目指ƎƔƶ、施設ƣ総量Ǉ削減

ƎǀƟƞ公共施設等ƣ再編成Ǉ行い、ǳーǪȖǞǤ

ǳƣ縮減Ơ取ƿ組ǈƜいƄ必要ƁあƿƳƎ。一方Ɯ、

社会経済情勢ƣ変化Ơ伴う需要ƣ変化ƹ多様ƟȔǏ

ȀǤǪǏȖƭƣ対応Ɵƞ、市民ƠƝƘƛ必要Ɵ能

Ƥ維持・向上ƊƐƛいƄƈƝƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

（ĩ）基本的Ɵ考え方 

◆住宅系市街地ƣǤǳǮǚ改善Ɲ有効活ዿǇ基本Ɲƌƛ、今後ƣ住宅ǶーǥƠ合わƐƔ住宅地ƚƄ

ƿǇ目指ƌƳƎ。 

◆区画整理事業Ơƽƿ整備ƊǁƔ住宅地ƹ昔ƟƁƾƣ住宅地Ɵƞ、ƒǁƓǁƣ特色ƹ課題Ǉ踏Ƴえ

ƟƁƾ、高齢者ƹ子育ƛ世代Ɓ安心ƌƛ外出ƜƂǀƽうƟ良好Ɵ住環境ƣ維持・活性化Ơ努ƶƳ

Ǝ。 

◆公共施設等総合管理計画Ơ基ƚƂ、公共施設ƠƙいƛƤ、施設Ǉ縮小ƌƙƙƷ能ƣ充実Ǉ図ǀ

「縮充」Ơ向ƆƔ取組ƴǇ推進ƌƳƎ。ƳƔ、下水道ƹƉƴ処理場等ƣ都市施設ƠƙいƛƤ、予防

保全Ơƽǀ長寿命化Ǉ基本Ɲƌ、利ዿƹ需要ƣ変化Ơ応ƍƔ規模ƹ配置ƣ最適化Ǉ図ƿƳƎ。 

 

（Ī）方針 

Ғ良好Ɵ住環境ƣ形成 

◆区画整理事業等Ơƽƿ、整備ƊǁƔ住宅地ƠƙいƛƤ、引Ƃ続Ƃ地区計画ƹ建築協定等ƣ活ዿƠ

ƽƿ良好Ɵ街並ƴ景観等Ǉ保全・育成ƌ、愛着Ɓ持ƛǀ地域ƣ醸成Ơ努ƶƳƎ。 

◆昔ƟƁƾƣ市街地地区ƠſいƛƤ、ዿ途混在ƣ見直ƌǇ図ƿ、現状Ơ即ƌƔዿ途純化Ǉ進ƶǀほ

ƀ、狭隘道路ƣ解消Ơ努ƶƳƎ。 

◆子育ƛ世代ƠƝƘƛƤ、児童生徒ƣ登下校中ƣ安全確保ƹ良好Ɵ遊び場ƣ確保、ƳƔ、高齢者Ơ

ƝƘƛƷ、健康維持ƣƔƶƣ外出環境ƣ向上Ɓ求ƶƾǁƛいǀƈƝƀƾ、身近Ɵ道路ƹ公園ƣ安

全対策Ơ努ƶ、適切Ɵ維持・管理Ǉ行うƈƝƜ外出ƌƹƎい住宅街Ǉ目指ƌƳƎ。 

◆急速Ơ進行Ǝǀ高齢化Ơ適切Ơ対応ƎǀƔƶ、最寄品Ǉ扱う身近Ɵ店舗等ƣ立地Ɓ可能ƝƟǀ柔

軟Ɵ土地利ዿǇ検討ƌƳƎ。 

◆DX ƣ推進ƠƽǀǱȗワーǚƣ普及Ɵƞ、場所ƠƝƾわǁƟいᇿƾƌ方・働Ƃ方ƣ進展ƝいƘƔ新

ƔƟ移住ǶーǥƠ適切Ơ対応ƎǀƔƶ、住宅施策ƹ環境整備Ǉ進ƶ、定住促進、人口増加ƠƙƟ

ƇƳƎ。 

 

ғ住宅ǤǳǮǚƣ有効活ዿ 

◆多Ƅƣ市民Ɓ高密度Ơ住ƳうȉンǢȒンƠƙいƛƤ、茨城県ȉンǢȒン管理適正化推進計画Ơ基

ƚƂ、高経年ȉンǢȒンƣ適正管理ƹ再生Ǉ支援ƌƳƎ。 

◆新保健福祉施設完成ǏȌーǣ 
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◆市営住宅ƠƙいƛƤ、住宅確保要配慮者ƣǦーȀǱǎǸǮǳƝƌƛ、適切Ɵ維持・管理Ơ努ƶǀ

ƝƝƷƠ、本来ƣ入居対象者Ɓ阻害ƊǁƟい範囲Ơſいƛ、弾力的Ɵ運ዿǇ検討ƌƳƎ。 

◆利活ዿ可能Ɵ中古住宅ƣ流動化Ǉ促進ƎǀƔƶ、住宅Ɲ世帯ƣȊǤȉǮǬƁ生ƍƛいǀ高齢者世

帯ƹ、子ƞƷ部屋Ǉ確保ƌƔい子育ƛ世代、新ƔƟ生活ƣƔƶ住居Ǉ確保ƌƔい若者世代ƭƣ住

ƴ替えǇ支援ƌƳƎ。 

◆ƳƖƟƀƣ景観ƹ安全上支障ƝƟǀ、管理ƣ行Ƃ届いƛいƟい空家等Ơ対ƌƛƤ、「龍ǜ崎市空家

等対策計画」Ơ基ƚƂ、関係関Ɲ連携ƌƟƁƾ、相談・指導体制Ǉ強化ƌ、ƒƣ是正Ǉ図ǀƟ

ƞ、危険性Ɓ高ƄƟǀ前ƣ段階Ɯƣ問題解決Ơ努ƶƳƎ。ƳƔ、必要Ơ応ƍ、空家ƣ活ዿǇ推進Ǝ

ƮƂ区域（空家等活ዿ促進区域）ƣ設定Ǉ検討ƌƳƎ。 

◆利活ዿ可能Ɵ空家・空地等ƠƙいƛƤ、空家ǻンǚ制度Ǉ活ዿƌ、関係団体ƣ協力ƣƷƝ、需要Ɲ

供給ƣȉǮǬンǛǇ行い、移住・定住促進ƠƙƟƇƛいƂƳƎ。 

 

Ҕ安全・安心ƟƳƖƚƄƿƣ推進 

◆防犯連絡員ƹ地域ǞȊȐǶǱǎƣ方々Ơƽǀ、子ƞƷƣ見守ƿƹ防犯ǼǳȘーȖƟƞƣ活動Ǉ促

進ƌƳƎ。ƳƔ、地域Ɯ活動Ǝǀ団体Ɓ独自Ơ設置Ǝǀ防犯ǖȌȔƠƙいƛ、設置補助Ǉ行うƈ

ƝƠƽƿ、地域ƣ安全・安心Ơ取ƿ組ƴƳƎ。 

◆地域住民ƹ警察Ɲ連携ƌƟƁƾ、ǩーン 30ƹǛȕーンȄȖǳƟƞƣ速度抑制対策Ơƽƿ、歩行者

ƹ自転車利ዿ者ƣ安全確保Ơ努ƶƳƎ。 

 

ҕ公共施設再編成ƣ推進 

◆市民Ƕーǥƣ減少ƹ老朽化ƌƔ施設ƣ統廃合等Ǉ計画的Ơ行い、公共施設ƣ多能化・複合化Ơ

ƽǀ集約Ɲ全体最適化Ǉ推進ƎǀƝƝƷƠ、施設更新ƣ際ƠƤȑǶǻーǠȖǲǡǏンƣ導入ƹ防

災能ƣ強化Ɵƞ、質的向上Ɲ必要Ơ応ƍƔ能ƣ充実Ǉ図ƿƳƎ。 

◆小中学校施設ƠƙいƛƤ、児童生徒数ƣ状況等Ǉ見極ƶƟƁƾ、適正配置Ơ努ƶƳƎ。ƳƔ、統合

Ơ伴う跡地ƠƙいƛƤ、市街化調整区域Ʒ含ƶƛ、地域ƣ実情Ǉ踏Ƴえƙƙ、本市ƣ活性化等Ơ

寄与Ǝǀ場所Ɲƌƛ、民間活ዿƟƞあƾƻǀ視点Ǉ持Ƙƛ有効活ዿǇ図ƿƳƎ。 

◆市営斎場ƠƙいƛƤ、計画的Ɵ予防保全Ơƽǀ長寿命化Ǉ図ƿƟƁƾ、広域連携Ʒ視野Ơ入ǁƔ

再編成Ơƙいƛ、検討ƌƳƎ。 

 

Җ衛生的Ɯ快適ƟᇿƾƌǇ支えǀ生活環境施設ƣ整備 

◆下水道ƠƙいƛƤ、「龍ǜ崎市公共下水道事業計画」Ơ基ƚƂ、普及率 100％Ǉ目指ƌƛ、整備・

普及Ǉ推進ƌƳƎ。ƳƔ、老朽化ƌƔ下水道Ǉ計画的Ơ調査ƎǀƝƝƷƠ、管理台帳等ƣǲǣǪ

Ȗ化Ǉ推進ƌ、効率的Ɵ改修Ơ取ƿ組ƴƳƎ。 

◆上水道ƠƙいƛƤ、いƙƜƷ安心ƌƛ水道Ɓ使えǀƽう、施設ƣ適切Ɵ維持・管理及び老朽管ƣ

更新Ơƙいƛ、引Ƃ続Ƃ供給事業者Ɯあǀ茨城県県南水道企業団Ɲ協議Ǉ行いƳƎ。 

◆龍ǜ崎地方塵芥処理組合Ơƽƿ運営ƊǁǀƉƴ処理施設ƠƙいƛƤ、排出Ɗǁǀ廃棄物ƣ減量Ơ

ƙいƛ、組合ƝƝƷƠ取ƿ組ƵƝƝƷƠ、施設ƣ長寿命化Ơ向Ɔƛ、適切Ɵ維持・管理Ǉ推進ƌƳ

Ǝ。 
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◆ƽƿ効率的Ɯ安定的ƟƉƴ処理行政Ǉ推進ƎǀƔƶ、茨城県Ɖƴ処理広域化計画Ơ基ƚƂ、Ɖƴ

処理ƣ広域化ƝƉƴ処理施設ƣ集約化Ơƙいƛ、関係自治体間Ɲƣ協議Ǉ進ƶƛƳいƿƳƎ。 
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ĩ 災害Ơ強ƄしƟやƀƟ都市ƚƄƿ 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

◆高Ƴǀ大規模地震発生ƣ危険性 

 本市ƜƤ、2011（平成 23）年ƣ東日本大震災ǇƤƍ

ƶƝƌƛ、過去Ơ多Ƅƣ地震Ơƽǀ被害Ǉ受ƆƳƌƔ。

今後、南海ǳȔȀ地震Ơ代表ƊǁǀƽうƟ大規模地震

ƣ発生Ɓ懸念Ɗǁǀ中、建築物ƣ耐震化ƣほƀ、危険ȁ

ȘǮǚ塀ƣ除却Ɵƞ、対策ƣ加速化Ɓ求ƶƾǁƛいƳ

Ǝ。ƳƔ、震災時ƣ避難・救助ƹ物資ƣ輸送路ƝƟǀ道

路ƣ整備、上下水道ƣ耐震化Ɵƞ、防災・減災対策Ǉ引

Ƃ続Ƃ進ƶƛいƄ必要ƁあƿƳƎ。 

 

◆巨大台風ƹ大規模降雨災害ƣ発生 

 2023（令和Ĭ）年ƣ梅雨前線Ơƽǀ大雨及び台風第ĩ

号ƣ影響Ơƽƿ、茨城県南地域Ǉ中心Ơ激ƌい雨Ɓ降

ƿ、様々Ɵ被害ƁあƿƳƌƔ。ƈǁƠƽƿ、牛久沼付近

ƜƤ越水Ơƽǀ床上・床下浸水ƣ他、農作物ƭƣ浸水被

害ƟƞƁ発生ƌƳƌƔ。近年Ƥ全国的Ơ見ƛƷ大規模

降雨災害ƟƞƠƽǀ災害Ɓ頻発・激甚化ƌƛſƿ、ƒƣ

対策Ɓ急ƁǁƛいƳƎ。 

 

 

 

◆進Ƶ災害対策 

 頻発・激甚化Ǝǀ災害Ơ備えǀƔƶ、建築物ƣ耐震化

ƟƞƣǺーǴ面Ɯƣ対策ƹ、地区防災計画、ȉǏ・ǪǏ

ȋȔǏンƣ作成Ɵƞ、ǨȀǳ面Ɯƣ対策Ɓ進ƶƾǁƛ

いƳƎ。 

 

◆市民Ơƽǀ災害Ơ対Ǝǀ活動ƣ状況 

 市民Ǎンǜーǳƣ結果ƀƾƷ、防災・減災対策ƠƤ高

い関心ƁあǀƈƝƁ伺えƳƎ。ƒうƌƔ中、本市ƜƤ、

行政Ɲ地域Ɓ一体ƝƟƘƛ、「自助・共助・公助」ƣ視

点ƣ下、防災ƭƣ対応ƹ能ƣ強化Ɵƞ、防災士ƹ自主

防災組織Ǉ中心Ơ、市民ƝƝƷƠ災害Ơ強いƳƖƚƄ

ƿǇ進ƶƛいƳƎ。 

  

未改良（※1）
(概Ƣ3.5m以下)

32,628.61 705.51 2.2%
48,762.66 1,649.08 3.4%

1ȁȘǮǚ 102,592.77 7,032.19 6.9%
2ȁȘǮǚ 78,051.43 7,280.88 9.3%
3ȁȘǮǚ 98,063.06 4,854.00 4.9%
4ȁȘǮǚ 117,356.43 16,827.70 14.3%
5ȁȘǮǚ 109,643.51 14,078.61 12.8%
6ȁȘǮǚ 118,653.00 13,993.20 11.8%
7ȁȘǮǚ 65,227.55 181.19 0.3%
8ȁȘǮǚ 63,246.61 0 0.0%

752,834.36 64,247.77 8.5%
※1：概Ƣ車道幅員3.5m以下ƣ道路ƣ内、自動車ƣ通行Ɓ可能Ɵ道路

1ȁȘǮǚ：概Ƣ馴柴、馴馬、若柴町長山前地区等

2ȁȘǮǚ：奈戸岡、貝原塚、泉、別所、中曽根、愛戸地区等

3ȁȘǮǚ：大塚、向陽台、薄倉、高作、半田地区Ɵƞ

4ȁȘǮǚ：出ƌ山、緑町、野原、城下、大徳(江川ƀƾ北側）、八代地区Ɵƞ

5ȁȘǮǚ：龍ǜ崎市街地ƣ多Ƅ、佐沼、宮渕、北文間(土竜線東側）Ɵƞ

6ȁȘǮǚ：川原代、北文間(土竜線西側)、南Ɓ丘地区Ɵƞ

7ȁȘǮǚ：北竜台市街地地区

8ȁȘǮǚ：龍ヶ岡市街地地区

割合

ƒ
ƣ
他
道
路

ƒƣ他合計

ĩ級市道
Ĩ級市道

実延長(m)道路種別

◆狭隘道路ƣ状況 

出典：龍ǜ崎市道路台帳 

◆大雨Ơƽǀ牛久沼越水被害 

出典：牛久沼越水対策検討委員会資料 

◆今後ƣƳƖƚƄƿƣ重要度 

出典：市民Ǎンǜーǳ 
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（ĩ）基本的Ɵ考え方 

◆自然災害ƣ頻発・激甚化Ơ備え、総合的Ơ防災・減災力Ǉ高ƶǀƈƝǇ目指ƌƳƎ。 

◆自助・共助・公助ƣ連携Ơƽǀ取組Ǉ基本Ɲƌ、市民ƹ関係関Ɲ連携ƌƟƁƾ、ǺーǴ・ǨȀǳ

ƣ両面ƀƾ総合的Ɵ防災力向上Ǉ目指ƌƳƎ。 

 

（Ī）方針 

Ғ震災Ơƽǀ被害ƣ軽減 

◆住宅地ƣ防災・減災力Ǉ高ƶǀƔƶ、住宅等ƣ耐震診断・耐震改修Ơ対Ǝǀ補助等Ơƽƿ、建築物

ƣ耐震化Ǉ促進ƌƳƎ。 

◆大規模地震時ƣ屋外ƣ安全性Ǉ確保ƎǀƔƶ、危険ƟȁȘǮǚ塀等ƣ除却Ơ対Ǝǀ支援ƟƞǇ行

うƝƝƷƠ、狭隘道路ƣ解消Ǉ促進ƌƳƎ。 

 

ғ風水害Ơƽǀ被害ƣ軽減 

◆浸水被害ƣ軽減Ơ向Ɔ、河川ƹ水路ƣ計画的Ɵ改修Ǉ行うƝƝƷƠ、県管理ƣ一級河川等Ơƙい

ƛƤ堤防整備ƹ、流下能力、防水能力ƣ向上ƣƔƶ、河道ƣ掘削ƹ浚渫等ƣ促進Ǉ関係関Ơ働

ƂƀƆƳƎ。 

◆市街地ƠſƆǀ雨水排水ƠƙいƛƤ、内水氾濫ƣ危険性Ǉ検証ƎǀƝƝƷƠ、放流先河川ƣ改修

事業Ɲƣ整合Ơ十分配慮ƌƙƙ、浸水対策Ǉ推進ƌƳƎ。 

◆雨水ƣ急激Ɵ河川ƭƣ流入Ǉ軽減ƎǀƔƶ、雨水調整池ƹ貯留施設ƣ整備、一般住宅ƣ雨水施設

ƣ設置Ǉ誘導ƌƳƎ。 

◆自然環境Ɓ有Ǝǀ能Ɲƌƛ着目ƊǁƛいǀǛȕーンǏンȀȔƣ観点ƀƾ、雨水ƣ浸透・貯留

能ƟƞǇ有Ǝǀ緑ƣ保全Ơ努ƶƳƎ。 

◆土砂災害警戒区域ƹ土砂災害特別警戒区域ƠƙいƛƤ、県Ɲ連携ƌ、急傾斜地崩壊対策事業Ǉ推

進ƌ、安全Ɯ快適Ɵ生活環境ƣ確保Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、円滑Ɵ避難誘導Ɓ可能ƝƟǀƽう対策Ǉ

講ƍƳƎ。 

◆台風等ƣ強風Ơƽǀ街路樹等ƣ倒木被害ƣ予防ƠƙいƛƤ、剪定作業等ƣ際、倒木ƣ可能性Ơƙ

いƛ点検等Ǉ行うƈƝƜ、倒木被害ƣ軽減Ơ努ƶƳƎ。 

◆注意報ƹ警報Ɓ発令ƊǁƔ際ƠƤ、正確Ɯ迅速Ɵ市民ƭƣ情報提供Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、早期ƣ避

難指示ƣ発令Ɵƞ、人的被害ƣ抑制Ǉ第一Ơ、対策Ǉ講ƍƳƎ。 

◆流域治水ƣ考え方Ơ基ƚƂ、国・県・流域市町村・企業等Ɲƣ協働体制Ǉ構築ƌ、ǺーǴ・ǨȀǳ

Ɓ一体ƝƟƘƔ事前防災対策ƣ推進Ǉ図ƿƳƎ。 

◆大雨等Ơ伴い崩落ƣ危険性ƣ高い盛土ƹ違法Ɵ盛土Ơ関ƌƛƤ、関係法令ƣ規定Ơ従い、茨城県

Ɲ連携ƌ、適切Ɵ措置Ǉ講ƍƳƎ。 

 

Ҕ避難場所ƹ防災拠点ƣ整備 

◆地震ƹ水害時Ɵƞƣ災害種別Ơ応ƍƔ避難所ƣ確保ƹ、避難情報達体制ƣ整備Ơ努ƶƳƎ。 

◆避難場所ƹ防災拠点ƠƙいƛƤ、時代ƣ変化Ơ合わƐƔ防災関連資材ƣ整備・充実Ơ努ƶƳƎ。 
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ҕȔǏȀȔǏンƣ強化 

◆災害時Ơ避難路ƹ緊急輸送路ƝƟǀ幹線道路等ƣ整備促進ƣほƀ、上水道・下水道ƟƞƣȔǏȀ

ȔǏンƠƙいƛ、防災・減災対策Ǉ推進ƌƳƎ。 

◆下水道ƠƙいƛƤ、緊急輸送路等Ơ設置ƌƛいǀȉンȆーȖ蓋ƣ浮上防止対策ƹ災害時Ơ避難所

ƝƟǀ小中学校等ƭƣȉンȆーȖǳǏȗƣ整備Ǉ進ƶ、上水道ƠƙいƛƤ、耐震化等Ơƙいƛ関

係関ƭ働ƂƀƆǇ行いƳƎ。 

◆電気・通信・ǗǤ等ƣ市民生活Ơ不可欠ƟȔǏȀȔǏン施設Ơƙいƛ、耐震化等Ơƙいƛ関係

関ƭ働ƂƀƆǇ行いƳƎ。 

◆災害時ƣ最低限ƣȔǏȀȔǏンƣ維持・確保ƹ、早期ƣ復旧・復興Ơ向Ɔƛ、関係団体・組織Ɲƣ

連携強化Ơ努ƶƳƎ。 

 

Җ防災意識ƣ向上 

◆災害ǺǡーǴȉǮȂǇ作成・公表ƌ、被害想定区域ƣ周知Ǉ図ƿƳƎ。 

◆地域住民ƣ防災Ơ対Ǝǀ意識ƣ向上Ɲ、災害時Ơ迅速ƀƙ適切Ɵ行動ƁƝǁǀƽう、自主防災組

織ƹ防災士等Ɲ連携ƌƔ防災訓練等Ǉ通ƍ、平時ƀƾ災害ƭƣ備えǇ強化ƌƳƎ。 

◆小学校ƭƣ出前講座Ɵƞ、地域Ɲ一体ƝƟƘƔ防災訓練Ǉ実施ƎǀƈƝƜ、防災教育Ǉ推進ƌƳ

Ǝ。 

◆災害情報ǇȕǍȖǪǏȋƠ発信Ǝǀ防災情報発信ǍȂȕƹ市公式 LINEƣ登録、利ዿ促進Ǉ進ƶƳ

Ǝ。 
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Ī 地域資源を活ƀしたƠƃわいƝ多様Ɵ働Ƅ場Ɓあǀ都市ƚƄƿ 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

◆JR 龍ǜ崎市駅周辺ƣƠƃわいƚƄƿ 

JR 龍ǜ崎市駅周辺地域Ƥ、東ੜ圏ƣ幹線鉄道Ɯあǀ

JR 常磐線、同ƍƄ幹線国道Ɯあǀ国道ĭ号Ɓ南北Ơ縦

断Ǝǀ本市ƣ玄関口ƜƎ。ƳƔ、都心部ƀƾ約 45km、

時間距離Ơƌƛ 60分以内Ɲいう立地ƠあƿƟƁƾ、豊

ƀƠ水ǇƔƔえǀ牛久沼Ɵƞƣ自然環境ƠƷ恵Ƴǁƛ

ſƿ、観光資源、交流拠点Ɲƌƛƣ高いȈǱンǢȎȖ

Ɓあǀ地域ƜƎ。ƌƀƌƟƁƾ常磐線Ǉ境ƝƌƔ東西

ƣǍǚǦǤ性Ɓ弱いƈƝƹ、高い駐車場需要Ơƽƿ土

地ƣ高度利ዿƁ進ƳƟいƟƞ、玄関口ƝƌƛƣƠƃわ

いƁ不足ƌƛいǀ状況ƜƎ。 

 

◆ƳƖƟƀ商店街ƣ活性化 

龍ǜ崎市街地Ƥ旧来ƽƿ市ƣ商業ƣ中心地Ɲƌƛ栄

えƛƂƳƌƔƁ、4 ƙƣ市街地ƣ中Ɯ将来人口ƣ減少

Ɓ特Ơ大ƂƄ見込Ƴǁ、近年活力Ǉ失いƙƙあƿƳƎ。

中心市街地ƠſいƛƤ関東鉄道竜ヶ崎駅Ǉ起点ƝƌƔ

商店街Ɓ形成Ɗǁƛſƿ商業系ƣዿ途地域Ɓ指定Ɗǁ

ƛいƳƎƁ、近年Ƥ空Ƃ店舗ƹ専ዿ住宅ƭƣ転化Ɓ進

ǈƜいƳƎ。 

 

◆新ƔƟ産業立地ƣ可能性 

近年、茨城県Ƥ工場ƣ新規立地Ɓ盛ǈƜあƿ、立地

件数、立地面積、県外企業立地件数、いƏǁƠſいƛ

Ʒ全国ǳǮȂǚȔǤƣ状況ƝƟƘƛいƳƎ。中ƜƷ、

交通利便性ƣ高い圏央道沿線地域Ɯƣ立地Ɓ目立ƙ状

況ƜƎ。同ƍƄ圏央道沿線地域Ơ属Ǝǀ本市Ơſいƛ

Ʒ、産業立地Ǉ促進ƎǀƈƝƁ肝要ƝƟǀ中、産業拠

点ƜあǀƙƄƥƣ里工業団地ƹƒƣ他ƣ市街化区域内

ƠƤ、企業ƣ新規立地Ơ適ƌƔƳƝƳƘƔ空地Ɓあƿ

ƳƐǈ。ƒƣƔƶ、新ƔƟ産業ዿ地ƣ創出Ɓ求ƶƾǁ

ƛいƳƎ。 

  

◆ƳƖƚƄƿƣ課題 

出典：市民Ǎンǜーǳ 

◆茨城県ƣ工場立地動向推移（ǖǮǞ内Ƥ全国順位） 

◆県内地域別工場立地動向 

出典：茨城県「2023 年工場立地動向調査ƣ結果Ơƙいƛ」 

2021通年 2022通年 2023通年

県外企業
立地件数

28件（1位） 40件（1位） 47件（1位）

立地件数 51件（2位） 60件（2位） 75件（1位）

立地面積 99ha（2位） 116ha（1位） 165ha（2位）

件数 構成比 件数 構成比

県北 21件 7% 5件 7%

県央 47件 15% 13件 17%

鹿行 26件 8% 11件 15%

県南 79件 25% 21件 28%

県西 144件 45% 25件 33%

2023年5年間（2019-2023）

◆商店街 
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◆大規模公園ƣ活ዿ 

 本市ƠƤ、龍ヶ岡公園、北竜台公園、龍ǜ崎市森

林公園Ɵƞƣ特色ƣあǀ大規模Ɵ公園Ɓ整備Ɗǁ

ƛいƳƎƁ、ƒǁƓǁƣ公園Ƥ開設ƽƿ相当ƣ年数

Ɓ経過ƌƛいǀƔƶ、時代ƣ変化Ơ合わƐƔ利ዿ者

Ƕーǥƭƣ対応Ǉ行い、Ơƃわい向上Ơ資Ǝǀ交流

拠点Ɲƌƛƣ活ዿƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

（ĩ）基本的Ɵ考え方 

◆JR 龍ǜ崎市駅周辺Ơſいƛ、既存ƣ資源ƹǤǳǮǚǇ活ዿƎǀƝƝƷƠ、Ơƃわいƣ拠点Ɲƌƛ

ƣ商業能Ɵƞƣ強化Ǉ行い、市ƣ玄関口ƝƌƛƣȁȔンǴǏȌーǣǇ高ƶƛいƂƳƎ。 

◆商店街Ơſいƛ、多様Ɵ交流Ɲ回遊ƠƽǀƠƃわいƣ創出Ǉ検討ƌƳƎ。 

◆市民ƣ生活ƹ雇ዿǇ支えǀ本市ƣ商工業ƣ維持・充実Ǉ図ƿƳƎ。 

◆圏央道ǇƤƍƶƝƌƔ広域交通ǸǮǳワーǚǇ活ƀƌƔ新ƔƟ産業立地ƣ可能性Ǉ検討ƌƳƎ。 

◆大規模公園Ơſいƛ、交流拠点ƝƌƛƠƃわい向上Ơ資Ǝǀ事業展開Ǉ行いƳƎ。 

 

（Ī）方針 

ҒJR 龍ǜ崎市駅周辺ƣ魅力向上 

◆都市計画道路佐貫Ī号線ƣ整備Ǉ推進ƌ、JR 龍ǜ崎市駅周辺ƣ道路ǸǮǳワーǚ環境ƣ向上Ǉ図

ƿƳƎ。 

◆安全性向上ƣƔƶƣ JR 龍ǜ崎市駅東口駅前広場ƣ改修Ɵƞ、駅Ǉ中心ƝƌƔ市街地ƣ魅力向上Ơ

資Ǝǀ取組Ǉ推進ƌƳƎ。 

◆社会経済状況ƹ開発ȈǱンǢȎȖƟƞ、総合的Ɵ観点ƀƾ、JR 龍ǜ崎市駅周辺ƣ新ƔƟ土地利ዿ

Ǉ検討ƌƳƎ。 

 

ғƳƖƟƀ商店街ƣ活性化 

◆既存ƣ商店街ƟƞƜƤ、空店舗ƣ活ዿ、商店会等ƭƣ活動支援ƣほƀ、商工会Ɲƣ共同Ơƽƿ、新

ƔƟ事業Ǉ行いƔい人ƭƣ起業支援ƟƞǇ行うƈƝƜ、個性あǀ特徴的Ɵ店舗ƚƄƿǇ進ƶ、何

度ƜƷ訪ǁƔƄƟǀ魅力的Ɵ商業空間ƚƄƿǇ支援ƌƳƎ。 

◆商店街通ƿ沿いƠ立地Ǝǀ八坂神社ǇƤƍƶƝƌƔ歴史的資源ƣほƀ、Ơƃわい広場Ɵƞƣ交流

拠点ƣ利活ዿƠƽƿ、歩いƛ楽ƌい空間ƚƄƿǇ促進ƌƳƎ。 

◆ƳいǈǻǡーȖƟƞƣǏȄンǳǇ実施ƎǀƈƝƜ、商店街ƭƣ人流増加ƠƙƟƇǀƝƝƷƠ、日

常ƚƀいƝƌƛƣ商店街ƣ利ዿǇ促進ƌƳƎ。 

 

Ҕ既存ƣ工業団地等ƣ維持・充実 

◆ƙƄƥƣ里工業団地及びƒƣ周辺Ǉ産業拠点Ɲ位置付Ɔ、操業環境ƣ維持・能強化Ǉ図ƿƳƎ。 

◆圏央道ƣ 4 車線化ƹ美浦栄線ǻǏǼǤ整備ƟƞƠ伴う、企業ƣ立地需要ƭƣ対応Ɲ、将来ƠわƔ

ǀ定住人口ƹ雇ዿƣ確保Ơ資ƎǀƔƶ、計画的Ɵ区域ƣ拡張Ǉ検討ƌƳƎ。 

◆龍ǜ崎市森林公園ȕǶȐーǍȖ 
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ҕ新ƔƟ産業立地ƣ促進 

◆圏央道ƠǍǚǦǤƎǀ幹線道路沿道ƟƞǇǪーǝǮǳƠ、周辺環境ƭƣ十分Ɵ配慮ƹ災害危険性

ƟƞǇ考慮ƌƟƁƾ、新ƔƟ産業施設ƣ立地Ǉ促進ƌƳƎ。 

 

Җ大規模公園ƣ魅力向上 

◆龍ヶ岡公園、北竜台公園、龍ǜ崎市森林公園Ɵƞƣ大規模公園ƠƙいƛƤ、利ዿ者ǶーǥƝあわ

Ɛ、ƒǁƓǁƣ公園ƣ特徴Ǉ活ƀƌƔȕǶȐーǍȖǇ行うƝƝƷƠ、民間活力Ǉ活ዿƌƔ管理運

営手法等ƣ検討Ǉ行い、本市ƣƠƃわいǇ創出Ǝǀ交流拠点Ɲƌƛƣ活ዿǇ推進ƌƳƎ。 
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ī 水Ɲ緑・歴史Ơ囲Ƴǁƛ生活ƜƂǀ都市ƚƄƿ 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

◆豊ƀƟ水Ɲ緑ƣ資源 

 本市Ƥ、西部Ơ広Ɓǀ牛久沼ƹ一級河川Ɯあǀ小貝

川、県指定ƣ自然環境保全地域Ɯあǀ中沼、北部ƣ台

地部Ơ広Ɓǀ民有林等ƣ森林、南部ƣ広大Ɵ水田地帯

Ɵƞ、様々Ɵ自然環境Ơ恵ƳǁƛいƳƎ。本市ƣ地目

別面積構成比上、農地・山林・池沼Ɵƞƣ自然的Ɵ土

地利ዿƝƟƘƛいǀ土地ƣ割合Ƥ、市域全域ƣ約ĭ割

Ǉ占ƶƛいƳƎ。ƌƀƌ、近年Ơſいƛ、自然的Ɵ土

地利ዿƤ減少傾向Ơあƿ、宅地等Ɓ増加ƌƛいǀ傾向

ƠあƿƳƎ。 

 

◆公園ƣ再整備 

 本市ƠƤ、龍ヶ岡公園ƹ北竜台公園、龍ǜ崎市森林

公園Ɵƞ、市Ǉ代表Ǝǀ大規模Ɵ公園ƣ他、街区公園

Ɵƞƣ小規模Ɵ公園Ǉ含ƶ、134 ƣ公園Ɓ設置Ɗǁƛ

いƳƎ。本市ƣ都市公園ƣ人口Ĩ人当Ɣƿƣ面積Ƥ

2022（令和 4）年度末時点Ɯ 12.22 ㎡Ɯあƿ、ƈǁƤ

全国及び茨城県平均Ɲ比較ƌƛƷ高い水準Ơあǀƈ

Ɲƀƾ、既存ƣ都市公園ƣ適正Ɵ維持・管理、有効活

ዿƟƞǇ基本Ɲƌ、新ƔƟ公園等ƣ必要Ɓ生ƍƔ場合

Ơ、公園ƣ整備Ǉ検討ƌƳƎ。 

 

◆道路ƹ河川沿いƣ連続的Ɵ緑 

 現在、主要Ɵ幹線道路ƠƤ、街路樹ƹ植栽等Ɓ整備

Ɗǁƛſƿ、毎年、除草ƹ剪定作業Ǉ行ƘƛいƳƎ。

河川沿いƠƙいƛƷ同様Ơ除草ƟƞƠƽǀ定期的Ɵ

管理Ǉ行Ƙƛいǀほƀ、牛久沼周辺ƣ自然環境Ǉ活ƀ

ƌƔ公園ƣ維持・整備ƹ、水質浄化Ơ取ƿ組ƴ、ƳƔ、

牛久沼活ዿ推進協議会Ơƽǀ牛久沼周遊Ȗーǳƣ活

ዿ策Ɵƞƣ検討Ǉ進ƶƛいƳƎ。 

  

◆都市公園ƣ 1 人当Ɣƿ面積ƣ比較 

出典：国土交通省 HP 都市公園ǲーǪȄーǤƣ都道府県別

一人当Ɣƿ都市公園等整備現況（R4 末時点）ƽƿ作成 
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◆小貝川 

◆県道八代庄兵衛新田線 
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◆住民Ơƽǀ緑ƣ維持・管理 

本市ƜƤ、ǍǫȂǳ・ȂȘǛȔȋ（公共施設里親制

度）Ơƽƿ、公園・道路・水路Ơſいƛ、住民ƹ市民

団体Ɲ市Ɲƣ協働Ơƽƿ緑ƣ維持・管理ǇƌƛいƳƎ。

ƳƔ、市民活動ǦンǪーǇ拠点Ɲƌƛ、自然環境ƣ保

全Ǉ図ǀ団体ƹ緑化Ǉ推進Ǝǀ団体Ǉ支援ƌƛいƳ

Ǝ。 

 

◆持続可能Ɵ農業生産 

 本市ƣ農林業経営体数Ƥ、高齢化ƹ

労働力不足ǇƤƍƶƝƌƔ社会的要因

ƟƞǇ背景Ɲƌƛ減少傾向ƠあƿƳƎ。

経営耕地面積ƠſいƛƤ、田Ƥ大ƂƟ

変化ƤƟいƷƣƣ、畑ƹ樹園地ƣ減少

Ɓ著ƌƄƟƘƛいƳƎ。ƈうƌƔ状況

ƣ中、持続可能Ɵ農業ƣ観点ƣƷƝ、農

地ƣ集積・集約化等Ơƽǀ効率的Ɵ農

業生産活動Ǉ行ƘƛいƄƈƝƁ求ƶƾ

ǁƛいƳƎ。 

 

◆豊ƀƟ歴史的文化財 

本市ƠƤ、国指定重要文化財「多宝塔」ƹ茨城県

指定文化財「龍ǜ崎ƣǢǫȗǡǚȔ」Ɵƞ、多様Ɵ

歴史的文化財Ɓあƿ、市内ƣ様々Ɵ場所Ơ点在ƌƛ

いƳƎ。ƈうƌƔ地域資源Ǉ有効Ơ活ዿƌ、本市ƣ

活性化ƹ PR ƠƙƟƇǀƈƝƜ、歴史ƣあǀƳƖƝ

ƌƛƣ醸成Ǉ図ƘƛいƄƈƝƁ重要ƝƟƿƳƎ。 

 

（ĩ）基本的Ɵ考え方 

◆貴重Ɵ地域資源Ɯあǀ水Ɲ緑ƠƙいƛƤ、市民Ɲ協働Ơƽǀ自然環境ƣ保全Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、

交流ƣ場Ɲƌƛƣ活ዿǇ目指ƌƳƎ。 

◆本市ƣ基幹産業ƣ 1ƙƜあǀ農業ƣ持続的Ɵ成長ƣƔƶ、農業経営基盤ƣ強化Ǉ促進ƌƳƎ。 

◆歴史的・文化的資源Ǉ保全、活ዿƎǀƈƝƜ、身近Ơ歴史Ǉ感ƍǀƈƝƣƜƂǀƳƖƚƄƿǇ目

指ƌƳƎ。 

 

（Ī）方針 

Ғ水Ɲ緑ƣ保全 

◆牛久沼ƹ小貝川Ɵƞƣ水辺空間、台地部ƣ平地林ƹ段丘ƣ斜面緑地、平野部Ơ広Ɓǀ水田Ɵƞƣ

◆経営耕地面積Ɲ農林業経営体数ƣ推移 

出典：農林業ǦンǠǤ 

◆多宝塔 
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水Ɲ緑ƣ保全Ơ努ƶƳƎ。 

◆農地ƣ集積・集約化等Ơƽƿ、農地利ዿǇ促進ƎǀƈƝƜ、荒廃農地ƣ発生抑制Ơ努ƶƳƎ。 

◆市街地ƣ街路樹ǇƤƍƶƝƌƔ緑ƣ管理Ǉ推進ƌ、良好Ɵ都市環境ƣ維持Ơ努ƶƳƎ。 

 

ғ水Ɲ緑ƣ活ዿ 

◆周辺自治体等Ɲ連携ƌ、牛久沼ƣ持ƙȈǱンǢȎȖǇ高ƶ、周辺地域ƣ魅力向上、交流人口ƣ拡

充ƹ地域経済ƣ活性化Ǉ促進ƌƳƎ。 

◆龍ヶ岡公園、北竜台公園、龍ǜ崎市森林公園Ɵƞƣ大規模公園ƠƙいƛƤ、利ዿ者ǶーǥƝあわ

Ɛ、ƒǁƓǁƣ公園ƣ特徴Ǉ活ƀƌƔȕǶȐーǍȖǇ行うƝƝƷƠ、民間活力Ǉ活ዿƌƔ管理運

営手法等ƣ検討Ǉ行い、本市ƣƠƃわいǇ創出Ǝǀ交流拠点Ɲƌƛƣ活ዿǇ推進ƌƳƎ。（再掲） 

 

Ҕ協働 

◆公園ƹ道路、水路ƣ維持管理Ơƙいƛ、ǍǫȂǳ・ȂȘǛȔȋ（公共施設里親制度）Ǉƽƿ広Ƅ市

民ƭ周知ƎǀƈƝƜ、制度ƣ認知度Ǉ高ƶ、市民Ɲ協働Ơƽǀ緑ƣ保全Ǉ図ƿƳƎ。 

◆市民活動ǠȈーǳ補助金制度等ƣ活ዿǇ促進ƎǀƟƞ、市民団体等Ơƽǀ市民活動Ǉ活発化ƌ、

緑ƣ保全Ơƙいƛƣ協働体制Ǉ図ƿƳƎ。 

 

ҕ歴史ƹ文化Ǉ活ƀƌƔ魅力ƚƄƿ 

◆市内Ơ点在Ǝǀ文化財ƹ龍ǜ崎市民遺産ƟƞǇ市ƣ魅力Ǉ発信Ǝǀ歴史的資源Ɲƌƛ、ƒƣ保全

Ơ努ƶƳƎ。 

◆八坂神社本殿（上町）ƹ旧水戸街道Ɵƞ、歴史的・文化的Ɵ風景Ɲ一体ƝƟƘƔ街並ƴǇ活ƀƌ、

本市固有ƣ魅力あǀƳƖƚƄƿǇ目指ƌƳƎ。 

◆市民Ơ対Ǝǀ周知 PRƟƞǇ通ƍ、歴史ƣあǀƳƖƝƌƛƣ認識Ǉ高ƶ、市民ƣƳƖƭƣ愛着ƹǢ

ǾǮǚȂȔǏǴ向上Ơ努ƶƳƎ。 
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Ĭ 誰もƁ快適Ơ移動ƜƂǀ都市ƚƄƿ 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

◆広域交通 

 本市Ƥ、鉄道ƜƤ JR常磐線Ǉ利ዿƎǀƈƝƜ、都

心ƭƣ高いǍǚǦǤ性Ǉ有ƌƳƎ。ƳƔ、広域道路

網ƜƤ、圏央道ƣ整備Ơƽƿ、常磐、東関東、東北、

関越Ɵƞ多方面ƣ高速道路網ƭƣǍǚǦǤƁ飛躍的

Ơ向上ƌƛſƿ、幹線道路ƜƤ県道美浦栄線ǻǏǼ

Ǥƣ整備Ơƽƿ、圏央道ƭƣǍǚǦǤ性向上Ɓ見込

ƳǁƛいƳƎ。 

 

◆市内ƣ公共交通 

 本市ƜƤ民間ƣ鉄道ƹ路線ǻǤƁ運行ƌƛſƿ、ƈ

ǁƾǇ補完ƎǀƔƶ、市ƜǞȊȐǶǱǎǻǤƹ、乗合

ǪǚǢーǇ運行ƌƛいƳƎ。今後Ʒ持続可能Ɵ公共交

通ƣ実現Ơ向Ɔ、新ƔƟ交通ǢǤǱȋƣ導入Ɵƞ、公

共交通全体ƣ最適化Ǉ図ƘƛいƄ必要ƁあƿƳƎ。 

 

◆都市計画道路ƣ整備Ɲ見直ƌ 

 本市ƣ都市計画道路Ƥ 38 路線あƿ、整備

率Ƥ約 90％ƝƟƘƛいƳƎ。未整備ƣ都市

計画道路ƠƙいƛƤ、昭和初期Ơ都市計画

決定ƊǁƔƷƣƁ多いƔƶ、今後ƣ道路整

備ƠƙいƛƤ、広域的Ɵ交通体系ƹ交通動

向、将来都市整備ƟƞǇ踏Ƴえ、見直ƌƣ検

討Ɓ必要ƠƟƿƳƎ。 

 

◆自転車ƣ利ዿ環境 

 自転車Ƥ、環境ƠƹƊƌƄ、災害時Ơ

Ʒ活ዿƜƂ、ƳƔ、健康増進ƹ余暇活動

ƣ面ƀƾƷ需要ƣ増加Ɓ全国的Ơ高Ƴ

ƘƛいƳƎ。本市ƠſいƛƤ、市営駐輪

場ƠſƆǀȗンǪǠǏǚȖƹ関東鉄道

竜ヶ崎線ƠſƆǀǠǏǚȖǳȗǏンƣ

実施Ɵƞ、自転車利ዿ者ƣ利便性向上

Ɓ図ƾǁƛいǀ一方、安全Ɵ自転車通

行空間ƣ確保Ɓ課題ƝƟƘƛいƳƎ。 

  

写真ƹǲーǪƟƞ 

出典：関東鉄道（株）HP ƽƿ 

◆関東鉄道（株）ƠƽǀǠǏǚȖǳȗǏンƣ実施 

◆ǞȊȐǶǱǎǻǤ 

都市計画道路 38路線
総延長（計画延長合計） 71.16km

整備延長
（改良済【完成】＋【暫定】）

64.36km
（61.56km＋2.8km）

整備率 90.4%

◆都市計画道路整備状況 

出典：龍ǜ崎ƣ都市計画 
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（ĩ）基本的Ɵ考え方 

◆誰ƷƁ快適Ơ移動ƁƜƂǀƽう、本市ƣ実情Ɲ利ዿ者ƣǶーǥƠ合わƐƔ利便性ƣ高い持続的Ɵ

地域公共交通網ƣ形成Ǉ図ƿƳƎ。 

◆幹線道路ǇƤƍƶƝƌƔ道路交通網Ǉ整理ƌ、快適Ơ移動ƜƂǀ道路ǸǮǳワーǚƣ構築Ǉ図ƿ

ƳƎ。 

◆自転車利ዿƹ歩行者ƣ通行空間ƣ充実Ǉ図ƿ、日常的Ơ安全Ɯ快適Ơ移動ƜƂǀ環境ƚƄƿƠ努

ƶƳƎ。 

 

（Ī）方針 

Ғ公共交通ƣ利便性ƣ向上 

◆都心方面Ɵƞƭ連絡Ǝǀ主要Ɵ交通関Ɯあǀ JR 常磐線ƠƙいƛƤ、利便性ƣ向上Ơ向Ɔƛ、関

係関Ơ働ƂƀƆǇ行いƳƎ。 

◆広域的Ɵ移動Ǉ支えǀ鉄道ƹ幹線路線ǻǤƝ市域内生活交通Ǉ有的Ơ結び、市内外ƀƾ駅ƹ拠

点施設ƭƣǍǚǦǤ性Ǉ強化ƎǀƈƝƠƽƿ、東ੜ圏、近隣市町及び市内各地域Ɲƣ連携・交流

Ǉ促進ƌƳƎ。 

◆多様ƟǶーǥƠ効率的Ơ対応ƜƂǀƽう、AI ǕンǲȉンǴ交通Ɵƞ、ǲǣǪȖ技術Ǉ活ዿƌƔ新

ƔƟ交通ǢǤǱȋƣ導入Ǉ図ƿ、利便性ƣ向上Ơ努ƶƳƎ。 

 

ғ持続可能Ɵ地域公共交通ƣ形成 

◆既存ƣ公共交通Ǉ基本Ɲƌƙƙ、効率的Ɯ利便性ƣ高い新ƔƟ交通ǢǤǱȋƣ導入Ǉ念頭Ơ置Ƃ、

市民ǶーǥƝ公共交通ƣ持続可能性ƣǻȔンǤǇ考慮ƌƔ地域公共交通網ƣ形成Ǉ図ƿƳƎ。 

◆公共交通ƣ現状ƹ必要性・重要性Ơƙいƛ市民Ơ広Ƅ周知ƌ、市民Ɓ積極的Ơ地域公共交通Ǉ「支

え・守ƿ・育ƛǀ」ƝいƘƔ意識Ǉ育ǈƜいƂƳƎ。 

 

Ҕ交通結節点ƣ能強化 

◆本市ƣ玄関口ƝƟǀ JR 龍ǜ崎市駅ƠƙいƛƤ、初ƶƛ本市Ǉ訪ǁƔ方ƠƷわƀƿƹƎい形Ɯ各公

共交通関ƣ案内表示等Ǉ設置ƎǀƟƞ、交通結節点Ɲƌƛƣ能強化Ǉ図ƿƳƎ。 

◆関東鉄道竜ヶ崎駅ƠſいƛƤ、ǻǤ待合室「ƿƺう舎」ƣ運ዿǇ行うƈƝƜ、ǞȊȐǶǱǎǻǤ利

ዿ者等Ơ快適Ɵ待合環境Ǉ提供ƌƳƎ。 

◆交通結節点ƝƟǀ、JR 龍ǜ崎市駅ƹ関東鉄道竜ヶ崎駅、龍ǜ崎市役所ƟƞƠſいƛ、ǲǣǪȖǠ

ǏǸーǣƠƽǀ情報発信Ǉ行いƳƎ。 

 

ҕ移動ƣ円滑化 

◆ǞȊȐǶǱǎǻǤƹ乗合ǪǚǢーƟƞƣ運行Ơƽƿ、市内ƣ公共交通空白地域 0％Ǉ維持ƌƳƎ。 

◆ǹンǤǱǮȂǻǤƣ導入ƹ、ȑǶǻーǠȖǲǡǏンǇ基本ƝƌƔ歩行空間ƣ形成等Ǉ図ǀƈƝƠ

ƽƿ、誰ƷƁ安心ƌƛ快適Ơ移動ƜƂǀ環境整備Ơ努ƶƳƎ。 

◆日常的Ɵ移動手段ƹ余暇活動ƣ一環Ɲƌƛƣ自転車利ዿƣ促進Ǉ図ǀƔƶ、自転車活ዿ計画ƣ策

定Ǉ検討ƎǀƝƝƷƠ、自転車走行区間ƣ整備Ơ努ƶƳƎ。 
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Җ道路ǸǮǳワーǚƣ整備 

◆都市計画道路佐貫 3 号線ƣ整備Ǉ推進ƌ、JR龍ǜ崎市駅周辺ƣ道路ǸǮǳワーǚ環境ƣ向上Ǉ図

ƿƳƎ。 

◆広域道路網及び都市計画道路ƣ整備進捗、周辺自治体ƣ幹線道路ƣ位置付Ɔƹ整備状況等Ǉ踏Ƴ

えƟƁƾ、新ƔƟ道路交通網等ƣ検討Ǉ進ƶƳƎ。 

◆長期間未整備ƝƟƘƛいǀ都市計画道路等ƠƙいƛƤ、地域ƣ実情ƹ必要性Ơ応ƍƛ、計画ƣ見

直ƌǇ検討ƌƳƎ。 

◆広域幹線道路ƝƌƛƤ、圏央道ƭǍǚǦǤƎǀ美浦栄線ǻǏǼǤƣ整備促進ƣほƀ、若草大橋ƀ

ƾ以南ƣ千葉県側Ɯƣ国道 464号（北千葉道路）ƭƣ延伸等Ơƙいƛ、関係関Ơ働ƂƀƆƳƎ。 

◆広域幹線道路Ǉ補完ƌ、市内ƣ拠点間ƹ他市町Ɲƣ連絡能Ǉ有Ǝǀ幹線道路ƠƙいƛƤ、地域

ƣ実情Ǉ踏ƳえƟƁƾ、道路交通ƣ円滑化、防災性ƣ向上等Ơ向Ɔƛ適切Ɵ維持・管理Ǉ行いƳ

Ǝ。 

 

җ都市基盤ƹ道路施設等ƣ維持管理 

◆龍ǜ崎市舗装維持修繕計画ƹ龍ǜ崎市橋梁長寿命化計画Ơ基ƚƂ、都市基盤ƣ適正Ɵ維持管理Ǉ

進ƶǀƝƝƷƠ、効率的・効果的Ɵ維持管理Ǉ実施ƎǀƔƶ、道路台帳等ƣǲǣǪȖ化Ǉ推進ƌ

ƳƎ。 

◆歩行者ƹǴȔǏǻー等ƣ安全Ɵ交通環境Ǉ確保ƎǀƔƶ、街路灯ƹǖーȁȊȔーƟƞƣ交通安全

施設Ơƙいƛ、適正Ɵ維持管理Ǉ進ƶƳƎ。 
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第ī章 
 

～地域別構想～ 
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■ 役割 

 本章ƜƤ、地域ƉƝƣ現況ƹ課題ƝƳƖƚƄƿƣ方向性Ǉ示ƌƳƎ。 

 ƳƖƚƄƿƣ方向性Ƥ、道路ƹ公園Ɵƞƣ都市基盤整備ƣ方針Ơ限ƾƏ、Ơƃわいƣ創出等Ǉ目

的ƝƌƔǨȀǳƣ取ƿ組ƴ方針ƟƞƷ包括的Ơ示ƌƛいƳƎ。 

 Ɵſ、方針図Ɯ図示Ǝǀ範囲Ƥ事業ƣ実施位置Ǉ明示ƎǀƷƣƜƤƟƄ、今後、地域ƣ方々ƝƳ

ƖƚƄƿǇ進ƶƛいƄƔƶƣƔƔƂ台Ɲƌƛ活ዿƊǁǀƈƝǇ想定ƌƛいƳƎ。 

 

■ 地域の区分 

 地域ƣ特性Ơ応ƍƔƳƖƚƄƿǇ進ƶǀƠあƔƘƛ、第 2 章ƣ将来都市構造Ɯ位置付ƆƔ地域生

活拠点Ǉ中心ƝƌƔ生活圏Ǉ踏Ƴえ、市域Ǉ 4ƙƣ地域Ơ区分ƌƛいƳƎ。 

 Ɵſ、各地域Ƥ、ǞȊȐǶǱǎƚƄƿƣ拠点ƜあǀǞȊȐǶǱǎǦンǪーƣ区域Ǉ基本Ɲƌ、4ƙ

ƣ住宅系市街地Ǉ中心ƠƒǁƓǁƣ市街地Ɲƣ関連性ƹ地形的ƟƳƝƳƿǇ考慮ƌƛ区分ƌƛいƳ

Ǝ。 
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南部地域 大宮地区、北文間地区、龍ǜ崎地区、龍ǜ崎西地区 

西部地域 馴柴地区、川原代地区 

北部地域 松葉地区、長山地区、馴馬台地区、久保台地区 

東部地域 長戸地区、八原地区、城ǹ内地区 

◆地域区分分類表 

◆地域区分図 
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Ĩ 南部地域 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

Ĩ）地域ƣ状況 

Ғ概況 

◇南部地域Ƥ市南部ƣ平野部Ơ位置ƌ、関東鉄道竜ヶ崎駅ƹ市役所Ɓあƿ、古Ƅƀƾあǀ商店街、

住宅地、集落地、ƒƌƛ広大Ɵ水田地帯Ɵƞƀƾ成ƿ立ƘƛいƳƎ。 

◇関東鉄道竜ヶ崎駅ƹ市役所周辺Ƥ、本市ƣ都市拠点Ơ位置付Ɔƾǁƛſƿ、ƊƾƠƒƣ周辺ƠƤ

中央図書館ƹ文化会館、歴史民俗資料館Ɵƞƣ文化交流施設Ɓ集積ƌƛいƳƎ。 

◇八坂神社ƹ般若院、大統寺Ɵƞƣ寺社仏閣Ɓ集積ƌƛいǀほƀ、本市Ǉ代表Ǝǀ統芸能Ɯあǀ

撞舞Ɓ行わǁǀƟƞ、本市ƣ歴史ƹ文化Ǉ感ƍƾǁǀ場所Ɓ多ƄあƿƳƎ。 

◇流通経済大学、竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校、竜ヶ崎第二高等学校ƝいƘƔ教育施設ƹ、消防

署、警察署、法務局、裁判所Ɵƞƣ、国・県等ƣ関Ɓ立地ƌƛいƳƎ。 

◇東西方向ƣ県道竜ǜ崎潮来線、河内竜ǜ崎線、立崎羽根野線、南北方向ƣ県道千葉竜ǜ崎線、土浦

竜ǜ崎線、竜ǜ崎阿見線、美浦栄線ƟƞƠƽƿ、道路網ƣ骨格Ɓ形成ƊǁƛいƳƎ。 

 

ғ人口推計 

 南部地域Ƥ市街化区域、市街化調整区域Ơ関わƾƏ、ƎƮƛƣ年代Ơſいƛ人口Ɓ減少ƎǀƝ予

測Ɗǁƛſƿ、地域総人口Ɯ 23％ƣ減少ƜƎ。ī地域中、最Ʒ人口Ɓ減少ƎǀƝƊǁƛいƳƎ。 
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Ҕ土地利ዿ 

地域ƣ半分以上Ɓ農地ƝƟƘƛſƿ、ƒƣ

ほƝǈƞƁ水田ƝƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、市街

地ƠƤ東西Ơ長Ƅ商店街Ɓ広ƁƘƛいƳƎ

Ɓ、近年Ƥ空Ƃ店舗ƟƞƁ多いƈƝƀƾ、住

宅ƟƞƠ転化ƌƙƙあƿƳƎ。 

 

 

 

 

 

  

※人口推計Ƥ、「国土交通省 国土技術政策総合研究所」Ɓ開発ƌƔ「将来人口・世帯予測ǯーȖ V3」Ǉ使ዿ 

年少：年少人口（0 歳ƀƾ 15歳未満ƣ人口） 

生産年齢：生産年齢人口（15歳以上 65 歳未満ƣ人口） 

老年：老年人口：65 歳以上ƣ人口 

市街化：市街化区域 

調整：調整区域 

（人）/（％） 

市街化 1,048 5.2 938 4.9 850 4.7 832 5.0 760 4.9

調整 369 1.8 315 1.6 284 1.6 287 1.7 264 1.7

小計 1,417 7.1 1,253 6.6 1,134 6.3 1,119 6.7 1,024 6.6

市街化 8,086 40.3 7,497 39.2 6,899 38.5 6,266 37.5 5,607 36.4

調整 3,031 15.1 2,661 13.9 2,402 13.4 2,127 12.7 1,839 11.9

小計 11,117 55.4 10,158 53.2 9,301 51.8 8,393 50.3 7,446 48.3

市街化 5,001 24.9 5,054 26.5 4,971 27.7 4,816 28.8 4,712 30.6

調整 2,543 12.7 2,641 13.8 2,535 14.1 2,371 14.2 2,230 14.5

小計 7,544 37.6 7,695 40.3 7,506 41.8 7,187 43.0 6,942 45

市街化 14,135 70.4 13,489 70.6 12,720 70.9 11,914 71.3 11,079 71.9

調整 5,943 29.6 5,617 29.4 5,221 29.1 4,785 28.7 4,333 28.1

20,078 19,106 17,941 16,699 15,412合計

年少

生産年齢

老年

小計

2020(令和2) 2025（令和7) 2030（令和12) 2035（令和17) 2040（令和22)
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ĩ）地域ƣ声（市民Ǎンǜーǳ、地域懇談会Ɯƣ主Ɵ意見） 

Ғ市民Ǎンǜーǳ 

  

※市民Ǎンǜーǳƣ「生活環境Ơ関Ǝǀ満足度」ƽƿ項目Ǉ抜粋ƌ分析 
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Ī）地域ƣ主Ɵ課題 

〇中心市街地ƝƌƛƣƠƃわい・魅力ƚƄƿ 

南部地域ƣ市街地及びƒƣ周辺Ƥ、商業・業務、行政、教育等ƣ都市能Ɓ集積Ǝǀ中心市街地Ɯ

あƿ、中心市街地ƠƪƊわƌい魅力ƹƠƃわいƣ向上Ɓ求ƶƾǁƛいƳƎ。ƳƔ、人口減少Ɓ著ƌ

いƈƝƹ、商店街ƠſいƛƤ、大規模商業施設等ƭƣ人ƣ流ǁƣ変化、高齢化、更ƠƤƒǁƠ伴う承

継ƣ問題Ơƽƿ、空Ƃ店舗Ɓ目立ƙƟƞ、ƒƣ対策Ɓ必要ƜƎ。 

 

〇水害ƭƣ対応 

南部地域ƣ大部分Ƥ標高Ɓ低い平野部ƝƟƘƛſƿ、旧来ƽƿ河川ƣ氾濫Ơƽǀ水害Ɓ発生ƳƔ

Ƥ懸念ƊǁǀǓȕǍƝƟƘƛいƳƎ。加えƛ、市街地Ǉ流ǁǀ江川ƹ大正堀川ƟƞƠſいƛƷ、近

年ƣ大規模降雨時ƣ水量ƣ増加Ơƽƿ、内水氾濫Ɵƞƣ新ƔƟ水害Ɓ懸念ƊǁƛいƳƎ。 

 

〇積極的Ɵ土地利ዿƣ促進 

今後、公共施設ƣ再編ƠƽƘƛ生ƍǀ、学校ዿ地ǇƤƍƶƝƌƔ跡地ƠƙいƛƤ、民間活ዿƟƞ

Ʒ視野Ơ、地域ƣ活性化ƠƙƟƁǀ柔軟Ɵ利活ዿƁ求ƶƾǁƳƎ。 

 

〇古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƣ住環境改善 

古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƜƤ、都市基盤整備Ɓ行わǁǀ以前ƀƾ住宅ƟƞƁ密集ƌƛ建Ɩ並ǈƜ

いƔƔƶ、道路Ɓ狭Ƅ、緊急車両ƣ通行問題ƹ火災時ƣ延焼危険性ƟƞƁ指摘ƊǁƛいƳƎ。 

ƳƔ、ዿ途地域Ǉ指定ƌƔ当時ƣ土地利ዿƀƾ大ƂƄ現況Ɓ変更Ɗǁƛいǀ区域ƠƙいƛƤ、今

後ƣ土地利ዿǇ見据えƛ、適切Ɵዿ途地域ƭƣ見直ƌǇ行うƈƝƷ求ƶƾǁƳƎ。 

 

〇豊ƀƟ水Ɲ緑ƣ保全 

南部地域ƣ広大Ɵ水田地帯ƹ、中沼・旧小貝川Ɵƞƣ豊ƀƟ水辺環境Ƥ、本市ƣ良好Ɵ景観資源

ƝƟƘƛいǀほƀ、雨水ƣ貯留能ƣ観点ƀƾƷ、ƒƣ維持・保全Ɓ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

〇関東鉄道竜ヶ崎線ƣ利ዿ促進 

 中心市街地Ɲ JR龍ǜ崎市駅Ǉ結ƫ関東鉄道竜ヶ崎線Ƥ、本市ƣ鉄道軸Ɲƌƛ重要Ɵ交通関Ɯあ

ǀƷƣƣ、ƒƣ利ዿ者数Ƥ減少傾向ƠあƿƳƎ。今後Ʒ少子高齢化ƣ進行ƝƝƷƠ、ƈƣ傾向Ƥ続

ƄƝ予想ƊǁǀƈƝƀƾ、持続的Ɵ運行ƣƔƶ、利ዿ者ƣ増加Ơ向ƆƔ取組Ɓ必要ƜƎ。 
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（ĩ）ƳƖƚƄƿƣ方針 

Ĩ）将来像 

 行政・文教施設ƣ集積Ɲ、歴史的Ɵ街並ƴǇ合わƐƔ市ƣ顔ƝƟǀƳƖ 

 

ĩ）基本方針 

◆都市能ƣ集積Ǉ活ƀƌ、誰ƷƁ快適Ơ利便性Ǉਜ਼受ƜƂǀƳƖƚƄƿ 

◆自然災害Ơƽǀ被害軽減Ơ備えǀƳƖƚƄƿ 

◆関東鉄道竜ヶ崎駅ƹ商店街、歴史的文化遺産Ǉ活ƀƌƔ個性あƪǁǀƳƖƚƄƿ 

◆田園風景ƹ自然環境Ɲ市街地Ɓ調和ƊǁƔƳƖƚƄƿ 

 

Ī）分野別ƣ方針 

Ғ住宅地・集落地 

Ǳーȉ 方針 

住環境ƣ 

維持・向上 

龍ǜ崎市街地ƣ土地区画整理事業施行区域ƹ南Ɓ丘地区等ƣ生活基盤ƣ整Ƙ

Ɣ住宅地Ǉ中心Ơ、地区計画ƹ各種協定等ƣ制度Ǉ活ዿƌƛ、住民Ơƽǀ自主

的ƟƳƖƚƄƿǇ促ƌ、居住環境ƣ維持向上Ǉ図ƿƳƎ。 

古Ƅƀƾƣ住宅Ɓ密集ƌƔ区域ƠƙいƛƤ、狭隘道路ƣ解消Ǉ促進Ǝǀ他、通

学路ƣ安全確保Ɵƞ、身近Ɵ道路ƹ公園ƣ安全対策Ơ努ƶǀƈƝƜ、良好Ɵ住

環境整備Ǉ行いƳƎ。 

大宮地区ƹ北文間地区Ɵƞƣ地域Ơ点在Ǝǀ集落地ƠƙいƛƤ、日常生活Ơ必

要ƟǏンȀȔƟƞƣ生活基盤ƣ維持Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、最寄ƿƣ地域生活拠点

ƭƣ移動手段Ǉ確保ƌ、生活環境ƣ維持・向上Ǉ目指ƌƳƎ。 

龍ǜ崎市街地ƠƙいƛƤ、過去ƣ傾向Ɵƞƀƾ、今後Ʒ空家等ƣ発生Ɓ強Ƅ懸

念ƊǁǀƔƶ、空家等ƣ対策Ǉ推進ƌƳƎ。 

将来ƠわƔǀ 

新ƔƟ土地利ዿ 

商工業系ƣዿ途地域Ɓ指定Ɗǁƛいǀ区域ƠƙいƛƤ、ዿ途地域Ɲ現況Ɯ乖離

ƁƴƾǁǀƈƝƀƾ、今後ƣ土地利ዿǇ見据え、ዿ途地域ƣ見直ƌǇ検討ƌƳ

Ǝ。 

既Ơ統合Ɓ行わǁƔ城南中学校ƹ、今後統合Ɓ予定Ɗǁƛいǀ大宮小学校Ɵƞ

ƣƳƝƳƿƣあǀ跡地ƠƙいƛƤ、地域住民ƣ意見Ǉ尊重ƌ、都市計画ƣ基本

的Ɵ考え方Ɲ整合ǇƝƿƙƙ、地域ƣ活性化等Ơ寄与ƜƂǀƽう、適正Ɵ利活

ዿƠ努ƶƳƎ。 

 

ғ防災 

Ǳーȉ 方針 

防災ǏンȀȔƣ

整備 

Ơƃわい広場ǇƤƍƶƝƌƔ公園等ƠƙいƛƤ、地域ƣ憩いƣ場Ɲƌƛƣ能

ƝƝƷƠ、防災能Ǉ持ƘƔ公園Ɲƌƛƣ整備Ǉ推進ƌƳƎ。 

龍ǜ崎市街地ƠƤ、降雨時ƣ水ƤƆƁ悪い場所Ɓあƿ、内水氾濫ƣ発生Ɓ懸念
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ƊǁǀƔƶ、ƒƣ可能性Ơƙいƛ検証Ǉ行うƝƝƷƠ、市街地ƣ排水能力向上

Ɵƞ、対策Ǉ推進ƌƳƎ。 

河川ƣ氾濫Ƥ、常Ơ発生ƌうǀ災害Ɲƌƛ認識ƌ、堤防整備ƹ、流下能力、防

水能力向上ƣƔƶƣ河道ƣ掘削ƹ浚渫等ƣ促進Ǉ関係関Ơ働ƂƀƆƳƎ。 

防災体制ƣ強化 古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƹ集落地ƠſいƛƤ、旧耐震基準Ɯ建築ƊǁƔ家屋Ɓ

比較的多いƈƝƀƾ、今後想定Ɗǁǀ地震災害Ơ備えǀƔƶ、建物ƣ耐震化ƣ

促進Ơ努ƶƳƎ。 

南部地域Ƥ地震ƹ水害Ɵƞƣ災害Ơƽǀ被害Ɓ強Ƅ懸念ƊǁǀƔƶ、ȉǏǪǏ

ȋȔǏンƟƞ、ƎƅƠƜƷ始ƶƾǁǀ防災対策ƣ普及促進Ơ努ƶƳƎ。 

 

ҔƠƃわい・産業 

Ǳーȉ 方針 

拠点ƣ形成 市役所等Ǉ中心ƝƌƔ地区ƠƙいƛƤ、行政ǠーǾǤƹ文化交流ƣ拠点Ɲƌƛ

ƣ能Ǉ充実ƊƐǀƔƶ、本市全体Ǉ対象ƝƌƔ都市能ƣ集積Ǉ進ƶ、都市

拠点ƣ形成Ǉ図ƿƳƎ。 

Ơƃわいƣ創出 関東鉄道竜ヶ崎駅Ǉ起点ƝƌƔ商店街ƠƙいƛƤ、空地・空Ƃ店舗等ƣ活ዿǇ

促ƌƟƁƾ、人々Ɓ訪ǁ、歩ƂƔƄƟǀƽうƟ街並ƴƣ形成Ơ努ƶƳƎ。 

Ơƃわい広場Ƥ、地域ƣ交流ƣ場Ɲƌƛƣ活ዿǇƤƍƶƝƌ、様々Ɵ関係関

Ɲƣ連携Ǉ深ƶ、交流人口ƣ増加ƹƠƃわいƣ創出Ơ資Ǝǀ場Ɲƌƛ活ዿǇ図

ƘƛいƂƳƎ。 

 

ҕ水Ɲ緑・歴史 

Ǳーȉ 方針 

水Ɲ緑ƣ保全 地域ƣ南部ƹ東部Ơ広Ɓǀ広大Ɵ水田地帯ƠƙいƛƤ、本市ƣ農業生産基盤Ɯ

あƿ、雨水ƣ貯留能ƹ、良好Ɵ自然環境Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、保全Ơ努ƶ

ƳƎ。 

中沼自然環境保全地域ǇƤƍƶƝƌƔ自然環境ƠƙいƛƤ、豊ƀƟ景観Ǉ形成

Ǝǀ要素Ɲƌƛ捉え、自然Ɲ身近ƠƪǁあうƈƝƣƜƂǀ場Ɲƌƛ、ƒƣ保全

Ơ努ƶƳƎ。 

歴史Ǉ活ƀƌƔ

ƳƖƚƄƿ 

中心市街地Ɲƌƛ栄えƔ街並ƴƹ、八坂神社Ɵƞƣ歴史的資源Ǉ活ƀƌƟƁ

ƾ、地域ƣ歴史Ǉ感ƍǀƈƝƁƜƂǀ特色あǀƳƖƚƄƿǇ目指ƌƳƎ。 

 

Җ道路・交通 

Ǳーȉ 方針 

道路ǸǮǳワーǚƣ

形成 

都市計画道路姫宮川余郷線ƹ知手下地内線Ɵƞƣ未整備区間ƠƙいƛƤ、計画

見直ƌƣ必要Ɓあǀƀƞうƀ、周辺ƣ交通量ƹ道路ƣ利便性、費ዿ対効果Ɵƞ

様々Ɵ観点Ǉ考慮ƌƟƁƾ検討Ǉ行いƳƎ。 



64 

 

持続可能Ɵ 

公共交通網ƣ 

形成 

関東鉄道竜ヶ崎線Ƥ、住民ƣ通勤ƹ通学Ǉ支えǀ基幹的Ɵ公共交通関Ɯあ

ƿ、将来Ơ向ƆƔ移動手段確保ƣƔƶ、関係団体ƟƞƝ協力ƌ、利ዿ促進活動

Ơ努ƶƳƎ。 
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ĩ 西部地域 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

Ĩ）地域ƣ状況 

Ғ概況 

◇西部地域Ƥ市北西部Ơ位置ƌ、JR 龍ǜ崎市駅ƹ関東鉄道佐貫駅Ɓあƿ、ƒƣ周辺Ƥ都市拠点Ɲƌ

ƛ位置付ƆƾǁƛいƳƎ。 

◇駅周辺ƣ市街地ƠƤ、住宅地ƹ商業施設Ɓ立地ƌƛいƳƎ。 

◇佐貫市街地ƣ北側縁辺部ƠƤ、大規模Ɵ未利ዿ地Ɓ広ƁƘƛいƳƎ。 

◇地域ƣ北西側ƠƤ牛久沼、西側ƠƤ小貝川ƝいƘƔ水辺Ɓ広ƁƘƛいƳƎ。 

◇平野部ƠƤ、水田地帯Ɓ広ƁƘƛſƿ、台地部Ɲ平野部ƣ間ƠƤ斜面林Ɓ連ƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、

旧水戸街道若柴宿ƹƒƣ周辺ƠƤ古Ƅƀƾƣ街並ƴƁ残ƊǁƛいƳƎ。 

◇東西方向ƣ県道竜ǜ崎潮来線、龍ǜ崎市停車場線、南北方向ƣ国道 6 号Ơƽƿ、道路網ƣ骨格Ɓ

形成ƊǁƛいƳƎ。 

 

ғ人口 

 西部地域Ƥ、地域総人口ƜƤ 17％減少ƎǀƈƝƁ予測ƊǁƛいƳƎƁ、老年人口Ƥ微増（11％増

加）Ɲ予測ƊǁƛいƳƎ。 
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Ҕ土地利ዿ 

 地域ƣほƝǈƞǇ水田ƹƒƣ他（主Ơ牛久

沼ƹ小貝川Ɵƞƣ水面）ƣ土地利ዿƁ占ƶƛ

いƳƎ。ƳƔ、市街地内ƜƤ駅ƹ国道沿いƠ

商業地ƹ駐車場Ɓ集積ƌ、ƒƣ周辺Ơ住宅地

Ɓ広ƁƘƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

※人口推計Ƥ、「国土交通省 国土技術政策総合研究所」Ɓ開発ƌƔ「将来人口・世帯予測ǯーȖ V3」Ǉ使ዿ 

年少：年少人口（0 歳ƀƾ 15 歳未満ƣ人口） 

生産年齢：生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満ƣ人口） 

老年：老年人口：65 歳以上ƣ人口 

市街化：市街化区域 

調整：調整区域 

（人）/（％） 

市街化 1,288 7.9 1,122 7.1 1,056 7.0 932 6.5 876 6.5

調整 297 1.8 252 1.6 229 1.5 205 1.4 195 1.4

小計 1,585 9.8 1,374 8.7 1,285 8.5 1,137 7.9 1,071 7.9

市街化 7,758 47.8 7,328 46.6 6,772 44.9 6,289 43.9 5,562 41.1

調整 1,801 11.1 1,684 10.7 1,532 10.2 1,402 9.8 1,217 9.0

小計 9,559 58.8 9,012 57.3 8,304 55.1 7,691 53.6 6,779 50.1

市街化 3,855 23.7 4,116 26.2 4,280 28.4 4,345 30.3 4,518 33.4

調整 1,248 7.7 1,225 7.8 1,211 8.0 1,163 8.1 1,164 8.6

小計 5,103 31.4 5,341 34.0 5,491 36.4 5,508 38.4 5,682 42.0

市街化 12,901 79.4 12,566 79.9 12,108 80.3 11,566 80.7 10,956 81.0

調整 3,346 20.6 3,161 20.1 2,972 19.7 2,770 19.3 2,576 19.0

16,247 15,727 15,080 14,336 13,532合計

2020(令和2) 2025（令和7) 2030（令和12) 2035（令和17) 2040（令和22)

年少

生産年齢

老年

小計
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ĩ）地域ƣ声（市民Ǎンǜーǳ、地域懇談会Ɯƣ主Ɵ意見） 

Ғ市民Ǎンǜーǳ 

 

  

※市民Ǎンǜーǳƣ「生活環境Ơ関Ǝǀ満足度」ƽƿ項目Ǉ抜粋ƌ分析 
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Ī）地域ƣ主Ɵ課題 

〇龍ǜ崎市ƣ玄関口ƝƌƛƣƠƃわいƚƄƿ 

西部地域Ƥ、鉄道ƜƤ JR 龍ǜ崎市駅Ɓあƿ、道路ƜƤ国道 6号Ɓ通ƘƛいǀƈƝƀƾ、広域ƣ観

点ƀƾ本市ƣ玄関口ƝƟƘƛいƳƎ。ƒƣƔƶ、特Ơ駅周辺ƠſいƛƤƀƢƛƽƿƠƃわいƣ創出

Ɓ求ƶƾǁƛいƳƎƁ、ƒƣ需要ƣ高ƊƟƞƀƾ駐車場ዿ地Ɓ多Ƅ、商業的Ɵ土地利ዿƁ進ǈƜい

ƳƐǈ。 

 

〇古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƣ住環境改善 

古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƜƤ、都市基盤整備Ɓ行わǁǀ以前ƀƾ住宅ƟƞƁ建Ɩ並ǈƜいƔƔƶ、

道路Ɓ狭Ƅ、緊急車両ƣ通行問題ƹ火災時ƣ延焼危険性ƟƞƁ指摘ƊǁƛいƳƎ。 

ƳƔ、ዿ途地域Ǉ指定ƌƔ当時ƣ土地利ዿƀƾ大ƂƄ現況Ɓ変更Ɗǁƛいǀ区域ƠƙいƛƤ、今

後ƣ土地利ዿǇ見据えƛ、適切Ɵዿ途地域ƭƣ見直ƌǇ行うƈƝƷ求ƶƾǁƳƎ。 

 

〇水害ƭƣ対応 

西部地域ƣ大部分Ƥ標高Ɓ低い平野部ƝƟƘƛſƿ、旧来ƽƿ河川ƣ越水Ơƽǀ水害Ɓ発生ƳƔ

Ƥ懸念ƊǁǀǓȕǍƝƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、近年Ƥ、大規模降雨Ơƽǀ内水氾濫Ɵƞƣ新ƔƟ水害

ƣ懸念ƷあǀƈƝƀƾ、市街地ƣ排水能力ƹ、河川ƣ通水能力向上Ɓ求ƶƾǁƳƎ。 

 

〇新ƔƟ土地利ዿƣ促進 

JR 龍ǜ崎市駅周辺及び若柴台ƣ下地区Ƥ、ƀƢƛƽƿ開発ȈǱンǢȎȖƣ高い地域Ɲƌƛ捉えƾ

ǁƛいƳƎ。近年Ƥ新ƔƟ道路整備Ʒ進ǈƜſƿ、駅ƭƣǍǚǦǤ性向上Ɓ見込ƳǁǀƟƞ、ƒƣ

周辺環境Ʒ変化ƌƙƙあǀƈƝƀƾ、社会経済状況ƟƞǇ総合的Ơ勘案ƌ、新ƔƟ土地利ዿƁ期待

ƊǁƛいƳƎ。 

 

〇豊ƀƟ水辺ƣ保全Ɲ活ዿ 

西部地域Ƥ牛久沼ƹ小貝川Ɵƞƣ豊ƀƟ水辺環境ƣ維持・保全Ɲ、ƒƣ環境Ǉ活ዿƌƔ、観光・交

流ƣ場Ɲƌƛƣ活ዿƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 
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（ĩ）ƳƖƚƄƿƣ方針 

Ĩ）将来像 

 本市ƣ玄関口ƠƪƊわƌい街並ƴƝ水辺ƣ良好Ɵ景観Ǉ感ƍǀƳƖ 

 

ĩ）基本方針 

◆JR 龍ǜ崎市駅周辺ƣƠƃわいƹ魅力Ǉ創出Ǝǀ駅前ȁȔンǴǇ活ƀƌƔƳƖƚƄƿ 

◆自然災害Ơƽǀ被害軽減Ơ備えǀƳƖƚƄƿ 

◆牛久沼ƹ小貝川Ɵƞƣ豊ƀƟ水辺ƣ魅力Ǉ活ዿƌƔ、誰ƷƁ訪ǁƔƄƟǀƳƖƚƄƿ 

 

Ī）分野別ƣ方針 

Ғ住宅地・集落地 

Ǳーȉ 方針 

住環境ƣ 

維持・向上 

佐貫市街地ƣ土地区画整理事業施行地Ɵƞƣ生活基盤ƣ整ƘƔ住宅地Ǉ中心

Ơ、地区計画ƹ各種協定等ƣ制度Ǉ活ዿƌƛ、住民Ơƽǀ自主的ƟƳƖƚƄƿ

Ǉ促ƌ、居住環境ƣ維持・向上Ǉ図ƿƳƎ。 

古Ƅƀƾƣ住宅Ɓ密集ƌƔ区域ƠƙいƛƤ、狭隘道路ƣ解消Ǉ促進Ǝǀ他、通

学路ƣ安全確保Ɵƞ、身近Ɵ道路ƹ公園ƣ安全対策Ơ努ƶǀƈƝƜ、良好Ɵ住

環境整備Ǉ行いƳƎ。 

川原代地区Ɵƞƣ地域Ơ点在Ǝǀ集落地ƠƙいƛƤ、日常生活Ơ必要ƟǏンȀ

ȔƟƞƣ生活基盤ƣ維持Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、最寄ƿƣ地域生活拠点ƭƣ移動手

段Ǉ確保ƌ、生活環境ƣ維持・向上Ǉ目指ƌƳƎ。 

将来ƠわƔǀ 

新ƔƟ土地利ዿ 

商業系ƣዿ途地域Ɓ指定Ɗǁƛいǀ区域ƠƙいƛƤ、ዿ途純化Ơ努ƶǀ一方、

工業系ƣዿ途地域Ɓ指定Ɗǁƛいǀ区域ƠƙいƛƤ、ዿ途地域Ɲ現況Ơ乖離Ɓ

ƴƾǁǀƈƝƀƾ、今後ƣ土地利ዿǇ見据え、ዿ途地域ƣ見直ƌǇ検討ƌƳƎ。 

安全・安心Ǉ感ƍǀ

ƳƖƚƄƿ 

歩道ƣ無い通学路等ƠƙいƛƤ、危険個所Ǉ検証ƌ、地域住民ƹ警察Ɲ連携ƌ

ƟƁƾ、ǩーン 30 ƹǛȕーンȄȖǳƟƞƣ速度抑制対策Ơƽƿ、歩行者ƹ自

転車利ዿ者ƣ安全確保Ơ努ƶƳƎ。 

 

ғ防災 

Ǳーȉ 方針 

防災ǏンȀȔƣ

整備 

谷田川ƹ小貝川Ɵƞƣ一級河川ƠƙいƛƤ、今後ƣ大規模降雨Ơ備えǀƮƄ、

堤防整備ƹ、流下能力、防水能力向上ƣƔƶƣ河道ƣ掘削ƹ浚渫等ƣ促進Ǉ関

係関Ơ働ƂƀƆƳƎ。 
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 佐貫市街地ƠƤ、降雨時ƣ水ƤƆƁ悪い場所Ɓあƿ、内水氾濫ƣ発生Ɓ懸念Ɗ

ǁǀƔƶ、ƒƣ可能性Ơƙいƛ検証Ǉ行うƝƝƷƠ、市街地ƣ排水能力向上Ɵ

ƞ、対策Ǉ推進ƌƳƎ。 

防災体制ƣ強化 古Ƅƀƾあǀ既成市街地ƹ集落地ƠſいƛƤ、旧耐震基準Ɯ建築ƊǁƔ家屋Ɓ

比較的多いƈƝƀƾ、今後想定Ɗǁǀ地震災害Ơ備えǀƔƶ、建物ƣ耐震化ƣ

促進Ơ努ƶƳƎ。 

西部地域Ƥ地震ƹ水害Ɵƞƣ災害Ơƽǀ被害Ɓ強Ƅ懸念ƊǁǀƔƶ、ȉǏǪǏ

ȋȔǏンƟƞ、ƎƅƠƜƷ始ƶƾǁǀ防災対策ƣ普及促進Ơ努ƶƳƎ。 

 

ҔƠƃわい・産業 

Ǳーȉ 方針 

拠点ƣ形成 JR龍ǜ崎市駅周辺ƠſいƛƤ、商業・ǠーǾǤ施設Ɵƞƣ集積Ǉ促ƌ、本市ƣ

玄関口Ɲƌƛƣ魅力向上Ơ努ƶǀƈƝƜ、都市拠点ƣ形成Ǉ図ƿƳƎ。 

Ơƃわいƣ創出 JR龍ǜ崎市駅東口駅前広場ƠƙいƛƤ、安全性向上ƣƔƶƣ改修Ɵƞ、ƒƣ周

辺区域Ǉ含ƶƛ、歩行者ƠƹƊƌい街並ƴƣ形成Ǉ進ƶ、駅Ǉ中心ƝƌƔ魅力

度ƣ向上Ǉ図ƿƳƎ。 

若柴台ƣ下地区Ƥ、JR 龍ǜ崎市駅Ơ近いƝいう地理的優位性ƀƾ、新ƔƟ土地

利ዿƠƙいƛ検討Ǉ行いƳƎ。 

牛久沼Ƥ、水質浄化Ơ取ƿ組ƵƝƝƷƠ、牛久沼周遊Ȗーǳƣ周知Ɵƞ、地域

ƣ魅力ƹƠƃわい向上Ơ資Ǝǀ場Ɲƌƛƣ活ዿǇ図ƿƳƎ。 

 

ҕ水Ɲ緑・歴史 

Ǳーȉ 方針 

水Ɲ緑ƣ保全 地域ƣ南部ƹ東部Ơ広Ɓǀ広大Ɵ水田地帯ƠƙいƛƤ、本市ƣ農業生産基盤Ɯ

あƿ、雨水ƣ貯留能Ɲ併Ɛ、良好Ɵ自然環境Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、保全Ơ

努ƶƳƎ。 

斜面林ƹ広大Ɵ農地、水辺等Ƥ、美ƌい自然景観ƣ要素Ɲƌƛ、ƒƣ保全・育

成Ơ努ƶƳƎ。 

国道ĭ号及び県道八代庄兵衛新田線ƣ沿道ƠƙいƛƤ、景観Ơ配慮ƌƔ土地利

ዿƠ努ƶƳƎ。 

水Ɲ緑ƣ活ዿ 小貝川Ƥ、鬼怒川・小貝川ƀわƳƖƚƄƿ計画Ơ基ƚƂ、周辺自治体等Ɲ連携

ƌƟƁƾ、ǠǏǚȕンǛȘーǴƣ整備Ǉ促進ƌƳƎ。 

歴史Ǉ活ƀƌƔ

ƳƖƚƄƿ 

若柴宿ƣ周辺環境Ǉ大切ƠƌƔ景観ƚƄƿƟƞ、地域ƣ歴史Ǉ継承Ǝǀ場ƣ保

全Ơ努ƶƳƎ。 
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Җ道路・交通 

Ǳーȉ 方針 

道路ǸǮǳワーǚƣ

形成 

都市計画道路佐貫Ī号線整備Ǉ推進ƌ、JR龍ǜ崎市駅周辺ƣ道路ǸǮǳワーǚ

環境ƣ向上Ǉ図ƿƳƎ。 

都市計画道路知手下地内線ƣ未整備区間ƠƙいƛƤ、計画見直ƌƣ必要Ɓあǀ

ƀƞうƀ、周辺ƣ交通量ƹ道路ƣ利便性、費ዿ対効果Ɵƞ様々Ɵ観点Ǉ考慮ƌ

ƟƁƾ検討Ǉ行いƳƎ。 

持続可能Ɵ 

公共交通網ƣ 

形成 

JR常磐線ƣ輸送力増強ƹ利便性ƣ向上Ǉ促進ƎǀƝƝƷƠ、関東鉄道竜ヶ崎線

ƹ路線ǻǤ等Ɲƣ連絡性ƣ強化Ơƙいƛ、働ƂƀƆǇ行いƳƎ。 
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Ī 北部地域 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

Ĩ）地域ƣ状況 

Ғ概況 

◇北部地域Ƥ、大部分Ɓ北部Ơ広Ɓǀ台地部Ơ位置ƌƛſƿ、特定土地区画整理事業ƠƽƘƛ形成

ƊǁƔ、竜ヶ崎ǶȐーǪǑン（北竜台市街地）ƣ計画的Ơ配置ƊǁƔ緑ƣ中Ơ、多彩Ɵ住宅Ɓ建

Ɩ並ƫƻƝƿあǀ街並ƴƁ広ƁƘƛいƳƎ。 

◇地域ƣ中心部ƠƤ、大規模集客施設Ɓ立地ƌƛいƳƎ。 

◇四季Ǉ通ƌƛ様々Ɵ顔Ǉ見Ɛǀ大規模公園Ɯあǀ北竜台公園ƹ、水辺Ɲ自然林Ǉ活ƀƌƔ蛇沼公

園Ɵƞ、地域ƣ憩いƣ場ƝƟǀ公園Ɓ整備ƊǁƛいƳƎ。ƳƔ、台地部Ɲ平野部ƣ間ƠƤ斜面林

Ɓ連ƟƘƛいƳƎ。 

◇東西方向ƣ県道八代庄兵衛新田線、南北方向ƣ県道土浦竜ǜ崎線ƟƞƠƽƿ、道路網ƣ骨格Ɓ形

成ƊǁƛいƳƎ。ƈǁƾƣ沿道ƠƤ、沿道型ƣ店舗Ɓ立地ƌƛいƳƎ。 

 

ғ人口 

 北部地域Ƥ、地域総人口ƜƤ 14％ƣ減少ƝƟƿƳƎƁ、生産年齢人口Ɓ 27％減少Ǝǀ半面、老年

人口Ƥ 23％ƣ増加Ɓ見込ƳǁƛいƳƎ。 
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Ҕ土地利ዿ 

 地域ƣ大半Ǉ住宅ƹ商業地、道路Ɵƞƣ

都市的土地利ዿƁ占ƶƛいƳƎ。ƒǁƾǇ

取ƿ囲ƵƽうƠ森林ƹ農地Ɵƞƣ自然的

土地利ዿƁ広ƁƘƛいƳƎ。 

 

  

（人）/（％） 

※人口推計Ƥ、「国土交通省 国土技術政策総合研究所」Ɓ開発ƌƔ「将来人口・世帯予測ǯーȖ V3」Ǉ使ዿ 

年少：年少人口（0 歳ƀƾ 15歳未満ƣ人口） 

生産年齢：生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満ƣ人口） 

老年：老年人口：65 歳以上ƣ人口 

市街化：市街化区域 

調整：調整区域 

市街化 2,241 11.1 1,795 9.0 1,508 7.9 1,413 7.7 1,353 7.8

調整 101 0.5 81 0.4 70 0.4 69 0.4 63 0.4

小計 2,342 11.6 1,876 9.4 1,578 8.2 1,482 8.1 1,416 8.1

市街化 11,350 56.0 10,809 54.4 10,115 52.7 9,243 50.3 8,272 47.5

調整 591 2.9 544 2.7 506 2.6 448 2.4 390 2.2

小計 11,941 58.9 11,353 57.2 10,621 55.3 9,691 52.7 8,662 49.8

市街化 5,472 27.0 6,141 30.9 6,567 34.2 6,784 36.9 6,933 39.8

調整 512 2.5 482 2.4 443 2.3 416 2.3 399 2.3

小計 5,984 29.5 6,623 33.4 7,010 36.5 7,200 39.2 7,332 42.1

市街化 19,063 94.1 18,745 94.4 18,190 94.7 17,440 94.9 16,558 95.1

調整 1,204 5.9 1,107 5.6 1,019 5.3 933 5.1 852 4.9

20,267 19,852 19,209 18,373 17,410

2020(令和2)

老年

小計

合計

年少

生産年齢

2025（令和7) 2030（令和12) 2035（令和17) 2040（令和22)
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ĩ）地域ƣ声（市民Ǎンǜーǳ、地域懇談会Ɯƣ主Ɵ意見） 

Ғ市民Ǎンǜーǳ 

 

  

※市民Ǎンǜーǳƣ「生活環境Ơ関Ǝǀ満足度」ƽƿ項目Ǉ抜粋ƌ分析 
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Ī）地域ƣ主Ɵ課題 

〇幅広い世代Ơ対応ƌƔƳƖƚƄƿ 

北部地域Ƥ、最Ʒ人口Ɓ多い地域（令和ĩ年国勢調査時点）ƜƎƁ、ƒƣ数Ƥ減少傾向ƠあƿƳ

Ǝ。ƳƔ、竜ヶ崎ǶȐーǪǑンƣ入居開始ƀƾ 40 年以上Ɓ経過ƌ、高齢者世帯ƣ割合Ɓ高ƄƟƘƛ

いƳƎ。今後ƣ人口減少Ǉ抑えǀƔƶƠƷ、若者ƀƾ高齢者ƳƜ多様Ɵ世代Ɓ住ƴƽい環境Ǉ整え

ƛいƄƈƝƁ必要ƜƎ。 

 

〇空家等対策ƣ推進 

北部地域ƣ空家等ƠƙいƛƤ、ƒƣ良好Ɵ住環境ƀƾ、建ƛ替えƁ行わǁǀƟƞ、一定ƣ更新ƹ

住ƴ替え・流動Ɓ見受ƆƾǁƳƎƁ、高齢化Ơ伴う空家等ƣ発生Ƥ常Ơ懸念ƊǁǀƈƝƀƾ、引Ƃ

続Ƃƒƣ対策Ǉ継続ƎǀƈƝƁ求ƶƾǁƳƎ。 

 

〇積極的Ɵ土地利ዿƣ促進 

統合ƣ準備Ǉ進ƶƛいǀ松葉小学校・長山小学校ƣ跡地活ዿƠƙいƛƤ、ƒǁƓǁƁ地区ƣ中心

Ơあƿ、地域ƣ活性化等Ơ寄与Ǝǀ活ዿƁ期待ƊǁƳƎ。 

 

〇良好Ɵ住環境ƣ維持 

地区計画ƹ各種協定等、地区ƣȖーȖƠƽƿ形成ƊǁƔ良好Ɵ住環境Ǉ維持ƌƛいƄƈƝƁ必要

ƜƎ。 

 

〇豊ƀƟ水Ɲ緑ƣ保全 

幹線道路ƹ身近Ɵ区画街路沿い等ƣ街路樹ƠƙいƛƤ、定期的Ɵ剪定Ɵƞ適正Ɵ管理Ɓ求ƶƾǁ

ƳƎ。ƳƔ、蛇沼ƹ、台地部Ɲ平野部ƣ間ƣ斜面林等、自然環境ƹ景観ƣ維持・保全Ɓ必要ƜƎ。 
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（ĩ）ƳƖƚƄƿƣ方針 

Ĩ）将来像 

 計画的Ơ整備ƊǁƔ良好Ɵ街並ƴƝ、多様Ɵ世代Ɓ快適ƟᇿƾƌǇਜ਼受ƜƂǀƳƖ 

 

ĩ）基本方針 

◆良好Ɵ住環境Ǉ活ƀƌƟƁƾ、住民Ɲƣ協働ƣƷƝ、地域ƣ魅力向上Ǉ目指ƌƔƳƖƚƄƿ 

◆大規模商業施設ƹ大規模公園Ɵƞƣ、地域ƣ中心ƝƟǀ地域資源Ǉ活ƀƌƔƳƖƚƄƿ 

◆公共交通ƣ充実Ơƽƿ、通えǀƳƖƝƌƛ誰ƷƁ快適Ɵ移動Ǉ実現ƜƂǀƳƖƚƄƿ 

 

Ī）分野別ƣ方針 

Ғ住宅地・集落地 

Ǳーȉ 方針 

住環境ƣ 

維持・向上 

北竜台市街地Ƥ、地区計画ƹ各種協定等ƣ制度Ǉ積極的Ơ活ዿƌƔ住民Ơƽǀ

自主的ƟƳƖƚƄƿƣ継続Ǉ促ƌ、良質Ɵ住環境ƣ維持・向上Ơ努ƶƳƎ。 

空家等ƠƙいƛƤ、ƒƣ実態把握Ơ努ƶ、発生抑制ƹ解消Ơ向ƆƔ取組Ǉ推進

ƌƳƎ。 

誰ƷƁ安全Ɯ安心ƌƛᇿƾƐǀƽうƠ、北竜台防犯ǤǱーǢȒンǇ中心Ơ地域

Ɲ一体ƝƟƘƛ犯罪等ƣƟいƳƖƚƄƿǇ推進ƌƳƎ。 

地域内人口ƣ 

定着促進 

松葉地区、長山地区Ɵƞƣ市街地整備ƽƿ相当年数Ɓ経過ƌƔ地区Ơƙいƛ

Ƥ、多様Ɵ世代Ɓ住ƳうƳƖƭƣ再生Ǉ地域住民ƝƝƷƠ検討ƌƳƎ。 

将来ƠわƔǀ 

新ƔƟ土地利ዿ 

統合ƣ準備Ǉ進ƶƛいǀ松葉小学校・長山小学校ƣ跡地活ዿƠƙいƛƤ、地域

住民ƣ意見Ǉ尊重ƌ、地域ƣ活性化Ơ寄与Ǝǀ土地利ዿǇ図ƿƳƎ。 

急激Ơ進行Ǝǀ地域ƣ高齢化Ơ適切Ơ対応ƎǀƔƶ、身近Ɵ買い物環境ƣ充実

Ơ資Ǝǀ柔軟Ɵ土地利ዿǇ検討ƌƳƎ。 

安全・安心Ǉ感ƍǀ

ƳƖƚƄƿ 

地域住民ƹ警察Ɲ連携ƌƟƁƾ、ǩーン 30 Ɵƞƣ速度抑制対策Ơƽƿ、歩行

者ƹ自転車利ዿ者ƣ安全確保Ơ努ƶƳƎ。 

 

ғ防災 

Ǳーȉ 方針 

防災ǏンȀȔƣ

整備 

土砂災害警戒区域ƹ土砂災害特別警戒区域Ɵƞƣ急傾斜地ƠƙいƛƤ、県Ɲ連

携ƌƟƁƾ、急傾斜地崩壊対策事業Ǉ推進ƌ、危険性ƣ排除Ơ努ƶƳƎ。ƳƔ、

崩壊ƣ危険性Ɓ高ƳƘƔ際Ơ備え、避難情報達体制ƣ整備Ơ努ƶƳƎ。 

防災体制ƣ強化 台地Ɲいう地理的特性Ǉ活ƀƌ、水害Ɵƞƣ災害時ƠƤ、被災地域ƀƾƣ避難

者Ɓ円滑Ơ避難ƎǀƈƝƁƜƂǀƽう、避難所ƣ整備Ɵƞ、受Ɔ入ǁ体制Ǉ強

化ƌƳƎ。 
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ҔƠƃわい・産業 

Ǳーȉ 方針 

拠点ƣ形成 既存ƣ大規模集客施設Ǉ中心ƝƌƔ地区Ǉ、北部地域ƣ住民Ɓ日常生活Ǉ営Ƶ

うえƜ必要Ɵ買い物ƹ生活ǠーǾǤ、行政ǠーǾǤ等ƣ能Ɓ集Ƴǀ地域生活

拠点Ɲƌƛ位置付Ɔ、北竜台市街地ǇƤƍƶ、周辺住民Ɓ快適Ɵ日常生活Ǉ送

ǁǀƽうƠ、拠点能ƣ維持・向上Ơ努ƶƳƎ。 

Ơƃわいƣ創出 四季Ǉ通ƌƛ様々Ɵ顔Ǉ見Ɛǀ自然豊ƀƟ北竜台公園Ƥ、本市ƣ交流拠点Ɲƌ

ƛ整備ƹȕǶȐーǍȖǇ推進ƌ、市外ƀƾƣ利ዿƷ含ƶƔ自然鑑賞・交流・憩

い空間Ɲƌƛ活ዿƌƛいƂƳƎ。 

産業誘致Ơƽǀ

地域経済ƣ 

活性化 

圏央道ƠǍǚǦǤƎǀ幹線道路沿道ƹ、市街地縁辺部ƠſいƛƤ、本市ƣ雇ዿ

ƹ地域ƣ活性化Ơ資Ǝǀ土地利ዿǇ推進ƌƳƎ。 

 

ҕ水Ɲ緑・歴史 

Ǳーȉ 方針 

水Ɲ緑ƣ保全 蛇沼ƹƳƝƳƿƣあǀ緑地ƠſいƛƤ、自然Ơƪǁあえǀ場所Ɯあƿ、併Ɛƛ

雨水ƣ保水能ƹ良好Ɵ景観Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、保全Ơ努ƶƳƎ。 

歴史Ǉ活ƀƌƔ

ƳƖƚƄƿ 

多宝塔ƹ馴馬城跡Ɵƞ、豊ƀƟ歴史的資源ƠƙいƛƤ、地域ƣ歴史Ǉ感ƍǀƈ

ƝƁƜƂǀ場所Ɲƌƛ、保全Ơ努ƶƳƎ。 

 

Җ道路・交通 

Ǳーȉ 方針 

道路ǸǮǳワーǚƣ

形成 

商業・ǠーǾǤ施設Ɓ集積Ǝǀ県道八代庄兵衛新田線ƹ土浦竜ǜ崎線、都市計

画道路北竜台Ĩ号線、若柴線等ƣ主要Ɵ道路ƠƙいƛƤ、ƠƃわいǇ感ƍƊƐ

ǀ魅力あǀ道路ƝƟǀƽう、良好Ɵ景観ƚƄƿǇ進ƶƳƎ。 

地域住民Ɲ協働ƌƟƁƾ、身近Ɵ生活道路ƹ公的空間ƣ維持・管理、美化Ǉ行

うƝƝƷƠ、安全対策ƣ強化Ơ努ƶƳƎ。 

持続可能Ɵ 

公共交通網ƣ 

形成 

地域ƣ魅力向上ƹ、高齢化ƭƣ対応ƣƔƶ、JR龍ǜ崎市駅ƹƒƣ他市街地ƭƣ

ǍǚǦǤ性強化Ơ努ƶƳƎ。 
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ī 東部地域 

（Ĩ）現況Ɲ課題 

Ĩ）地域ƣ状況 

Ғ概況 

◇東部地域Ƥ大部分Ɓ北部Ơ広Ɓǀ台地部Ơ位置ƌƛſƿ、特定土地区画整理事業等ƠƽƘƛ形成

ƊǁƔ、竜ヶ崎ǶȐーǪǑン（龍ヶ岡市街地）ƝƙƄƥƣ里工業団地Ɓあƿ、職住近接ƜǻȔンǤ

ƽƄ立地ƊǁƔ良好Ɵ市街地ƝƟƘƛいƳƎ。ƳƔ、地域南部Ƥ広大Ɵ水田地帯ƝƟƘƛいƳƎ。 

◇市街地ƣ中心ƠƤ、市民ƣ生活Ǉ支えǀ商業施設Ɓあƿ、ƳƔƒƣ周辺ƠƤ市民ƣ憩いƣ場Ɲƌ

ƛ親ƌƳǁƛいǀ「ƔƙƣƈƹƳ」Ǉ含Ƶ龍ヶ岡公園ƹ総合運動公園等ƣǤȈーǯƹȗǣȎーǇ

楽ƌƶǀ公園ƣほƀ、市役所出張所ƹ子育ƛ支援ǦンǪーƣ能Ǉ有Ǝǀ「ƊǈƊǈ館」、本市ƣ

医療ƣ拠点ƝƟǀ龍ǜ崎済生会病院Ɵƞƣ多様Ɵ施設Ɓ集積ƌƛいƳƎ。 

◇地域ƣ北部ƠƤ、自然ƣ形態Ǉ活ƀƌƔ森林公園Ɓ、東部ƠƤ農業体験ƟƞǇ楽ƌƵƈƝƁƜƂ

ǀ農業公園豊作村ƁあƿƳƎ。 

◇東西方向ƣ県道八代庄兵衛新田線、竜ǜ崎潮来線、南北方向ƣ県道竜ǜ崎阿見線、美浦栄線Ɵƞ

Ơƽƿ、道路網ƣ骨格Ɓ形成ƊǁƛいƳƎ。ƈƣうƖ県道美浦栄線ƠƙいƛƤ、新ƔƟǻǏǼǤ

道路ƣ整備Ɓ進ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

ғ人口 

 東部地域Ƥ、本市ƣ中ƜƤ比較的新ƌƄ都市基盤整備Ɓ行わǁƔ地区ƣƔƶ、現在ƜƷ若者・子

育ƛ世代ƣ転入Ɓ多ƄƟƘƛいƳƎ。ƌƀƌƟƁƾ、2025（令和 7）年ƉǂƠǿーǚǇ迎えǀƝƝƷ

Ơ、ƒƣ後、急激Ɵ少子・高齢化Ǉ迎えǀƝ予測ƊǁƛいƳƎ。 
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Ҕ土地利ዿ 

 地域ƣ約ī割Ɓ都市的土地利ዿƝƟƘƛ

ſƿ、ƙƄƥƣ里工業団地Ɵƞƣ大規模Ɵ工

業地ƁあǀƈƝƀƾ、工業系ƣ土地利ዿƣ割

合Ɓ全地域ƣ中Ɯ一番多ƄƟƘƛいƳƎ。Ƴ

Ɣ、地域北部ƠƤ畑Ɓ、地域南部ƠƤ水田Ɓ

広ƁƘƛいƳƎ。 

 

 

 

 

 

 

（人）/（％） 

※人口推計Ƥ、「国土交通省 国土技術政策総合研究所」Ɓ開発ƌƔ「将来人口・世帯予測ǯーȖ V3」Ǉ使ዿ 

年少：年少人口（0 歳ƀƾ 15歳未満ƣ人口） 

生産年齢：生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満ƣ人口） 

老年：老年人口：65 歳以上ƣ人口 

市街化：市街化区域 

調整：調整区域 

市街化 2,736 13.8 2,200 11.2 1,802 9.3 1,541 8.1 1,523 8.2

調整 307 1.5 256 1.3 201 1.0 183 1.0 168 0.9

小計 3,043 15.3 2,456 12.5 2,003 10.3 1,724 9.1 1,691 9.1

市街化 10,778 54.3 11,111 56.5 10,991 56.8 10,507 55.3 9,449 50.8

調整 2,126 10.7 1,910 9.7 1,748 9.0 1,528 8.0 1,347 7.2

小計 12,904 65.1 13,021 66.2 12,739 65.8 12,035 63.3 10,796 58

市街化 2,120 10.7 2,418 12.3 2,925 15.1 3,626 19.1 4,622 24.8

調整 1,764 8.9 1,771 9.0 1,698 8.8 1,624 8.5 1,507 8.1

小計 3,884 19.6 4,189 21.3 4,623 23.9 5,250 27.6 6,129 32.9

市街化 15,634 78.8 15,729 80.0 15,718 81.2 15,674 82.5 15,594 83.8

調整 4,197 21.2 3,937 20.0 3,647 18.8 3,335 17.5 3,022 16.2

19,831 19,666 19,365 19,009 18,616

2040（令和22)2020(令和2) 2025（令和7) 2030（令和12) 2035（令和17)

年少

生産年齢

老年

小計

合計
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ĩ）地域ƣ声（市民Ǎンǜーǳ、地域懇談会Ɯƣ主Ɵ意見） 

Ғ市民Ǎンǜーǳ 

 

  

※市民Ǎンǜーǳƣ「生活環境Ơ関Ǝǀ満足度」ƽƿ項目Ǉ抜粋ƌ分析 
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Ī）地域ƣ主Ɵ課題 

〇新ƔƟ就労ƣ場ƣ確保 

 県道美浦栄線ǻǏǼǤƣ整備Ɓ促進Ɗǁ、千葉方面ƹ圏央道ƭƣǍǚǦǤ性向上Ɓ見込Ƴǁǀƈ

Ɲƀƾ、ƙƄƥƣ里工業団地ƹƒƣ周辺地区、道路Ơ面Ǝǀ市街地縁辺部等Ơſいƛ、就労ƣ場ƣ

確保Ɲƌƛ、新ƔƟ企業Ǉ誘致ƎǀƟƞ、ƒƣ立地性Ǉ活ƀƌƔ土地利ዿƁ求ƶƾǁƛいƳƎ。 

 

〇良好Ɵ市街地ƣ維持 

 地区計画ƹ各種協定等、地区ƣȖーȖƠƽƿ形成ƊǁƔ良好Ɵ住環境Ǉ維持ƌƛいƄƈƝƁ必要

ƜƎ。 

 

〇豊ƀƟ自然ƹ農地ƣ保全 

 緑地ƹ、台地部Ɲ平野部ƣ間ƣ斜面林、農地ƠƙいƛƤ、豊ƀƟ緑Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ保全Ɓ

必要ƜƎ。 

 

〇集落地ƣ維持 

 集落地ƠſいƛƤ、人口減少ƠƽǀǞȊȐǶǱǎ活動ƣ維持ƹ日常生活ƠſƆǀ移動手段ƣ確保

Ɓ課題ƝƟƘƛいƳƎ。 
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（ĩ）ƳƖƚƄƿƣ方針 

Ĩ）将来像 

 多様Ɵ施設ƣ集積ƣƷƝƠ、自然Ǉ感ƍƟƁƾ健ƹƀƠᇿƾƐǀƳƖ 

 

ĩ）基本方針 

◆病院ƹ商業施設Ɵƞ、高い生活利便性Ǉ活ƀƌƔ子育ƛ世代Ɓ住ƴƔƄƟǀƳƖƚƄƿ 

◆道路ǸǮǳワーǚƣ向上Ǉ見据えƔ、新ƔƟ雇ዿƣ場ƣ創出Ơƽǀ職住近接ƣƳƖƚƄƿ 

◆自然ƹǤȈーǯ・健康ǇǱーȉƝƌƔ多彩Ɵ交流ƣあǀƳƖƚƄƿ 

 

Ī）分野別ƣ方針 

Ғ住宅地・集落地 

Ǳーȉ 方針 

住環境ƣ 

維持・向上 

龍ヶ岡市街地Ƥ、地区計画ƹ各種協定等ƣ制度Ǉ積極的Ơ活ዿƌƔ住民Ơƽǀ

自主的ƟƳƖƚƄƿƣ継続Ǉ促ƌ、良質Ɵ住環境ƣ維持・向上Ơ努ƶƳƎ。 

豊ƀƟ自然ƹ総合運動公園、病院等Ɓ近接Ǝǀ特色Ǉ活ƀƌ、健康志向等ƣ生

活ǶーǥƠ対応ƌƔ魅力あǀ子育ƛƌƹƎい住宅地Ɲƌƛ、計画的Ɵ市街地ƣ

熟成Ǉ図ƿƳƎ。 

八原地区ƹ長戸地区Ɵƞƣ地域Ơ点在Ǝǀ集落地ƠƙいƛƤ、日常生活Ơ必要

ƟǏンȀȔƟƞƣ生活基盤ƣ維持Ơ努ƶǀƝƝƷƠ、最寄ƿƣ地域生活拠点ƭ

ƣ移動手段Ǉ確保ƌ、生活環境ƣ維持・向上Ǉ目指ƌƳƎ。 

 

ғ防災 

Ǳーȉ 方針 

防災ǏンȀȔƣ

整備 

土砂災害警戒区域ƹ土砂災害特別警戒区域Ɵƞƣ急傾斜地ƠƙいƛƤ、県Ɲ連

携ƌƟƁƾ、急傾斜地崩壊対策事業Ǉ推進ƌ、危険性ƣ排除Ơ努ƶƳƎ。ƳƔ、

崩壊ƣ危険性Ɓ高ƳƘƔ際Ơ備え、避難情報達体制ƣ整備Ơ努ƶƳƎ。 

防災体制ƣ強化 台地Ɲいう地理的特性Ǉ活ƀƌ、水害Ɵƞƣ災害時ƠƤ、被災地域ƀƾƣ避難

者Ɓ円滑Ơ避難ƎǀƈƝƁƜƂǀƽう、避難所ƣ整備Ɵƞ、受Ɔ入ǁ体制Ǉ強

化ƌƳƎ。 

 

ҔƠƃわい・産業 

Ǳーȉ 方針 

拠点ƣ形成 市街地ƣ商業施設ƹ病院Ǉ中心ƝƌƔ地区Ǉ、東部地域ƣ住民Ɓ日常生活Ǉ営

ƵうえƜ必要Ɵ買い物ƹ、生活ǠーǾǤ、医療、行政ǠーǾǤ等ƣ能Ɓ集Ƴ

ǀ地域生活拠点Ɲƌƛ位置付Ɔ、周辺ƣǤȈーǯ・ȗǚȕǓーǢȒン能Ɲ連

携ƌƟƁƾ、龍ヶ岡市街地ǇƤƍƶ、周辺ƣ集落地ƣ住民Ɓ快適Ɵ日常生活Ǉ

送ǁǀƽうƠ、拠点能ƣ維持・向上Ơ努ƶƳƎ。 
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Ơƃわいƣ創出 森林公園Ƥƒƣ豊ƀƟ緑Ǉ活ƀƌ、市外ƀƾƣ利ዿƷ含ƶƔǍǑǳǴǍǇ楽ƌ

ƵƈƝƁƜƂǀ場所Ɲƌƛ、ƳƔ龍ヶ岡公園Ƥ隣接Ǝǀ施設Ɲ一体的Ơ憩い・

遊び・ǤȈーǯ・自然散策ƟƞǇ楽ƌƵƈƝƁƜƂǀ場所Ɲƌƛ、ƒǁƓǁ交

流拠点Ɲƌƛƣ整備ƹȕǶȐーǍȖǇ推進ƌƳƎ。 

産業誘致Ơƽǀ

地域経済ƣ 

活性化 

本市ƣ地域特性ƹ圏央道 IC ƭƣǍǚǦǤ性Ǉ活ƀƌƛ、ƙƄƥƣ里工業団地

ƣ拡張Ǉ検討ƌ、工業能ƣ集積Ǉ促進ƌƳƎ。ƳƔ、検討ƣ際ƠƤ通勤等Ơ

ƽǀ交通渋滞ƣ緩和ƹ物流能ƣ効率化Ǉ目的ƝƌƔ新ƔƟ道路ǸǮǳワー

ǚƣ整備Ơ努ƶƳƎ。 

市街地縁辺部等Ơſいƛ、周辺環境Ɲƣ調和ƹ自然Ɲƣ共生Ơ配慮ƌƟƁƾ、

本市ƣ定住人口ƹ交流人口ƣ増加・雇ዿƣ確保ƠƙƟƁǀ新ƔƟ企業等ƣ誘致

Ǉ推進ƌƳƎ。 

 

ҕ水Ɲ緑・歴史 

Ǳーȉ 方針 

水Ɲ緑ƣ保全 地域ƣ南部Ơ広ƁǀƳƝƳƿƣあǀ水田地帯ƠƙいƛƤ、本市ƣ農業生産基盤

Ɯあƿ、雨水ƣ貯留能Ɲ併Ɛƛ、良好Ɵ景観Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、保全Ơ

努ƶƳƎ。 

市街地縁辺部Ơ広ƁǀƳƝƳƿƣあǀ緑地ƹ、集落地Ɲ一体ƝƟƘƛいǀ斜面

林ƠƙいƛƤ、自然Ơƪǁあえǀ場所ƹ良好Ɵ景観Ǉ形成Ǝǀ要素Ɲƌƛ、保

全Ơ努ƶƳƎ。 

歴史Ǉ活ƀƌƔ

ƳƖƚƄƿ 

歴史ƹ統Ǉ継承Ǝǀ冨士浅間神社ƹ金剛院Ɵƞƣ寺社仏閣Ǉ活ƀƌƟƁƾ、

地域ƣ歴史Ǉ感ƍǀƈƝƁƜƂǀƳƖƚƄƿƠ努ƶƳƎ。 

 

Җ道路・交通 

Ǳーȉ 方針 

道路ǸǮǳワーǚƣ

形成 

主要幹線道路ƝƟǀ県道美浦栄線ǻǏǼǤƣ整備Ǉ促進ƌ、広域的Ɵ交通ǸǮ

ǳワーǚƣ確立ƹ新ƔƟ交流等ƣ創出Ǉ図ƿƳƎ。 

地域住民Ɲ協働ƌƟƁƾ、身近Ɵ生活道路ƹ公的空間ƣ維持・管理・美化Ǉ行

うƝƝƷƠ、安全対策ƣ強化Ơ努ƶƳƎ。 

持続可能Ɵ 

公共交通網ƣ 

形成 

集落地ƠſいƛƤ、持続的Ɯ効率的Ɵ地域公共交通ƣ運行Ơƽƿ、地域生活拠

点ƭƣ移動手段Ǉ確保ƌƳƎ。 
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第Ĭ章 
 

～都市計画ȉǤǪーȂȔンƣ実現Ơ向Ɔƛ～ 
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Ĩ 基本的Ɵ考え方 

 本ȂȔンƤ、都市計画法第 18条ƣĩƠ位置付ƆƾǁƔ「都市計画Ơ関Ǝǀ基本的Ɵ方針」Ɯあƿ、

本市ƣ進ƶǀƳƖƚƄƿƣ都市計画Ơ関Ǝǀ基本的Ɵ考え方Ǉ示ƌƔƷƣƜƎ。今後Ƥ、本ȂȔン

ƣ考え方Ơ基ƚƂ、各分野・事業ƉƝƣ調整ƹ調査Ǉ実施ƣ上、都市計画ƣ決定Ɵƞ必要Ɵ法的手

続ƂǇ進ƶ、具体的Ɵ事業Ǉ展開ƎǀƈƝƜ、本ȂȔンƣ実現Ǉ図ƿƳƎ。 

 ƈǁƾƣ実現ƠあƔƘƛƤ、市民・議会・行政ƁƒǁƓǁƣ役割Ɲ責務Ǉ果Ɣƌ、同ƍ目標Ơ向ƀ

ƘƛƝƷƠ考え行動ƎǀƈƝƜ、「龍ǜ崎市ƳƖƚƄƿ基本条例」Ơ定ƶǀ「協働ƠƽǀƳƖƚƄƿ」

Ǉ推進ƎǀƈƝƁ必要ƜƎ。 

市民ƣ役割 

・ƳƖƚƄƿƣ主役Ɲƌƛ、主体的Ơ計画策定等Ơ参画 

・地域ƣ自主的ƟȖーȖƚƄƿƠƽǀ身近Ɵ環境ƚƄƿ 

・公園ƹ身近Ɵ施設等ƣ管理ƹ運営ƭƣ参加 

・周辺環境ƹ地域貢献等ƭƣ配慮 

議会ƣ役割 
・進捗状況等ƣ点検 

・市民ƣ意思ƣ反映 

行政ƣ役割 

・協働ƠƽǀƳƖƚƄƿƣ推進 

・広域的Ɵ連携Ɲ調整 

・都市計画制度ƣ活ዿ、事業ƣ実施 

・開発等Ơ対Ǝǀ規制、誘導 

 

ĩ 協働ƠƽǀƳちƚƄƿ 

（Ĩ）ƳƖƚƄƿƣ人材ƣ確保・育成 

 市民ƠƽǀƳƖƚƄƿ活動Ǉ豊ƀƠ育ƛƛいƄƔƶ、企業ƹ大学等ƣ専門関Ɲ連携ƌƟƁƾ、

幅広い人材ƣ確保・育成Ơ努ƶƳƎ。 

 

（ĩ）ƳƖƚƄƿƣ運ƣ醸成 

 ȆーȋȅーǣƹＳŅＳ、広報紙Ɵƞƣ多様Ɵ媒体Ǉ活ዿƌƛ、情報発信Ơ努ƶƳƎ。 

 ƳƔ、市民活動団体ƹ地域ǞȊȐǶǱǎ協議会ǇƤƍƶƝƌƔ、市民ƠƽǀƳƖƚƄƿ活動Ơ対

ƌƛƤ、出前講座Ơƽǀ職員ƣ派遣ƹ、都市計画等Ơ精通ƌƔ専門家ƣ派遣Ɵƞ、積極的Ɵ支援Ǉ

行いƳƎ。 

 

Ī マネǣメントの視点Ơ立ったƳちƚƄƿ 

 公共施設ƠƙいƛƤ、今後ƣ財政需要Ǉ踏Ƴえ、事業ƣ緊急度、優先度Ơ応ƍƔ選択Ɲ集中Ơƽ

ǀ効率的ƟƳƖƚƄƿǇ進ƶ、総量Ǉ削減ƎǀƟƞ、ǳーǪȖǞǤǳƣ縮減Ơ取ƿ組ƴƳƎ。 

 公共ǏンȀȔƠƙいƛƤ、「施設維持」Ǉ基本的Ɵ考え方Ɲƌ、定期的Ɵ点検・診断Ơƽƿ施設

ƣ状態Ǉ正確Ơ把握ƌƟƁƾ維持管理Ǉ行うƝƝƷƠ、改修時等ƠƤ、新技術ƣ導入等Ơƽƿ、将

来的ƟǞǤǳƣ縮減・平準化Ǉ行いƳƎ。 

 ƳƔ、官民連携（PPP/PFI）Ơƽǀ施設ƣ整備・維持管理手法Ǉ活ዿƎǀƟƞ、ƳƖƚƄƿƠſ

Ɔǀ民間活ዿǇ重視ƌƳƎ。 
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ī 都市計画制度の活ዿ 

 都市計画Ƥ、都市内ƣ限ƾǁƔ土地資源Ǉ有効Ơ配分ƌ、建築敷地・基盤施設ዿ地・緑地・自然環

境等Ǉ適切Ơ配置ƎǀƈƝƠƽƿ、農林漁業Ɲƣ健全Ɵ調和Ǉ図ƿƙƙ、健康Ɯ文化的Ɵ都市生活

ſƽび能的Ɵ都市活動Ǉ確保ƎǀƈƝǇ基本ƝƌƛいƳƎ。 

 ƒƣ発展Ǉ図ǀ手段Ɲƌƛ、土地利ዿƣ誘導・制限等、都市計画Ơ必要Ɵ多Ƅƣ事柄Ơƙいƛ、都

市計画法Ơ基ƚƄ都市計画決定Ǉ行うƈƝƜ、実現ƣ担保性Ǉ高ƶƛいƳƎ。 

 古Ƅƀƾ栄え、都市Ɲƌƛ一定ƣ成熟Ǉ見ǀ本市ƜƤ、限ƾǁƔ都市空間Ơƙいƛ、防災性Ǉ高

ƶƙƙ、地域ƣ実情Ơ合わƐƔ土地利ዿƣ適正Ɵ配分Ǉ確保、ƳƔƤ再配置ƎǀƈƝƁ求ƶƾǁƳ

Ǝ。ƒƣƔƶ、本ȂȔンƠ基ƚƂ、地域ƣ実情Ǉ考慮ƌƟƁƾ、都市計画決定ƹ変更等Ơƙいƛ検討

Ǉ行いƳƎ。 

（Ĩ）地区計画制度 

 「地区計画制度」Ƥ、ƒǁƓǁƣ地区ƣ実情Ơ応ƍƔ、地区ȗȄȖƣƂƶ細ƹƀƟȖーȖǇ定ƶǀ

制度ƜƎ。本市ƜƤ、ƈƣ地区計画制度Ǉ活ዿƌ、良好Ɵ市街地ƣ形成及び保全Ǉ図ǀƝƝƷƠ、地

区ƣ課題解決Ơ向Ɔƛ、ƞƣƽうƟ計画手法Ɓ適ƌƛいǀƣƀǇ検討Ǝǀ段階ƀƾ地域住民ƣ参加

Ǉ促ƌ、地区計画制度ƣ理解促進Ơ努ƶƳƎ。 

 

（ĩ）都市計画提案制度 

 「都市計画提案制度」Ƥ、住民等ƣ自主的ƟƳƖƚƄƿƹ民間ƟƞƠƽǀ都市再生ƣ推進Ǉ図ǀ

Ɣƶ、土地所有者ƹƳƖƚƄƿŅŇņƟƞƁ一定ƣ条件Ǉ満ƔƌƔ上Ɯ、地方公共団体Ơ都市計画

ƣ提案ƁƜƂǀ制度ƜƎ。 

 本市ƠſƂƳƌƛƷ、住民ƹ民間事業者Ɵƞƣ様々Ɵ主体Ơƽƿ、提案制度Ǉ活ዿƌƔ「住民ƹ

民間Ɓ主体ƝƟǀƳƖƚƄƿ」ƣ推進Ǉ図ǀƔƶ、ƒƣ活ዿƠ向ƆƔ周知・普及Ǉ図ƿƳƎ。 

 

 

 

 

 

◆都市計画提案制度ƣǏȌーǣ図 
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Ĭ 進行管理Ɲ見直し 

 本ȂȔンƤ、本市ƣ都市計画Ơ関Ǝǀ基本的Ɵ方針Ɲƌƛ、概Ƣ 15年後Ǉ見据えƔ中長期的Ɵ計

画ƝƌƛいƳƎ。ƒƣƔƶ、ƒƣ進行管理ƠƙいƛƤ、最上位計画ƹ本ȂȔンƟƞƠ基ƚƄǍǚǢ

ȒンȂȔン等ƣ事業計画ƠſƆǀ施策評価Ǉ短期的Ɵ進行管理Ɲƌ、中間年度Ơſいƛ、ƈǁƾƣ

積ƴ上ƇƠ対Ǝǀ評価・見直ƌǇ行う形ƝƌƳƎ。ƳƔ、社会経済情勢ƣ変化ƟƞƠƽƿ必要Ɲ判

断ƊǁƔ場合ƠƤ、随時、見直ƌƣ検討Ǉ行いƳƎ。 

 

◆見直ƌƣǏȌーǣ図 

◆見直ƌƣǏȌーǣ図



都市計画マǤターȂȔン策定ǤǜǣューȖ（令和 6年 9月 27日現在） 

Ĩ．市民意見の反映 

◇ 9/27（金） 第ī回 都市計画審議会（本日） 

◇10/15～18  市議会全員協議会説明（素案にƙいƛ） 

◇10/21（月） ƿゅうほー10月前半号 

（市民説明会開催案内、素案への意見募集（10/21～11/8）） 

※その他、市 HP、回覧板、LINEにƛ開催をſ知ƾせします。 

 ◇11/2（土）  都市計画マǤターȂȔン市民説明会 

（市役所附属棟Ĩ階、午前・午後のĩ回開催） 

 ◇10/21～11/8 素案に対すǀ意見募集 

 

ĩ．茨城県との協議 

 ◇ 9/11～10/23 茨城県都市計画課との下協議 

 ◇10/24～11/18 茨城県との調整会議（書面会議） 

 

Ī．庁内調整 

 ◇ 9/19～26   素案に対すǀ各課意見照会 

 ◇ 適宜     庁内ワーキンǛ、検討会議を開催 

 

ī．案の作成（素案に対すǀ意見の反映） 

 ◇ 11月～12月、都市計画課にſいƛ、素案に対すǀ意見を集約し、素案の 

修正を行います。 

 

 

 

 

 

◇ 第Ĭ回 都市計画審議会（Ĩĩ月下旬） 

 ⇒案の確認、パȁȕッǚコメントの実施にƙいƛ 

◇ パȁȕッǚコメント（Ĩ月～ĩ月、約Ĩƀ月間） 

 ⇒「龍ǜ崎市パȁȕッǚコメント手続要綱」に基ƚく 

 ⇒パȁȕッǚコメント意見への回答、反映措置 

※ 第ĭ回 都市計画審議会（ĩ月中旬、地区計画の策定、生産緑地の変更諮問・答申） 

◇ 第Į回 都市計画審議会（Ī月下旬） 

 ⇒都市計画マǤターȂȔン諮問・答申 

案の作成 

資料ĩ 
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